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　　　第一話　巨きよ乳にゆう風か邪ぜ





　ちょっとくどめの世間話から始めさせてくれ。

　めったに電話をかけてこないやつからいきなりの着信があって、そのあと近況報告という名の長いグチを聞かされるはめにあったことがあるきみなら、我慢できるはずだ。

　もし、そういった経験がなくても、本作ギャルゴの一巻と二巻を読んだきみなら、少々饒じよう舌ぜつぎみなぼくの呟つぶやきを聞いていられるはずだ。

　ってな感じでぼくの近況報告という名の決意とグチを聞いてくれ。



　まあ例えばの話なんだけど、きみのまわりの誰だれかがいきなり劇的な変身を遂げたとして、そのことを変に気にしすぎたり勘ぐったりしないさりげない優しさが、これからの社会には必要だと思うんだ。

　休み明けの教室にて、まあまあかわいかった女子がプチ整形をしてなかなかかわいくなったからって、どこで手術したの？　いくらかかったの？　なんてことをいっちゃだめだよな。

　それでぼくがなにをいいたいかというと。

　真ま幌ぼろ市民なら皆さん御存知の地方都市伝説略して地伝の影響を受けて、ドーベルマンのかま子こが人間の美少女になってしまったってこと。

　しかも美少女の姿から戻す方法はなくなってしまった。

　かま子の飼い主で新たに地伝解決メンバーに仲間入りしたライムも、さすがにこれには驚いている。

　本名キャンディのかま子を人間の姿に変えた地伝「変身トンネル」解決後の帰り道。

　ぼく達の会話には疑問符と感嘆符のコンボ。

　キャンディちゃんはどうやったら元の姿に戻れるの!?　そうだな、まずみんなで考えよう！　こんなに綺き麗れいな女の人になったキャンディちゃんをどこに匿かくまえばいいのよ！　うーん、ぼくの家の車庫なら大丈夫かな？　「かな？」なの？　「だ！」じゃないの？　かま子は頭もいいし、隠れきれると思うから大丈夫……だ！　キャンディちゃんごめんね、本当はうちで一緒にいたいんだけど、人一人匿うなんて絶対バレちゃうから！　ワン！

　以上こんな感じだ。

　キャンディちゃんといっているほうがライム。それ以外がぼくだ。

　頭脳派人形のエリアスは、今後のぼく達四人はどうすればいいのか頭を痛めていたから沈黙。

　どこかの女の子の一重が二重になったなんていうビフォーアフターなんて目じゃない。こっちは犬が人になったのだ。

　現代の整形外科技術がどれだけ発達していても、人を犬に戻すなんて無理な話。

　ブラックジャック先生でもいればなんとかなったかもしれないなんて、途方もない想像で軽く現実逃避。でもＢＪに莫ばく大だいな手術費は払えないから、想像のなかでもやっぱり無理っぽい。

　地伝を解決した直後の土曜日の未明から、自宅の車庫に美少女の姿になったかま子を匿うという日々が始まった。母さんも父さんも全くといっていいほど、立ち寄ることはないにしてもスリリングだよな。

　かま子を無事、犬の姿に戻せるのか？　それより人間の姿のかま子の存在がバレてしまうのが先か？

　悩みすぎて、胃い潰かい瘍ようになりそうなぼくのグチの報告は以上だ。



　なにごともなく土日が過ぎようとしていたが、予想外のハプニング発生。

　日曜の夜、サザエさんのエンディング曲のラスト。磯いそ野の一家とフグ田た一家が野原のなかの家屋に猛ダッシュを決めるあたりで、停電が起きた。

「やだ。どうしたのかしら？」

　母さんの慌あわてた声。

　日曜も仕事で家を空けている父さんを除いた家族三人で夕食中。

「ママー、ママー」

　食卓のイスから降りたナナコが、母さんの腰に抱きつく。

「ナナちゃんだいじょぶよ。停電だからね。怖くないからね」

　妹が停電くらいで怖がるはずがなかった。いつものかわいい小学二年生の演技だ。その効果は、妹の計算に気づかないお人好しな母さんと父さんからの寵ちよう愛あい。ぼくはナナコが明かりを消した部屋で、ぬいぐるみの中綿を抜いて、ガリガリのクマのぬいぐるみを裁縫していたのだって知ってる。怖いとはそういうことだ。我が家にホラー要素があるのが残念。

「あら、そういえばブレーカーは玄関だったかしらね。春はる男お、ナナちゃんをよろしくね」

　母さんが居間をでていく。二人きりの食卓。

　ぼくの部屋にいるエリアスが不意打ちの暗くら闇やみに怖がっているのではないかと、考えがよぎった。

「ハル」

　ナナコの不機嫌な声。

　録音して母さんと父さんに聞かせてあげたい。目が覚めるだろう。

「どうした？　怖いのをまぎらわせてほしいのかい？」

　軽口は叩たたくものじゃない。早いモーションから、ナナコの前まえ蹴げりがぼくのスネにヒットする。武術の芽生えも始まっているのかもしれない。追撃を恐れたぼくはイスから立ち上がった。

「ふざけないでよハル。ナナコが停電なんか怖がるわけないでしょー。それより、サザエさんとじゃんけんできなかったよ。どーしてくれるの？」

　知るか。フジテレビにでも電話して、広報担当者相手にじゃんけんでもすればいい。

「もう、最悪なんですけどー。ハルなに黙ってるの？」

　うるせい。妹の容赦のない足技に怯おびえて、閉口してるんだよ。

「なにさ。右の足首は痛めているみたいだから、くるぶしへのローキックはやめておいてあげたのに」

　恐ろしい妹だ。確かにぼくの足首は昨日「変身トンネル」を解決する際に軽く挫くじいていた。弱点を避けたうえでのスネへの前蹴りだったようだ。

「あーあ」

　ナナコは食卓に座り直してため息を一つ。なにやら自分の皿のなかのなにかをスプーンの丸い背で潰つぶしているようだ。暗くてよく見えない。

「ちぇ、めんどくさいなー」

　ため息と舌打ちがよく似合う八歳児ナナコ。

　だが突然、両りよう肘ひじをついて首をぽきぽきならしていたナナコの姿勢が急によくなった。背中に一本、鉄の棒を入れたみたい。そこに母さんが戻ってくる。あっぱれナナコ。大草原でライオンの出現を警戒していたインパラのような反応速度。

「困ったわ。ブレーカーじゃないみたいね。ご近所も停電しているみたいだし、そうだわ。懐中電灯が車庫にあったかしらね。ちょっと取ってくるわ」

「はぁーい。ハルお兄ちゃんと待ってます」

　母さんは愛らしい妹に笑顔を浮かべて、再度食卓のある居間をでていく。ぼくもため息がつきたくなってくる。

　だが、つぎの瞬間母さんのいった車庫という言葉に、背中が一本の冷えた鉄の棒に触れたみたいに震ふるえた。

　大事なことを忘れていた。マギー司し郎ろうが縦たて縞じまのハンカチを横よこ縞じまに変えるより簡単にキャラクターをつかい分ける妹に、気を取られすぎていたのだ。

　ぼくは居間を飛びだした。

「ちょっとハル。どこいくのー！」

　振り返って見るナナコ、せっせと自分の皿からぼくの皿に今まで潰つぶしていたペースト状のなにかを移していた。目が暗がりに慣れてきていた。アセロラゼリーみたいな少し暗い朱色。きっとニンジンだろう。

　アニメが好きな一面以外は、八歳児とはとても思えない妹の小こ狡ずるいやり方にため息をつきながら、車庫に向かった。

　潜伏中の大切な仲間がいるのだ。



　車庫のシャッターのまえ、ケータイの画面を見つめる母さんに追いついた。よかった。まだ車庫には入ってないようだ。

「母さん、懐中電灯はぼくが取ってくるよ。ナナコが怖がっているから戻ってあげて。やっぱりぼくより、母さんに側にいてもらいたいだろうしさ」

　ケータイから、首をかしげながら顔を上げた母さん。

「そう。じゃあ春はる男おにお願いしようかしら。それじゃあ戻ってるわね」

「母さん、ケータイがどうかしたの？」

「うーん、それがね。今、非通知でかかってきたんだけど、電話にでたら切れちゃったのよ。やだわ」

「そっか、間違い電話じゃないの」

「きっと、そうよね」

　大して気に留めた様子もなく母さんは、家へ戻っていく。

　随分タイミングのいい間違い電話もあったものだ。その電話がなかったら、ぼくが止めるのが間に合わず、母さんは車庫を開けていただろう。

　ぼくは車庫の側面にあるステンレスの引き戸を開けた。かま子こが自由に出歩けるように鍵かぎはかけてない。車庫への出入りの際だけ注意すればいい。家の外で目撃される分にはリスクはほとんどない。綺き麗れいな女性が散歩していたって、問題にはならないだろ。着物女だったかま子を覚えているマボチュー生徒にだけちょっと注意かな。かま子は近くの公園に二～三度いっているみたいだった。

　暗がりに声をかけた。

「かま子こごめんな。停電みたいなんだ」

　車庫内の裸電球も切れていた。シャッターの明かり採りの細いすき間から、外のほんのわずかな光量が差し込んでいる。車庫奥のばあちゃんのハーレーの陰から、かま子が立ちあがる。

「ワァン」

　鳴き声に小さじ一杯の不安。

「だいじょぶだよかま子。隠れててね」

　かま子の端たん正せいな顔に柔らかな笑みが広がった。その涼しげな目元に頷うなずきかけ、ぼくは懐中電灯を持ってでた。

　車庫の引き戸からでた頭上には、二階の窓。ぼくの部屋だ。窓枠にはエリアス。桜の花びらより小さい手を振っている。なぜかエリアスの隣には、窓にたて掛けられているぼくのケータイ。フラップを開いた二つ折りは、エリアスよりほんの少しだけ身長が低いくらい。

　ぼくは手を振り返しながら、

「あっ」

　気づいたことがあった。



    

  
    
      



    

  
    
      　ペースト状のニンジンを含んだカレーを平らげると、部屋に戻る。

　母さんへの非通知の着信。その答えを、地伝解決メンバーの頭脳担当者に訊きく。

「部屋で春はる男おが夕食を済ませるのを待っていたら、急に電気が切れたでしょ。あ、停電だって思ったの。居間ではきっとナナコちゃんが騒いでいるのかなと思って、部屋のドアに耳をつけたわ。そしたら、春男のお母さんが居間からでてきたのが音でわかったの。なんで音でわかるかって？　だって、お母さんって夕食の準備と食事中はスリッパ履いているでしょ。あの、かかとの切れた健康サンダルっていうんだっけ。そのサンダルが床を擦こする音がしたからわかるのよ。で、お母さんが玄関のほうにいくじゃない。ブレーカーをいじっていた一度目じゃなくて、二度目。停電中なのに玄関で靴を履き始めているなんて、一つしか考えつかなかった。あ、車庫に明かりになるものを取りにいくんだって。焦あせったわよ。車庫にはかま子こがいるし、春男は止めにこないし。だから、とりあえず春男が絶対追っかけてくるのを信じて、それまで少しでも足止めしなきゃって思ったの。ケータイは設定をいじるのが簡単で助かったわ。春男からの着信だったらさすがに変だろうから、大至急非通知設定にして発信したの。お母さんが非通知着信を拒否にしてなくて助かったわ。イタズラ電話みたいになっちゃってお母さんには悪かったけど、なんとかセーフだったね」

　案の定、頼りになるエリアスだった。

　甘味の強いイチゴ種のとちおとめより一回り小さな頭のどこにそんな知恵が湧わいてくるのだろう。ぼくがエリアスのファインプレーに感心して黙っているのを、ＩＱドールは勘違いしたようだ。

「いや、そんなことしてないわよ。つかい方に慣れてるからって、別に春男がいない間にケータイ見たりしてないからね。勝手にケータイのカメラでわたしの自信のセクシーポーズを撮って、待ち受け画面に設定しておきたいなって思うことあるけど、まだしてないしね」

　とんだ知能犯予備軍。思わず笑ってしまった。

「なあ、エリアス。今だったらつぎの地伝が起きても全然だいじょぶな気がするよ」

「え、なにそれ。なんの話？」

　人間の姿になってしまっても足の速さは健在のかま子。

　伸縮自由自在のつっぱり棒の使い手であるライム。

　相変わらず頭がよく機転の利くエリアス。

　頭の回転速度は回転寿司のベルトコンベアと互角くらいだけど、ばあちゃんから受け継いだ力を持つ物もの干ほし竿ざお使いのぼく。

　今のぼく達なら、どんな地伝が起きてもすぐ解決できるんじゃないかと思うんだ。

　そして翌日、文化の日のため祭日だった月曜も乗り越えて、誰だれにもかま子のことは見つかることなく無事火曜日の朝を迎えた。

　そうしたら、つぎの地伝、巨きよ乳にゆう風か邪ぜが始まっていたんだ。



　真ま幌ぼろ市立第一中学校。通称マボチューに四日ぶりの登校。

　クラスメイトの小鳥遊たかなしゆかりとは通学路の途中にある短い橋で待ちあわせ。

　かわいくて天然な性格の彼女に似合っているあだ名は、コトリ。クラスメイトの男女から親しみを込めて呼ばれている。

　特技が恋愛シミュレーションゲームの攻略であるぼくのあだ名は、ギャルゲーゴッド略してギャルゴ。一部のユーザーと、友人達からは目一杯の親しみを込めて呼んでもらっている。

　侮ぶ蔑べつの混じった視線で見てくる女子達を除けば、ぼくのまわりは至って平和だ。残念ながらそれらの女子を全て除外してしまうと、マボチューにはコトリしか女子が残らなさそうだけどね。

　そんなぼくのささやかな平和に終了を告つげるメールが届いた。待ちあわせ場所の手前だ。

『日課のつっぱり棒占いで、現在地伝が発生しているかどうか確認したところ、なにか地伝が発生していると思われます』

　メールになると他人行儀のライム。味気ない本文を二度読んだ。一難去ってまた一難。

　なにかわかったら連絡すると返信した直後、今度はケータイの着信音。

　フネからだった。

「よお、フネ。どうした？　朝っぱらから」

「おおギャルゴ！　落ち着いて聞け!!　いいか!?」

　興奮した声。おそらく向こうの受話口にはフネのツバがスプリンクラーのように飛び散っているだろう。どんなに文明が進化しても、電話は相手の声を伝えてくれるだけでいいと願う。

「落ち着いてるよ。おいフネ。高濃度茶カテキンでも摂って、血圧を抑えたほうがいいぞ。なにかすごいことが起こったわけでもないのに、朝からそのテンションだったら、それはもはや病気だぞ」

「いやいやいや、あったんだ。すごいことがよ。ブフフフフッ」

　すりこぎでごまを碾ひいているような笑い声が届いて、思わずケータイから耳を離した。

　その時、視線の先には待ちあわせの橋の向こうから、コトリがやってくるのが見えた。

　目が合うと顔の横で小さな手を振ってくれる。

　制服の上に真っ白い毛糸のかぎ編みポンチョを着ているコトリは、まるで一足早い雪の妖よう精せいみたい。特徴は、どんなかわいい服だってかわいく着こなしてしまうってこと。

　あれ？

　歩み寄ってくるコトリの姿に違和感があった。やがて身体からだのある一部分に目を奪われた。

　離したままのケータイから、妖精とはほど遠い妖よう怪かいみたいな唸うなり声。

「おお、地伝が始まったんだよ！　今度の地伝は『巨きよ乳にゆう風か邪ぜ』っていうらしいぜ！　なんでも名前の通り、女性がこの風邪をひくと巨乳になる。もともと巨乳の人はもっと巨乳になる。それだけの病だ。くしゃみはでない。喉のども痛くない。咳せきもしない。情報は今のところ以上だ。新聞部は総力を挙げて、この地伝を追うぞ」

　新聞部員の決意をどこか遠くで聞いているうちに、コトリは手が届きそうなほどの距離に。

「おはよぅ。春はる男おくぅん」

「お、おはようコトリ。そ、その」

　どうしても視線がコトリの顔より下がってしまう。

　ぼくの視線に気づいたコトリは初心者のフラダンスみたいに、くねくねしながら上体を揺らす。

「春男くぅん、困ったことが起きちゃったよぉ。いきなりね、そ、そのね。おむぅ、お胸が大きくなっちゃったのっ」

　ポンチョの下の胸部の膨らみは、ネットに入った二玉のスイカみたいだ。

「おい！　もしもーしギャルゴ！　聞こえてるか？　いいか巨きよ乳にゆう風か邪ぜはよ。さっそく調べたんだが、家庭の医学事典の索引を引いても該当するものはないぞ。おそらく薬局やドラッグストアにいっても巨乳風邪に効く薬なんて置いてないだろうな。そりゃそうだ。なにせ昨日の夜から流は行やり始めたばかりだしな」

　まだ話し足りなさそうなフネに「あとは学校で」と告つげて、電話を切った。

　鬼に金棒。コトリが巨乳。

　後者は前者の慣用句と違って、さらに加えられるのは強さではなく、目眩めまいがしそうなほどの女性的魅力だ。



「私ね、ミルク大好きなのぉ。毎朝マグカップ一杯と半分も飲んでるのっ。だからね、すごい成長期に入っちゃったのかなぁ」

　コトリは、胸部の急な発育の原因は牛乳にあると思っているようだ。かわいい勘違い。

　まだまだ通学の途中。ぼくはフネから聞いたばかりの巨乳風邪のことを話した。

　その間に見かけたマボチューの制服姿の女の子達十数人。

　あの子も、その子も、あっちの子も、そっちの子も。ほとんどの子が、まるで永井豪先生の『キューティーハニー』の実写版ヒロイン役のオーディション会場に向かう巨乳自慢の女優かアイドルのように、立派な胸を誇っていた。

　コトリが隣にいるのに他の子の胸をじろじろと見るわけにもいかないので、さりげなくチラッとだけの視認終了。

「ってなわけなんだ。だからコトリは安心して牛乳を飲んでカルシウムを摂取していいんだよ」

「うんっ、わかりましたぁ。ふふっ、春男くんって物知りさんだね。あのねえ、聞いてほしい相談があるの。いいですかぁ？　お胸のことなのぉ」

　二人で並んで歩いていると、視野の端で上下運動を繰り返すあるものに注意が惹ひかれる。コトリの胸が、皿の上のグリコビッグプッチンプリンのように揺れているのだ。ぼくは、ばあちゃんが好きだった水前寺清子の歌のように、休まないで歩くことにした。この状況で脇わき目めもふらないことは鉄の精神だ。

「ああ、うん聞かせて。あ、そういえばいつから……胸が大きくなったんだい？」

　胸という単語を、女の子との会話のなかに登場させるのはなんで恥ずかしいんだろ。腹や頭や首とかと同じ身体からだの部位の名称なのに。

「うんとねぇ。昨日の夜にお風ふ呂ろに入ってるとね、お胸が少し張っている気がしたんだぁ。そのままそんなに気にしないでおやすみしたんだけどね。朝にね、多分寝返り打ってうつぶせになっちゃったと思うんだけどっ、そしたらお胸が潰つぶれて痛くてぇ、目が覚めちゃったのぉ」

　どうやら一晩かけて、巨大な熱気球を膨らますようにコトリの胸が膨らんだらしい。

　ぼくはコトリに話を促すように頷うなずいた。コトリの身に起きた巨きよ乳にゆう風か邪ぜについてどんなことでも聞きたい。地伝のことを考えている時のぼくは、授業中よりも遥はるかに頭をつかってる。自称地伝限定クールな頭脳なんだ。

　コトリが相談事を話し始めた。

「春はる男おくんに相談したいのはね。そ、そのねっ。恥ずかしいんだけどぉ、いつもつかってるブラジャーだととても収まらなくてね。いきなり大きくなっちゃったから買いにいく時間もなくてね。今ね、ノーブラなのぉ。ねえ、このまま登校してもいいのかな？」

　さらばクールな頭脳。

　朝の通学路上でのコトリの爆弾発言に対して、心の準備すらしていなかった。ウォーキングマシーンが急停止したみたいに棒立ちのぼくに、コトリが追撃。

「上着もね、学校に着いたら、脱がなきゃいけないよね。だからさ、一応ちゃんとね、制服の下に肌着は着てるんだけどぉ」

　おそらくコトリは、自分がどれほど刺激的な内容の相談をしているかわかっていない。コトリは、世の男達が頭の隅ではとても口にできないような桃色な想像で右脳を活性化させているとは、これっぽっちも思っていないのだ。彼女にとっては、おそらく胸のサイズがでかくなるのも、例えば突然足のサイズがでかくなるのも、困ってしまうという意味では変わらないのだ。胸ならブラジャーがない。足なら靴がない。

「コ、コトリ。肌着を着ているなら、そ、その心配ないんじゃないかな」

　焦あせりながら歩き始めた。とりあえず早くマボチューに着かなくては、コトリの大胆な言葉をまえに通学路のアスファルトに倒れそうだ。

「春男くぅん、お願いなんだけどね」

　隣からではなく、背後からの柔らかい声。コトリは電柱の側で立ち止まったままだった。

「なんだい？　なんでもいって」

「もうちょっと、私のほうにきてっ」

　それでぼくは机さえあれば腕相撲ができるくらいの距離に近づいた。そうすると、コトリが小さく一歩さらに側にくる。指相撲ができる近さ。

　ぼくの顎あごの下。見上げてくるコトリの大きな瞳ひとみに、決意の色が浮かんでいる。

「春はる男おくん、しゃがんでください」

　不思議とコトリに強い調子でいわれると、絶対従わなくてはという気になる。

　ぼくはアスファルトの上で中腰姿勢になった。この道を登校していく生徒もいるだろう。だいぶ前方には何人かの背中が見える。朝の通学路は制服姿で立ち止まっているだけで充分に目立つ場所だ。まわりに生徒がいないか気にしてしまう。

「今からポンチョを春男くんにかぶせるからっ。制服の胸のあたりが透すけてないか見てくださいっ。じゃいくよ」

「えっ、コトリ。なんだって？」

　ぼくが疑問を挟んだ時には、コトリは腰の下まであるファー付きの裾すそを両手で持っていた。

「えいっ」

　ぼくの頭を隠すように肩までかぶせられるコトリの上着。頭隠して尻しり隠さずのまるで単純なビジュアルみたい。

　ポンチョの編み目から差し込む陽ひ射ざしが真っ白いセーラーの生地に、まだらな陰影をつけていた。それが視界いっぱいに広がっている。制服からはお日様の匂においがして、さらにその奥から、甘くて柔らかいコトリの匂いがした。

「春男くんどうかなぁ？」



    

  
    
      



    

  
    
      　目の前にはコトリの制服のリボンの先。お腹のあたりだ。ぼくは腰を浮かして、大きな膨らみを真正面に見た。顔の先、十センチもないところにコトリの胸。

「しっかり見てねっ」

　コトリが身体からだをくねらせる。丸くて大きくて柔らかそうな別の生き物がコトリの胸にくっついているみたいだ。ブラジャーをつけていないせいだろうか。まるでブランコみたいにわずかな動きにも揺れる。寝起き一時間後に見るコトリの巨きよ乳にゆう。就寝五分まえに見るスプラッター映画より強烈だ。たまらず目を瞑つぶった。ぼくはなにをしてるんだろう？

「なんでポンチョをかぶせたんだい？」

「えっ、だって。こうしたほうが春はる男おくんがよく見えると思ったのぉ。それにね、誰だれかが通りかかっても、ポンチョのなかで春男くんがかくれんぼしてるのかなって思ってぇ、目立たなくなるんだよぉ。きっと」

　視覚と嗅きゆう覚かくがコトリに独占されて、まともな思考力を失いかけているぼくでもわかった。この状況は目立つよ。チラッとだけ目を開けて見た制服の胸の先。肌着の効果で特になにかが透すけているということはなかった。視認終了。

「コトリ、だいじょぶだよ。問題なし」

「えへへっ、春男くんありがと。よかった。これでもし私の好きな人にお胸を見られちゃっても、ドキドキしちゃうけど平気だね……あっ！」

　なにかに気づいたコトリ。その細い身体が揺れて、大きな膨らみが眼前いっぱいに迫ってくる。氷山を発見したタイタニック号の船員のように焦あせった。こっちはパイパニックよ。そんなエリアスの声が脳内で囁ささやいた。どうやら常に下ネタをいう同居人の悪影響がぼくにはでているようだ。パイパニック自重。

　ポンチョから抜けだそうと、空気イスの姿勢からさらに屈かがんだ。鍛きたえられていないぼくの太ふと腿ももには乳酸がたっぷり。ポンチョのなかでバランスを崩し、ぼくの身体が後方によろける。それで、すぐ後ろにあった電柱に後頭部からぶつかってしまった。

「えへへっ。もう見られちゃってたんだね。ドキドキしちゃったけど平気だよ」

　頭とう蓋がいを強打したぼく。それに全く気づいていないコトリの声はロッテのチョコパイのように甘くて柔らかい。膝ひざをついて、ぼくはその場に崩れ落ちた。

　魅惑的なコトリの上着のなかから脱出できた時には、頭はズキズキして、頭のなかはクラクラ。なにかが手遅れだ。

「春男くん、そんな、やめて。土ど下げ座ざなんてしないでっ。私、やっぱり恥ずかしかったけどぉ、いいんだよぉ。だって、春男くんは私の好きな――」

　ぼくはただ倒れているだけだ。

　コトリにはそう気づいてもらえなかった。なにかすごいことをコトリがいっているような気がしたが、ぼくの耳はもうなにも聞き取らない。瞬間意識を失った。

　やっぱり無事には、登校できなかったようだ。



　通学路の途中でさ、巨きよ乳にゆう見て失神した男や子つがいるの知ってる？

　えーウソ。なにそれ、そいつ無類の巨乳好きとかー？

　そうらしいよ。でさ、その失神したやつっていうのがギャルゴらしいの。

　うわ、マジそれキモいんですけどー。で、誰だれの胸でぶっ倒れたの？

　なんでもコトリの胸にやられたらしいよ。コトリはめっちゃかわいいからね。っていうか、そのあと救急車まできたらしいよ。ギャルゴありえない。

　うわ、ギャルゴ終わってる。あいつがアタシの胸見てきたら、救急車じゃなくて、警察呼ぶなー。

　キャハハハハッ。ウケる！　ゲッ。なんかギャルゴがうちらのこと見てない？

　いやーん、胸見られちゃう。警察呼ばなきゃ、あれー？　何番だっけ？

　ちょっと１１７番だよ。キャハハ。ギャルゴに見られて混乱し過ぎだよ。

　なんとか辿たどり着いた朝の生徒昇降口では、そんな噂うわさが聞こえてきた。

　ケータイから時報を聞くはめになるだろう女子達のタイムリーな情報網。彼女達の会話で傷ついた心を抱えたまま生きていくぼく。学校生活は荒野のど真ん中でキャンプするみたいな心のアドベンチャーだ。



　電柱に頭をぶつけて意識を失ったあとの話を少し。

　まず、ぼくの異変に気づいたコトリが慌あわてながらも１１９番してくれたらしい。

　救急車がくるまえのコトリの行動は驚きよう愕がくだ。自己判断でぼくに人工呼吸を試みようとしていた。コトリの唇がぼくの唇に重ねられる直前。ぼくは目覚めた。目と鼻の先には、頬ほおを真っ赤に染めて固く目を閉じているコトリ。もう一回、別の意味で意識が飛びそうだった。そして、駆けつけてきた救急隊員にお騒がせしましたとコトリと二人で謝って、マボチューまでやっと着いたという顛てん末まつ。ぼくとコトリのその様子を通学路で見ていた生徒が何人かいたそうで、おもしろおかしくラッピングされた噂が朝のホームルームまえには早くも広まったのだ。

　そういえば、きみが気になっているだろうマウストゥマウスだが、あれは未遂で終わった。

　上う手まく気絶したフリができるように練習すれば、またチャンスがあるかもね。なんて不純なことを考えるのはよそう。

　そんなことを想像するぼく、キモーい。悲しい自じ虐ぎやくネタだ。



　教室でも、異常な事態に変化なし。現状をより明確に知れただけだ。

　クラスの女子の約九割が巨乳になっている。もちろん、もともとそんなに胸の大きな子はいなかったはずだ。

　とにかく男子の困惑っぷりときたらなかった。それも無理もない話。

　なんていったって女子達は、制服のセーラーのリボンを誇らしげな胸でサンドしているのだ。なかには、制服を胸で押し上げ、おへそがチラチラ見えている子までいる。十一月の地方都市でヘソだし。

　ぼく達男子がラブコメマンガの主人公みたいなやつだったら、全員噴水のような鼻血をだしていることだろう。でもなかには、女子の胸に見み惚とれて教室の戸に鼻っ柱をぶつけて鼻血をだしたやつがいたそうだ。身体からだを張ったナイスギャグ。

　マボチューの校門に献血カーがくればよかったのだ。そうすればこの朝流れた男子の鼻血が少しは社会のためになったかもしれない。なんてね。つまらないギャグ。

「よお、ギャルゴ。今日の給食は焼きそばだったよな。紅ショウガがついてないから、持ってきたぜ。欲しかったらいえよ。わけてやるぜ」

　ぼくが席に着くと、まえの席の巨漢が振り返る。

　紅ショウガについてツッコむのは止めておく。これくらいでツッコミを入れていたら、フネのうしろの席はやってられない。給食の献立がカレーライスなら福神漬けを持ってくるやつなのだから。

「さすがフネだな。今日この朝に、クラスで女子の胸の話題よりも先に給食の話をしてくるやつはお前ぐらいだよ」

「お、そうか。いや、おれだって当然気になってるぜ！　そうだ電話の続きだけどよ。巨きよ乳にゆう風か邪ぜの情報をさらに仕入れたぞ。聞くか？」

「当然」

　フネが頷うなずくと、その大きな胸の脂肪も揺れた。胸囲は女子達の巨乳に負けてない。

「……どうやらな。噂うわさによると、『四し六ろく時じ中ちゆう、口を開けて巨乳風邪のウイルスをばらまいているやつ』がいるらしいんだ」

「なんだそれ？　口をずっと開けているやつはだーれだってことか？　なぞなぞみたいだな」

「おお、まあ、そういうことだ。ってなことで悪いがこれしか新情報がない。どいつもこいつも知ってることは、まあ同じだろうな」

　気づけば、教室ではあちこちで地伝という言葉が浮き立っている。口をずっと開けてるやつ。そんな言葉も地伝に続いて紛まぎれている。

　地伝には独特の特徴がある。

　なぜか地伝の噂は市中にあっという間に広まっていき、間違った噂は決して多くの人には広まらないのだ。だからデマの地伝を流布しようとしたところで広まる範囲はせいぜいマボチューくらい。本当の地伝は正確無比で音速の伝言ゲームみたいなんだ。

「いやいや相変わらず情報はまだ少ないが、地伝が起きないとデマ会がのさばってくるからな。この町は平和過ぎてよ。悪天候が続いたり、停電かなんかが起こったくらいで騒ぎになっちまうしな」

「ああ、あったな停電」

　一昨日おとついの夜。コトリが年間無料パスをくれたあやかし健康ランドの露ろ天てん風ぶ呂ろの湯が、一度空高く噴き上がった。そのため、近くを走っていた不幸なトラック運転手がよそ見をして、電柱に激突したらしい。そんな理由の停電だった。

「例えばよ。真ま幌ぼろ市じゃ、ピンポンダッシュが起きたくらいでよ。凶悪事件だ、青少年の心の闇やみだ、とかなんとか騒ぐ大人がいるくらいだぜ。たまんないよな。おっと話がずれちまったな。とりあえず、おれはだからよ。巨きよ乳にゆう風か邪ぜの記事をしっかり書いて、読者を正規新聞部であるマボ新が取り戻すぜ」

　新聞部は内乱の最中。生徒の公募による創作の地伝を校内新聞で発表しているデマ会発行のデマ新と、フネのいる正規新聞部発行のマボ新の対立。シェア争いはＳｏｎｙと任天堂並に激化している。

「このまえの金曜のよ、サミーでの第一回創作デマ地伝の両りよう想おもいラブソングは、ギャルゴの親しん戚せきのエリアス嬢とコトリの決勝戦で大盛り上がりだったしな。それに対抗するには、こっちは地伝しかないわけよ」

　フネの隣の席のクラス一の美少女が、なにかの言葉に反応したようだった。ほんの一瞬、自分の肩越しにフネの横顔へ視線を飛ばしていた。気持ちよく喋しやべっている鈍感な巨漢は気づかないまま。フネの声がでかすぎることへの苦情だろうか。ぼくは特に気にも留めず、どちらかというとフネのツバが飛んでこないか、気にしながら、続きを聞いた。

「エリアス嬢がまたこっちにきたら、教えてくれよ。是非歌ってほしい演歌があるんだよ。とびっきりの歌姫だからよ、きっといいこぶしを利かせてくれると思うぜ」

　フネにはエリアスが突如帰国したと伝えてある。地方都市に二日間滞在した金髪美女は台風のように去っていった。大きくなったエリアスと出会ったみんなはそんなふうに思ってる。

　歌が上う手まい女の子、エリアスのことを忘れないでいるやつがいる。

　ぼくは密かにそれがうれしい。



　噂うわさによると他のクラスの女子も九割方、胸部が抜群に発育しているらしい。感染力はまさに爆発的だ。

　真幌市において、ユーキャン新語流行語大賞を受賞しそうな若手芸人の一発ギャグより広まりつつある巨乳風邪のため、胸の話題で騒がしい教室。

　そこに担任の新しん藤どう香か奈な子こ先生が入ってくる。

　もともと巨乳の女性教きよう諭ゆは突然胸の大きくなった女子生徒達に、朝のホームルームで開口一番。

「みんな、おっぱいのサイズにあったブラジャーをちゃんと見つけるのよ。大きいサイズのブラをいっぱい扱ってる店知っているから相談してね。あれ、もしかして今日ノーブラの子もいるんじゃないの？」

　例えノーブラ登校していても、これで「はい、私ノーブラです」と挙手する女子はさすがにいないだろう。

「新しん藤どうせんせぇ。はぁい。私ノーブラできちゃいましたぁ。ごめんなさいっ」

　いた！　コトリがおずおずと手をあげてカミングアウト。何人かの男子がイスに座ったまま崩れそうになる。もちろん、ぼくもその一人だ。残りの何人かは本当に崩れた。

「うーん……決めたわ。今日の一時間目の先生の社会科は、教科書が大分進んでいるから授業はなしにしましょ。ブラジャー買いにいくわよ。お金の心配はなしよ。かわいい生徒にブラを買ってあげられなくて女教師はつとまらないわ」

　授業がなくなり、ブラジャーを購入しにでかける。いくらくらいするものか、わからないが、安くはないだろう。もともと胸の大きな先生ならではの気遣い。大奮発だ。

　あまりの展開に騒がしい教室は一瞬静かになったあと、女子達が笑いながら「はぁーい」と返した。

　地方都市ゆえにテレビ東京系列が地上波で映らなくて、夜中のセクシーな番組をあらかた観れていないマボチューのシャイな男子達にとって、それは刺激的過ぎる朝のホームルームの女教師と女生徒のやりとりだった。

　新藤先生、男子は女子がブラジャーを買っている間、なにをしていればいいのでしょう？

　ぼく達のなかで、それを口にできるやつはいなかった。



「春はる男おくぅん。授業がなくなっちゃってお出かけなんてっ。なんかワクワクするね」

　我が二年二組は昇降口に移動中。ぼくはコトリと並んで向かう。今朝の救急車の一件は新藤先生の耳にも入っていて、軽く注意を受けた二人だった。締めの言葉は「通学路で無茶しちゃだめよ。でも大事に至らなくてよかったわ。巨きよ乳にゆうには気をつけてね」とぼくに微笑ほほえみかける担任。相変わらずつかみどころのない人だ。教師というより面倒見のいいお姉ちゃんみたい。暴君な妹とトレードしたい。

　で、新藤香か奈な子こ先生はホームルームのあとに校長と学年主任から外出の許可を取ってきたとのこと。実行力と決断力に優れた教師だ。あっぱれ。許可をだすほうもすごいけどね。ゆるい地方公務員。

　コトリは女子達のグループに声をかけられ、ぼくと離れた。男女問わず人気者の彼女だ。残念ながらぼくの好感度のほうは、男子と女子とでは砂漠の日中と夜間くらい寒暖の差が激しい。まえを歩く女子がぼくの存在には気づかずに、ゴビ砂漠のサソリのような毒のある言葉を発していた。

「ねえねえギャルゴってさ。巨乳好きらしいよ」

「うげって感じだよね……ちょ、やばいよ。後ろにいるじゃんギャルゴ。目があったら、二次元にされちゃうんだから」

　目があったら二次元にされる。意味はわからない。意味を知りたいとも思わない。

　ただ、ぼくの心に至急オアシス求む。学校内で孤独死しそうだ。

　だけど、このあと昇降口でぼくが見たのはオアシスどころか、砂漠の真ん中にエベレスト級の氷山を見つけたような衝撃だった。

　学校内でショック死しそうだ。



　シューズロッカーを開けると、外履きの上になにか置いてあるのが見えた。

　ピンクの小さなハートが舞っている二つ折りの便せん。

　靴箱にラブレターという古典的ではあるものの人生で一度は経験してみたいうれしいサプライズかも、という考えがわずかでもよぎったのは馬ば鹿かだった。

　開いた瞬間、心臓を鷲わし掴づかみにされた。人生で一度も経験したくないハプニングだ。



『ちでんを解決してぃるヒーローＳＡＮへ



　わぁ初めての手紙だからナニ書けばイイのか。。。ゎかんないー。

　うぅ兎とに角かく（漢字で書かないよねフツウ）さっぱりっぽくお伝えするわ

　・・・えっと変身トンネルよく気づいたね　誉ほめ誉め

　ヒーローさんってバカそおで実ゎ切れ者なヒトなの？　きゃあ怖い＆恐い。。。そんちょのコト見つけられちゃいそ

　ぁのね、因ちなみに（カンジで書かないよね普通）

　そんちょってワタシのコトどぇす《噂そん長ちようって呼ばれてもヵワイクないもン》　ヨロシクされたいな

　がしかーし　ヨロシクするまえにヒーロースプリングマン（春はる男おクンだからコンナ感じのあだ名になりました←デモなんかすぐ飽きそう）につぎはとっておきのちでんを用意したよッッ

　解決できるカナ？　解決されちゃうのカナ？？　ドキドキ＆ワクワク

　それとも女のヒトのオッパィが大きくなる地伝だから解決なんかしたくない？？？

　まぁガンバッてＮＥ

　ぁとこの手紙を　ェリアス　釜かま子こ　タニザキラィム以外にわ　見せちゃダメだょ

　そんちょわ　知らないヒトと関わる勇気なぃんでごめんだけどお願ぃきいてね

　コンナ感じでお手紙ぉわりカナ☆



　　　　ぃつもハルォ君のコトが気になっちゃうそんちょからどぇした』



　上履きを脱ぐのも忘れて、固まってしまった。

　薄桃色の紙面には何色もの蛍光ペンがつかわれていて、目がチカチカしてくる。

　絵文字の代わりだろうか。ぷっくらと立体感のあるキラキラ輝くシールがあちこちに貼はられていた。パープルの五ご芒ぼう星せい。銀色の涙るい滴てき型がた。金色の雪の結晶。虹にじ色いろのバタフライ。テンションのめちゃくちゃ高い女の子のミクシィの自己紹介文みたい。暗号みたいで読みにくい。でも冗談みたいな文面とはミスマッチの驚きよう愕がくの内容だ。震ふるえながら二度読んだ。

　この手紙の主はやっぱり噂そん長ちようなのだろう。

　地伝や噂長やぼく達地伝解決チームについて知っている新たな人物の存在なんて、できれば疑いたくない。噂長のふりをしている意味もわからないし。

　わかることをまず整理しよう。登校時にはロッカーに手紙なんてなかった。でも朝のホームルームが終わった頃ころにはロッカーにこの通り手紙がある。その間はわずか三十分ほど。

　噂長はマボチュー内にいるのかもしれないな。

　しかもこの手紙の印象から馬ば鹿か正直に考えると女だと思う。男でこんな手紙を書くやつがいないことを祈りたい。

　結局のところ「かも」とか「思う」とか曖あい昧まいなものばかりだけど、この手書きの便せんは、噂長に繋つながる大きなヒントには違いなかった。

　周囲を見まわすとほとんどのクラスメイト達は校舎をでていったようだ。校門に向かっていく背中が見える。

　ロッカーに手紙という突然の噂長からのアクション。噂長は自らその背中をぼくに見せ始めた。とびっきり不気味だ。

　最後にぼくのことを奇特にも好意的に思ってくれる女性陣にお願いごとだ。ロッカーにラブレターだけは勘弁。靴の上の手紙はトラウマになっちまったんだ。

　ぼくは焦あせってる時こそ軽口を叩たたくようにしてる。少しだけ冷静になれるおまじないだ。



「いやいや、まさか女子が下着を買うのにつきあわされるとはな。おれはそこらへんブラブラしてくるよ。女子はブラ選び。おれはブラブラ。うーん、つまんないな。じゃあなギャルゴ」

　フネが、マボチュー近くの大きいサイズのブラジャー専門店「マウンテンブラ」の店先から離れていった。シャレだけじゃなくオヤジっぽい容姿にもダメだしをいってほしいところだ。

　店内では、新しん藤どう先生と店員の見立てで女子達が次々と自分の胸にあったブラを見つけていた。海外ブランドも豊富に扱う品しな揃ぞろえと、大きい胸の女性の苦労をしっかりと理解している店員のサービスで、この専門店は地方都市で生き残っているようだ。商売人の知恵。

　所しよ在ざいない間抜けな男子達は店外の駐車場の隅で待機。ブラジャーを選んでいるだろう女子を想像して落ち着きのない場違いな面々。そわそわ。ブラの専門店の店先に中学校の制服を着た男子の群れ。異様な光景だろう。

　ぼくも落ち着いてなんかいられなかった。

　でもそれは他の男子とは理由が違う。リュックに丁重に仕舞ったつい先ほどのロッカーの手紙。正体のわからない噂長のことを想像。

　ぼくは、一人になりたくてマウンテンブラ（すごいネーミングだ）の斜向かいにある文具店に向かった。

　おぼろ堂文具店。なぜか潰つぶれずに残っている小売店。商売人の悪運といってしまうのは失礼なんだろうな。



　文具店のなかは海の底みたいに静かで、世の中とは無縁の場所みたいだった。

「定番人気商品」のポップが付いているのがロケット鉛筆にクーピーペンシル。この文具店の目指すところはオールウェイズ三丁目の夕日なのかもしれない。

　ハムスターだって迷子にならなさそうな狭い店内。奥の商品棚を曲がったところで立ち止まった。

　ブラジャーに用がなくて、この文具店にきていた先客がいたからだ。そのクラスメイトは屈かがんだ姿勢で見ていた文具から顔を上げる。目があった。

「……」

　レジカウンターには店員のおばあちゃんがうとうとと居眠りの寸前。

　ぼくとクラスメイトとの間には、なにか話さないといけないような変な空気が流れてる。ただそれでも話題がないので、会釈だけして引き返そうとする。そして、涼しげな声を背中に聞いた。

「なんでこの子はブラジャー選びにいってないんだろうって、今思ったんじゃないですか？」

　振り返り見るクラス一の美少女と呼ばれる彼女。マボチューの男子共にとろけたようなため息をつかせる彫りの深い端たん正せいな顔には、小さな笑みが浮かんでいた。ハッとさせられるほど綺き麗れいなのに不思議と派は手でさはなく、大人びた顔立ちとどこか哀かなしげな瞳ひとみが印象的だった。失礼にも思わず視線を一瞬下げてしまったぼく。彼女の胸は控えめだった。

「見ての通りです。ハナの胸は真っ平らのままですから」

　一人称のハナというのは、限りなく標準語に近い真ま幌ぼろ市の唯一の方言みたいなもの。ご年配の女性ならつかう人がいる。ちなみにご年配の男性ならモリという一人称がある。由来はなんだったんだろうか。

「ごめん。別にそういうことを思ったわけじゃないんだ。じゃあ」

　出口に向かおうと思ったが、また彼女の声に止められた。

「田た中なか君は、無類の巨きよ乳にゆう好きって本当なんですか？」

　ギャルゴと呼ばれるぼくと距離を置きたいせいだろうか。彼女の口調は壁のような敬語になっているのに気づいた。でも同級生の女の子に敬語で話しかけられるのはどうも調子が狂う。ぼくもとってつけたような敬語で返すことにした。

「それ、誰だれから聞いたんですか？」

「みなさんいってますよ。ギャルゴが巨乳を見て、朝の通学路で失神したって」

「ははっ、それは半分正解だと思います」

　無表情のままのクラス一の美少女。色素の薄い瞳がまっすぐにぼくを射貫く。商品棚のビー玉のようにわずかだけ光を湛たたえる。夕暮れ時の湖みたいな目だった。

「半分正解とは、巨きよ乳にゆうを見て失神したというのが正しくて、場所は朝の通学路ではなく、夜の国道だったというようなことですが？」

「いや、失神したのは確かですけど。その原因が巨乳を見てってことじゃないですよ」

「そうなんですか」

　彼女は不思議な雰囲気の子だった。その落ち着いた物腰からは納得したのかしてないのかまるでわからない。

　ぼくはその場を離れるまえに一つだけ思いだしたことがあって、聞いてみた。どうしても気になっていたのではなく、なんとなくだ。

「そういえば、先週サミーの素人カラオケ大会にでてたんですね」

「え、ハナのこと見てくれてたの？」

　不意に彼女の言葉が、冷えピタシートみたいにクールな敬語から、つかい捨てられた直後のホッカイロくらいに熱が込められた。

「ああ、いや、ごめん。全員のは見られなかったんですよ」

「そう……なんですか」

　言葉がまた冷えピタシートに戻ってしまった。

　彼女のもの悲しい視線は桜の花びらが落ちるような速度で伏せられた。ぼくは少し焦あせってしまった。なんとなくの質問を重ねた。

「会場にいた人に聞いたんですけど、歌うまえにステージ上から誰だれか探しているふうだったって。それってやっぱりデマ地伝の」

　ずうずうしいことを聞いてしまっているなといい終えてから気づいた。この質問は誰か片かた想おもいの人がいるの？　と同義語だ。でも彼女はすっと顔を上げた。

「ハイ、探してたんです。ハナがとっても気になってる人なんですけど、その人がいるか探してたんです」

「ああ、そうなんですか。なんかこっちから聞いておいてアレですけど、答えてくれてありがとう。あ、でも、それをクラスの男子が聞いたら、がっかりするだろうな。クラスで一、二を争うほど人気の子に好きな人がいるなんて知ったら」

「田た中なか君もがっかりしてくれるんですか？」

「えっ」

「すみません。なんでもないです。ところでハナは誰とクラスの一、二を争ってるんですか？」

「それは、コトリさんですよ」

「ゆかりさんとってもかわいいですものね……あれは？」

　コトリのことをゆかりさんと呼ぶのは、クラス一の美少女くらいだ。その彼女が文具店のガラス窓の向こうに視線を飛ばしていた。

「ゆかりさんが誰かを探してるんじゃないですか？」

　追って見ると、そこにはブラジャー専門店のまえで、きょろきょろしているコトリの姿。

「ごめん。ぼく戻ります。じゃあ」

　樹木のように静かに佇たたずんでいる商品棚を抜けて出口へ。背中に三度。また彼女の声を聞いた。いや、それは声じゃなかった。

「はぁー」

　まるで危機的状況を回避できた時に上げる安あん堵どのため息みたいだった。

　クラス一の美少女は無理してぼくに話してくれていたのだろう。女子のなかには、ぼくと目があうと二次元にされるという噂うわさもあるくらいだ。物静かな彼女はそれでぼくに対して怯おびえていたのかもしれない。ギャルゴとの恐怖のトークタイム。可哀想かわいそうなクラス一の美少女だ。

　ただ、それよりもっと可哀想なのは、ここまでマイナス思考を普通にしてしまえるぼく自身だ。



「春はる男おくぅんはねっ。ひらひらした白と、細かい刺し繍しゆうのある薄いピンクだったらどっちの色が好きですかぁ？」

　マウンテンブラの店先。まわりには替えのブラジャーも購入して、買い物を終えた女子達が店の袋を抱えている。コトリは手ぶら。このタイミングでのこの質問。馬ば鹿かでもわかる。だって、好きな色を聞いているのに、色のまえに修飾語がついているんだ。

「コ、コトリさん。その質問の意味はもしかして」

　瞬間的にコトリの頬ほおが朱に染まった。

「え、ち、ちがうよっ。そんなぁ。えへへっ春男くんに、私の買う下着の色なんて聞いたりしないよぉ。だって、それってね。たぶんすごい恥ずかしいことなんだよぉ」

　多分という曖あい昧まいな言葉が横行する現代日本だが、ここは絶対と断定しなきゃいけないことの一つだと思う。

「そっか、そうだよね。ぼくはどっちも好きだけどな」

「ありがとぉ。教えてくれてっ」

　コトリは満足したようにマウンテンブラの店内に向かっていく。背中越しにひとり言が聞こえた。

「そっか両方か。うんっ、悩んでたけど、どっちも買っちゃっおうっ。ひらひらした白なんて、とっても新しいデザインだしっ」

　コトリが店内に消えたのを見送ると、どこかを散歩していたのだろうフネが戻ってきた。その場でアキレス腱けんを伸ばしながら、ぼやく。

「おお、千二百歩ちょっとか。巨きよ乳にゆう風か邪ぜの情報によ、素早く動けるようにフットワークを軽くしとかなきゃな」

　制服のベルトに万歩計をつけている中学生を初めて見た。フネにもフットワークという言葉があったんだな。重い身体からだのフネの機動力は、自転車での下り坂かそり滑すべりぐらいでしか発揮されない。

　そして、マウンテンブラからでてきた女子の会話が聞こえてきた。

「きゃははっ。ここってすごいブラの数あるよね。でもさ、あんなの誰だれ買うんだろうね？」

「そうそう、あれはないわ。あんなひらひらした白いやつムリムリ」

　ひらひらした白。あれ？　コトリもそんなこといってたような。

　フネの万歩計にはツッコミを入れず、聞き耳を立てた。

「あのひらひらのやつさ。さらしっていうんでしょ？　ちょっとありえないよね」

　反射的にクラス担任の姿を探す。

　自動ドアの向こう。出入り口付近にいるのが見えた。ただ、マウンテンブラの店内に踏み込むのはかなり勇気が必要。店先ですら居心地の悪さは相当なものだ。

　ぼくは決意を固めた。担任に歩み寄る。

　中学校の社会科教師より、ブラジャー専門店の店員さんのほうが似合う先生は、ぼくに気づいて甘い声をだす。注意の仕方は学校の外でも同じだった。シルバーとゴールドの混ざった爪つめを立てて、ぼくの額を軽く突く。

「あら、オタク少年の田た中なかクン。だめよ。下着売り場は女性の聖地なんだから、我慢するの大変だろうけど店の外で待っていてね」

　先生の肩のうしろに見た売り場の一角。コトリがひらひらとした白地の布を持って、試着室に入ろうとしている姿。



    

  
    
      



    

  
    
      「お願いします先生、コトリさんの買い物に注意していてください。それだけです」

　頷うなずく代わりに、頼もしいウィンクをしてくれる先生。任せなさい。そう声が聞こえてきそう。

　慌あわてて店外にでると、男子の一人が面白いことを見つけたように声を弾はずませた。

「うあ！　ギャルゴがマウンテンブラからでてきたぞ。さすが無類の巨きよ乳にゆう好き。女子は気をつけてくれよ。ギャルゴが失神しちゃうぜ」

　男子は爆笑。女子は非難のこもった悲ひ鳴めい。

　ぼくは爆心地みたいだ。まわりの女子達が胸を腕で隠して、ドーナツ状に遠ざかっていった。

　その時、立ち止まったままで、ぼくから離れていかない女の子がいた。文具店から戻ってきていたクラス一の美少女だ。小さな口が動いた。

　やっぱり巨乳、好きなんじゃないですか？

　彼女の透すき通るような声が、クラスメイトの喧噪のなかを針のように通って、ぼくの耳に届いた。騒いだままのみんなには聞こえなかったようだ。フネが野太い声を上げた。

「いやいや、いつギャルゴが気を失ってもいいぞ。新聞部のおもしろ記事になるからな」

　誰だれがそんなことで新聞部にネタを提供するか。



　ぼくの失神ネタで騒ぐのに飽きた女子達は、トップバストとアンダーバストの測り方をもう一度おさらいしているようだった。期末テストにはでないだろうが、その会話を聞いた男子達は、しっかり覚えてしまっただろう。ブラジャー専門店のまえで女子にブラの話題をふられると、男子達は借りてきた猫が捕まえてきたネズミより、大人しい。

「せんせぇ、一緒にブラを選んでもらってありがとうございますぅ」

　新しん藤どう先生とコトリが店からでてきた。

　コトリの細い身体からだには不釣り合いの胸の揺れは、ブラジャーを着けていてもやっぱり大きめだった。

「春はる男おくーん買ったよぉ。薄いピンクの！」

　コトリの買い物結果報告に、数人の男子の意識が飛びかけた。ぼくはというと辛うじて無事だ。でも甘かった。なにも考えないで思ったことをすぐいってしまうコトリの爆弾発言の危険度への理解がまだ足りなかったのだ。ジャブのあとにはＫＯ必至の強烈なストレートが待っている。

「これでね、春男くんにねっ。制服越しにお胸をジーと見てもらわなくても、だいじょぶだねっ」

　これでほとんどの男子の意識が飛んだ。一日に二度、失神するわけにはいかないぼくはクラクラする頭を抱えて、コトリに向かって精一杯微笑ほほえんで見せる。精神力が生みだす笑顔だ。

　初めてのおつかい。コトリのブラジャー選び編。なにはともあれ、先生がさらしを買おうとしたコトリを止めてくれたようで、助かった。

　その新しん藤どう先生は、課外授業の最後に締めの言葉をいった。それは、なぜブラジャーに用のない男子を教室の自習にしなかったのかについて。

「男子諸君、将来女の子とデートしてる時に、彼女のお買い物がちょっと長いことがあっても、ちゃんと待ってあげられる彼氏になってね。今日はその練習よ」

　そんな意味があったようだ。そのために、男子達はブラジャー専門店の駐車場で待機。しっかり精神力を鍛きたえられたのだ。新藤先生は勉強以外のことを教えてくれるめずらしい担任だった。まるでテレビドラマのなかの主人公の先生みたいだ。

　こうして一時間目は終了。長い一日はまだ半分以上残ってる。



　女子の胸が大きくなっていても、授業は進み、只ただ今いま昼休み。

　休校になってもおかしくないのにと思うのは、ぼくだけじゃないはずだ。まあ、休校になっても問題は解決しないんだけどさ。

　保健室にいった女子もかなりいたようだが、それだってなんの意味もない。だって保健室の先生自身も、原因もわからず巨きよ乳にゆうになっているのだから。男子の誰だれかが「巨乳の保健室の先生なんてエロ本みたいだ」といっていたが、うちの保健室の先生は五十歳をちょっとオーバーしてる。熟女モノだと喜ぶには、一般的中学生男子の性癖では厳しすぎた。もちろんぼくも一般的男子のカテゴリーだ。

　なにか対応策はないかと、ケータイでネット接続したやつの話はつぎの通り。グーグルの検索バーに巨乳風か邪ぜと入れたそうだが、巨乳と風邪というワードがぶつ切りにヒットして、せいぜい巨乳のアイドルがブログで風邪をひいたとグチっているのが何件かひっかかるくらいだったそうだ。それと、巨乳が好きな男が風邪をひいたとグチっているのが一件あったとかなんとか。とにかく決して巨乳と風邪という単語は結びつかないとのこと。

　ぼくは巨乳風邪を当然気にしつつ、噂そん長ちようの痕こん跡せきを探しに教室をでた。忙しい日だ。

　校舎三階の廊下奥の空き教室に向かう。ぼくのお目当ては新聞部から派生した新興勢力。昼休み後の校内放送で呼び出しがかかっていたのを確認している。ミーティングのため集合するらしい。

「ここって、デマ会の部室かな？」

　教室の入口にいた女の子に声をかける。制服のリボンの色が黄色。一年生のようだ。

　微笑ほほえみながら「はい、そうです」と明めい朗ろうな声で返してくれる。これが同学年だったら、ぼくに声をかけられたというだけで悲ひ鳴めいを上げているだろう。

「うぎゃ！　ギャルゴじゃん！　なになに？　なんでここにいんの!?」

　背後から叫さけび声。同級生はぼくに声をかけられなくても姿を見ただけで悲鳴を上げるらしい。認識を改めておこう。

　ぼくは、第一回創作デマ地伝のアイディア賞「変身トンネル」の応募された用紙を見せてもらえないかとお願いした。

　ニックネームソンチョウの情報を得るためだ。

　変身トンネルがただのデマ地伝ではなく、本当の地伝だと気づけたのはソンチョウのニックネームで、デマ新に噂うわさを応募してきた生徒がいるとわかったからだった。

　ソンチョウは応募時に二年二組と書いている。ぼくのクラスだ。当然クラスにソンチョウというニックネームの子はいない。名字と名前を音読して略すと「ソンチョウ」になる子もいない。マサカリ投法の元プロ野球投手、村むら田た兆ちよう治じみたいな名前は全校を探してもいないんだ。

「いいよ。待ってて」

　同級生の女の子はぼくと話し込む気はないようだ。特に理由は聞かず、入口にいた後輩の子と一緒に部室内に探しにいってくれる。

　廊下で待っていると、別の同級生が廊下の向こうからやってきた。予期せぬ登場。一時間目の文具店での出会いかたと同じだ。不意打ちで目があう。ぼくから声をかけた。

「デマ会だったんですか？」

「ハイ、そうなんです。正確には今日入部届けをだしたばかりなんですけど」

　クラス一の美少女は自分の両りよう肘ひじを抱えて、立ち止まる。

「あ、そうなんだ。頑張ってくださいね」

「ハイ、頑張ります。ありがとうございます」

　話すネタはそれで終わった。ただ、クラス一の美少女は部員だというのに、なかなか部室に入ろうとしない。窓からの陽ひ射ざしに彼女の長く綺き麗れいな髪が輝いていた。知性と気品をその髪の一本一本まで秘めているようだ。彼女の触れたら壊れてしまいそうな細い肩が、なぜか小さく震ふるえているのに気づいた。

　その時、部室内から笑い声に混じって、悪意のある言葉が飛んでくる。

「今さ、ギャルゴが廊下にきてるの。やばいワタシ、会話しちゃったもん。震えてきちゃった。これってギャルゴアレルギーかもー」

　クラス一の美少女にもしっかりと聞こえていただろう。彼女の肩はまだ震えている。

「それは、ギャルゴアレルギーですか？」

　明るい調子でいってみた。自じ虐ぎやくネタで笑いをとるピン芸人の心境。

「いえ、ハナはアレルギーは持ってないですから」

　クラス一の美少女はぴくりとも笑わなかった。

　自虐ネタでスベったピン芸人の心境体験中。



「アー！　ギャルゴ！　デマ会のエースにナニ話しかけてるのー？」

　部室から一枚の用紙を持ってきてくれた同級生が廊下に戻ってくる。

「エースって？」

　ぼくはクラス一の美少女の顔を見た。そこには困ったような表情。防犯ブザーのようにけたたましい声の同級生が代わりに声をあげる。

「エースはね。第一回創作デマ地伝の部長賞『両りよう想おもいラブソング』を考えた子なの。だから！　是非デマ会に！　ってな感じで入部してもらったのよ。あっ、でもデマ会だから入会っていうのが正しいのかもー。まあ、そんなコトはどーでもよくて。とにかくギャルゴがうちのエースと話しちゃダメー」

　デマ会員の女子はぼくの手に紙切れを一枚渡すと、クラス一の美少女の手を引いて、部室に入ろうとする。

「もうエースったら、廊下で待ってないで、入ってきてくれてよかったのにー。さっそくみんなに紹介だね」

　クラス一の美少女は、初めての部室に一人で入るのに緊張していたのかな。そんなシャイなエースが部室の手前で立ち止まって、振り返る。

「その紙って、応募用紙なんですか。第一回の？」

「そうですよ。さすがエースですね。紙が透すけて見えたんですか？」

　ふざけた調子でエースと呼んでみたが、クラス一の美少女は真剣な顔のまま変化なしだ。女の子への話しかけかたはいつも難しい。

「すみません。手渡された際にチラッと見えました。『変身トンネル』のですよね」

「そうだけど、もしかしてこれ応募した人のこと知ってるんですか？」

「いえ、すみません。わかりません」

　変な沈黙が訪れた。

　クラス一の美少女はぼくを見つめたまま立ち止まっている。このまま立ち去りにくい雰囲気だ。彼女の手を引くデマ会員もなにが起こっているのかわからないような顔をしている。もちろんぼくもどうしていいかわからない。そこへ、廊下の端から、さらに別の同級生が右手になにかを掲げながら、やってきた。

「探したゼ、ギャルゴ！　へへへっ、それにしてもよ。いってくれよギャルゴ水臭いな。巨きよ乳にゆうが好きなら、オレに任せろよ。へへっ、立ち絵のみの脇わき役やくキャラまで全て巨乳のヒロインのギャルゲーを、給食時間に抜けだしてダッシュで家からとってきたゼ。返してくれるのはいつでもいいから、是非ギャルゴのレビューを聞かせてくれ。一緒に語ろうゼ。へへっ、メインヒロインがさ、うちのクラス一の美少女にそっくりで、しかも爆乳だからギャルゴもすごい気にいると思うぜ。たまんないゼ……うわぁ！」

　男子はクラス一の美少女の存在に気づいたようだ。目を白黒させてる。

　それにしても、ぼくが給食時間に焼きそばに添える紅ショウガをフネからわけてもらっている時に、一人のギャルゲーユーザーが疾しつ走そうしていたとは。同志のフットワークの軽さにあっぱれ。

　その友人が右手に持っていたゲオの濃紺のビニール袋。そのなかには胸の大きなキャラクターがロイヤルストレートフラッシュのように揃そろっているゲームが入っているのだろう。

　この場に女子がいたことに気づいた哀あわれな同志は、立ち去るタイミングを失って、立ち絵のキャラクターみたいに微動だにしないで固まっている。

　クラス一の美少女は、色素の薄い目で空気中の濃度を見定めるように、ぼんやりとした視線を誰だれにもあわせずに漂わせていた。クラス一の美少女をまえに一気にテンパっていた男子は、ハッとしたように正気に戻ると、焦あせったようにぼくにビニール袋を渡す。さらに余計なセリフを残して去っていった。

「ギャルゴ。ＣＧ回収率１００パーセントにするの待ってるよ。じゃ、じゃあな」

　同級生の女性陣に悲ひ鳴めいを上げさせることに関しては、お化け屋敷より得意なぼくだったが、この状況にぼくのほうが悲鳴を上げたくなった。

「田た中なか君、ハナはデマ会に参加しますので失礼しますね」

　胸元に小さなゴミでもついていたかのように、クラス一の美少女は制服の襟の下を両手でなでながら、微笑ほほえみを浮かべてくれる。ただ、この場にいたもう一人の女子の反応は、とびっきりの拒絶を含んでいた。

「うっわ！　マジギャルゴきもぃ、ギャルゴのまわりのヤツもきもぃ。っていうかギャルゴがセー犯罪で捕まったら『あの人はいつかそういうことをする人に見えました！』っていってやるからー！」

　女子デマ会員は、既に犯罪者を見るような目でぼくを睨にらみつけ、クラス一の美少女の手を引いて、教室のなかに消えていった。扉は火花がでそうな速さで溝を滑すべり、廊下に響く音を立てて閉まった。

　恋愛シミュレーションゲームみたいに、マボチューのほとんどの女子達の音声をミュートにできないだろうか。ギャルゴというあだ名がついたあとのぼくの中学校生活は、選択肢すら表示されず、一直線にバッドエンドまで突き進む理不尽なクソゲーみたいだ。



　教室に戻って、目を通した応募用紙。ニックネームソンチョウの文面はつぎの通りだ。

『デマちでん名は「変身トンネル」ってなカンジカナ

　ヘンじゃないか心配　デモどんな内容か気になるっしょ？？　っていうか気になって～

　まぼちゅーの隅っこにある　今ゎ　誰もつかってないトンネルにね　町のほうから入るの　それでそれでね～　ジブンのカラダだけで時速１００キロぃじょうだしちゃうの！　それでぐらんど側の出口から飛びでるの　したら別のスガタに変わっちゃうの！

　ジブンが望んだスガタになれちゃうんだから　すごいソーゾー力でしョ

　ぁと　逆からトンネルに入ってでたら　元のスガタにバッチリ！　戻れるンだあ

　こんなカンジのデマちでん　ょろしくね～

　ぁともう一つ　応募者名はソンチョウでＯＫだから　ってジブンのコトはいつもそんちょって呼んでるんだケドね　気分転感みたいな。。。』

　目と頭に多大な疲労をもたらしてくれる文面を読み終わった。

　デマ会の部員に拍手。これを直してデマ新に掲載していたのだ。この原文の翻訳は、漢文のテストより疲れそうだ。しかも最後の「気分転感」とは「気分転換」の誤りだろう。まあ、どれが誤字でどれが脱字かわからない手紙だ。

　ニックネームソンチョウと今朝のロッカーの手紙の筆跡を確認しようと思っていたのだが、筆跡以上に一いち目もく瞭りよう然ぜんで同一人物にしか思えない文体。やっぱり応募用紙にも絵文字の代わりのシールがあちこちに貼はられていた。

　こんなご機嫌でぶっ壊れた距離感の文章を手書きするやつが二人もいてほしくはない。

　家に帰ったら、地伝解決チームで集合してこの手紙について話しあいをしよう。

　デマ会には応募用紙を見せてくれとだけお願いしていたが、どうやら頂ちよう戴だいしてしまっていいようだ。応募者が不明の用紙は、デマ会にしたらもう不要だよな。ぼくは今朝のロッカーの手紙と一緒に、リュックのなかに丁重に仕舞った。



　昼休みも終わるまであとわずか。

　ぼくのまえの席のフネが、教室に戻ってきた。掃除用ロッカーよりほんの一回りしか小さくない身体からだが廊下から確かな床振動を連れてやってくる。

「ギャルゴ！　嘘うそか真まことか定かじゃないが、巨きよ乳にゆう風か邪ぜの新情報だ。どうやら胸が大きくなっちまった女は、好きな男にその胸を触ってもらうともとに戻るらしいぞ。いやいや、こいつはちと嘘臭いかな」

　地伝の新情報を得たばかりのフネは興奮してて、唸うなり声は水洗トイレで大を流す際の水音より大きい。内容が内容なだけに、午後の授業をまえに教室に戻ってきていたほとんどの男女が、会話を止め、フネに注目する。

　視線を集めていることなど気づきもしない巨漢が、今度は濁流のような唸りを上げた。

「誰だれか試してくれたら新聞部としても堂々と記事にできるんだがな！」

　食べ物と地伝と新聞以外は興味のないフネにしたら、男子が女子の胸を触るというシチュエーションも地伝の検証という意味にしか捉とらえてないのだろう。教室内の男女の間にはある種異様な緊張感が漂った。

　お間抜けにも、空中のなにかを掴つかむみたいに両手を構える男子。

　危機感を覚えて胸を両手で隠す女子。

　その女子に「誰がおめぇみたいなブスのムネ揉もむか！」という男子。

　その男子に「最低！」と声をそろえる女子達。

　フネは自分の発言が巻き起こした騒動を気にも留めず、机に向かって、新聞のレイアウトを考えているようだった。そのフネの机の脇わきには透明の瓶。給食時間に食べ残した紅ショウガをつまんでいる。

　ぼくはフネの大きな背中からコトリに視線を飛ばした。意識したわけじゃないけど、自然と彼女のほうに動いてしまった目線。

　コトリも振り返って、ぼくを見ていた。

　教室の窓際最後列の席のぼくと、廊下側最前列の席のコトリ。

　この教室で椅い子すに座りながら合わせることのできる最も長距離な視線。コトリと見つめ合っていると、いつのまにかクラスの喧けん騒そうがどこか遠くの祭りのお囃はや子しみたいにぼんやりと聞こえるくらいになっていた。

　そして、フネの隣の席であるクラス一の美少女の囁ささやくような声。

「田た中なか君は今、ゆかりさんと見つめあっているんですか？」

　コトリとの甘い視線の交流は止められた。反射的にクラス一の美少女の顔を見る。笑ってもいない。からかっているふうでもない。表情は、開いただけのワードパッドの画面みたいに真っさらだ。エリアスより本物の人形みたいな端たん正せいな顔立ち。感情の起伏が感じられない。

「そうですよ。正解お見事」

　素直に肯定してみた。

　語尾は戯おどけた感じでいったが、クラス一の美少女はプレパラートみたいに薄くて透明感のある声で返してくれた。

「すみません。田中君に特に用があったわけじゃないんです。どうぞゆかりさんと見つめ合っていてください。失礼しました」

　防弾ガラスのように強固な敬語のクラス一の美少女は、そのまま身体からだをまえに戻した。悪くもないのに、よく謝る子だなと思った。

　どうぞといわれたあとにコトリと見つめ合うのは、さすがに恥ずかしい。それでもこちらを見たままのコトリに目で頷うなずきかける。コトリも大きな瞳ひとみで頷き返してくれる。それでぼく達は、視線の交流を終了させた。

　二人の間のアイコンタクトの感度は常にバリ３だ。



　昼休みが終わる時間になっても、教室に五時間目の教科担任はなかなかやってこない。

　見慣れない先生が教室にきて、自習になったと告つげてでていく。どうやら緊急の職員会議がおこなわれているそうだ。

　自習と告げられたあとの教室では、なにかあったのかなという空気。まあ、そのあとには自習で喜ぶ面々だけどね。自習が嫌いな生徒はぼくの知る限りいない。

「おいおい、これはきっとなにかの事件だぜ。ちょっくらいってくるわ」

　職員室から情報を仕入れてくると、フネが教室をでていく。でかい図体にはミスマッチの隠密行動だ。

　五分後。息を切らせた巨漢が教室に帰ってくる。フネは教きよう壇だんで吠ほえるように声を荒げた。

「いやいや、やっぱり事件だったぜ。職員室の廊下で先生方の話してた内容を盗み聞きしたんだがよ、どうやらブラジャードロボーが現れているらしいぞ。体育の授業でスポーツブラに着替えてた女の子が、ロッカーにしまっておいたブラがなくなっていたようだ。しかも財さい布ふとかは無事で、盗られたのは昨日の夜に買ったばかりのブラだけだ。こいつは相当ブラに執着のあるやつの犯行だぜ。新聞部はこの事件を追うぞ」

　演説者と聴衆。教室が記者会見場になったみたいだ。

　体育の授業のためにスポーツブラにわざわざつけ替えるなんて、大変な話だなとのんきに聞いている場合じゃなかった。心なしか、女子達の視線が教室後方のぼくに集まってきていた。その女子達のまなざしの行方ゆくえに気づいた男子達の視線も集まってくる。

　みんなの心の声を代表するかのように、一人の男子がいった。

「その犯人って、無類の巨きよ乳にゆう愛好家のギャルゴじゃね？　自首するなら職員室まで同行するぜ」

　この言葉に男子達は笑ったが、女子達は笑えないといった様子で、ぼくに警戒の目を向けたまま自分の胸をしっかりと両手で守っている。もちろん無実だ。ただ、女子達は本気で疑っているようだ。なかには、「なんでギャルゴと同じクラスになっちゃったんだろ」と泣きだしそうな女子までいる。ぼくも泣きそうだ。誰だれか救いを届けてくれ。

　そして、司法の雑学まで詳しいフネから、うれしくないアドヴァイスが届けられた。

「ギャルゴあれだぞ。指名手配されたあとに自首しても、罪は軽くならなかったはずだ。豆知識だぜ。役に立つだろ」

　役に立たないよ。

　フネのその言葉の直後、床をなにかが擦こする音がさざ波のようにし始めた。軽い地響き。

　女子達が震ふるえながら机とイスを少しでもぼくから離しているのだ。ぼくの隣の席の女子なんて、机とイスを残したまま、仲良しグループの一角に逃げている。

　大移動を始める女子達のなかで、一番遠くの席のコトリとぼくの斜めまえの席のクラス一の美少女だけが机に視線を落としたまま、真面目まじめにも自習をしていた。

　背中にぼくの視線を感じたのか、顔を上げ、振り返る。

「ハナは田た中なか君の側から離れませんよ。だって、ハナはまだ巨乳になっていないですから。巨乳になってしまったら逃げるようにします。やっぱり巨乳が好きなんですね？」

　今度こそ早退したくなった。

　理由は女子達からの冷たいまなざしとひどい誤解に堪こらえられなくなって。腹痛を堪えるより厳しいと思うのは、ぼくだけじゃないはずだ。

　教きよう壇だんではフネがなにか思いだしたように、頭をボリボリと掻かいていた。

「あ、そうそう。そのブラジャーがなくなったのがよ、うちのクラスが四時間目の授業を教室で受けてる最中でさ。誰かその時間に一階の女子更衣室の近くを通ったとかいうやつを知らないか？　目撃証言を集めないとな」

　教室での居場所をカタツムリのように移動していた女子達の動きが止まった。厳戒態勢は解かれたようだったが、元の席の位置に戻ってくる気配は残念ながらまだなかった。

　とりあえずアリバイによって、ぼくの容疑は晴れたようだ。アリバイがなかったら、疑われたままだったかと思うと恐ろしい。



　結局自習で潰つぶれた五時間目のクラスメイト達は各々で席を移動していた。仲のいい友人と会話をしながら、合間に予習復習をしている、ゆるい自習風景。

　ぼくはケータイの未送信メールに巨乳風か邪ぜの地伝について、現時点でわかったことを打ち込んでいた。地伝の影響を受ける対象はまず大前提女性であり、下は初潮（男子が口にするには抵抗のある言葉だ）を迎えた子から、上は閉経した人まで。実に広い年齢層に効果をもたらしている。巨きよ乳にゆうになってしまったあと、もとの胸のサイズに戻った人はまだ確認されていない。発症はどうやら昨日か一昨日おとついの夜遅くからとか曖あい昧まいだ。地伝名に風か邪ぜという単語がつかわれた由来は、感染力が風邪のように速いからだという説が有力。というより実際は風邪なんかより、遥はるかに速い流行速度だ。

　ぼくのまわりは過疎化した限界集落並の人口密度なので、まわりの目を気にすることなく箇条書きで書きだしたメールを、まとめる。

　前方の暑苦しい背中はどうしたかって？　やつは早退したよ。

　理由はつぎの通りだ。



「ギャルゴよ。おれは今燃えてるぜ。巨乳風邪という地伝が起こり、さらにブラジャードロボーまで現れる。これはまさに事件のセットメニューだ。これだけ揃そろえば、やつがきっとその姿を見せてくれる」

「やつって誰だれだよ？」

「誰も信じちゃくれないがおれは知ってるんだ。地伝を人知れず解決しているヒーローであるモノホシボーイ。通称ＭＢをな」

　ぼくが、地伝の元凶と戦う時はライダースーツにフルフェイスのヘルメットを被かぶって、

ＭＢという名で正体を隠している。黒ずくめのＭＢの存在をしっかり覚えているのは、この目のまえにいる体脂肪率がウォッカのアルコール濃度並に高い友人だけである。

「未いまだにＭＢのことを見たやつは全然いないみたいだしな。あー、そういえばコトリも見たんだったかな。なあ、ギャルゴはＭＢを見たことないだろうけど、信じてくれよ。あいつは絶対真ま幌ぼろ市を守ってくれてるやつなんだ」

　確かにぼくはＭＢの姿でコトリに出会ったことがあった。

　コトリは蜚ひ子ごであるために、物もの干ほし竿ざおを持つＭＢの姿のぼくを怖がったのだ。地伝の元凶を成じよう仏ぶつさせる力を持つ物干し竿に殴られるイメージが、コトリにはよぎっていたのだろう。あの場には桑くわ島しまもいたけど、二人とも思い返すことはないだろうな。

「ああ、信じるよ。そのＭＢってやつを」

　フネが大きく笑った。顔の肉だけじゃなく胸も揺れる。女子の揺れる胸は「ぷよぷるん」みたいな擬音が似合うが、フネの胸は「ブヨブルン」だ。当然目のやり場に困ることはないので助かるけどね。

「おお、ありがとよ。おれはよ、マボチューのみんなに真実を伝える意味でもデマ新に対抗する意味でも、新聞にＭＢの特集コーナーを設けようと思うんだ。ヒーローの情報が少しでもわかればそのことを書いていきたい。みんなにＭＢの存在を伝えたいだ」

「いいね。楽しみにしてるよ」

　力強く頷うなずいたフネは登山でもできそうなリュックを背負って、教室をでていこうとする。独自の捜査哲学に基づいて、聞き込みをしてまわるそうだ。この情熱的な巨漢は早退の許可を担任からもらったと、ぼくに短く告つげて、席をあとにする。

　仮病をつかったんだろうけど、フネはなんといって早退の理由を担任に伝えたのか、最後に聞いてみた。

　振り返るフネの顔が、簡単なことだ、とでもいうように笑っていた。

「新しん藤どう先生にさ、『今日の部活で食べようと持参してきたどら焼きがあるんですけど、いりませんか？』って職員室に持ってったんだよ。おれが食欲がないっていったら、先生は青ざめておれに体温計を渡してきたよ。そしたら体温は37・４度。早退するなんていうまえから、気づいたら早退希望用紙に名前書かされてたよ。おれの平熱は結構高めだし、職員室までの階段の上り下りで息が切れそうになってたから、37度をちょっと超えてるくらい普通のことだけどな。おう、そんな感じで早退成功だよ」

　そうして、乾燥機付き洗濯機のようにでかい男は教室をでていった。起動している乾燥機みたいに、煙たいほどの熱気を振りまきながら。

　ぼくも新藤先生に恋愛シミュレーションゲームを持っていき、もうハッピーエンドにたどり着ける気がしませんといったら、体温計がでてくるのだろうか？



　五時間目の自習が終わり、休み時間になった頃ころ。ぼくに来客。

「ヘイ田た中なか。相変わらず容姿も背格好も平均的で、存在感もないから、いないかと思っちゃったぜ」

　いきなり失礼なことをいって、教室に入ってくる美男子。桑くわ島しまだった。顔の出来と頭の出来の反比例のすごいやつだ。

「悪かったな」

　お前は存在感なんてあるのかよと続けようとして、口をつぐんだ。

　クラスの女子達は、桑島が教室に現れたことで黄色い声を上げている。桑島くん、一緒に帰ろうよ。放課後みんなでカラオケいかない。今度の料理実習でクッキー作ったら、食べてね。などなど。過激なものでは、ワタシの大きくなった胸を見てみる？　なんてのもある。

　女の子が好意的に想おもっている男子に向けて発する声は、こんなにも温かくて柔らかくて丸くて、やっぱりうるさいのかと感心した。

　ぼくは、学校で男子便所以外の場所は完全にアウェイ。ぼくに所用で話しかけてくる女の子は、いつだって冷たくて硬くて尖とがった声を発してくる。コトリの声に癒いやされてなかったら、登校意欲なんて数百曲入れたｉＰｏｄナノの空き容量くらいすっからかんだ。

「やあ、ギャルゴくん」

　桑島のうしろから遅れて草そう一いちもきた。

　とらのあなもゲーマーズもない地方都市が生んだ恋愛シミュレーション界の優等生。平面だろうが立体だろうが、画面のなかだろうが、現実だろうが、もはや女じゃなくて男だろうが、ようは誰だれに対しても優しい男、草くさ野の一いち郎ろうだ。

「おう草そう一いち。うん？　どうしたその鼻」

「あ、う、うん。これは」

　草一は鼻にティッシュを詰めている。なんかのコントみたい。草一の代わりに桑くわ島しまが声を弾はずませる。

「聞いてくれよ。今日はあっちこっちで胸が成長期の女子がいるじゃん。それでさ」

　巨きよ乳にゆう風か邪ぜの症状を成長期と表現するのが桑島らしい。急成長どころの話じゃないけどな。なんていったって、戦後の高度経済成長期の日本以上の劇的な躍進が女子達の胸で起こっているのだ。

「美術の授業が、うちのクラスはたまたまデッサンだったんだ。でさ、男女がペアになるわけよ」

　よりにもよって、こんな日にデッサン。隣のクラスの男子達はかなりツイてるようだ。

「でさ。草野はよ。ペアになった女の子をデッサンしてたら、鼻血をだしたんだよ。ハハハッ、最高に面白いだろ」

　いた。ラブコメマンガみたいにお色気シーンに鼻血をだす男。さすが恋愛シミュレーション界の皆勤賞。おそらく草一の妄想力と想像力はＲＰＧのレベル99のキャラクターみたいに限界まで鍛きたえあげられているのだろう。

「草一さすがだな。制服のなかまで、透すけて見えたのかい？」

　顔を真っ赤にする草一。

「ひどいよギャルゴくんまで。僕の座っていたイスの横に石せつ膏こう像があったんだけどね。それがいきなり倒れてきちゃって。なんとか受け止められたんだけどね。手で押さえるまえに鼻を打っちゃたんだよ。それでだよ」

「うん？　石膏像が倒れてきた？　なんだよそれ」

　よくわからない話だ。

　桑島がなにかを思いだしたように手を打った。

「あー、あったねそんなこと。なんだあの時に鼻打ったのか」

「美術室の石膏像って、あの裸の女性像だろ。あれが倒れてきたのに、よく鼻血だけでだいじょぶだったな草一」

　見た目ほどは重くないにしても、石膏の全身像なら十キロぐらいはあるはずだ。マネキンが倒れてきたのとはわけが違う。

「うん、それが本当に変なんだけど、スローモーションの映像みたいにすっごくゆっくり倒れてきたんだ。まるで、石膏像そのものが倒れるのを拒んでいるみたいだったよ」

　変な話だ。

「なあ田た中なか、その石膏像さ。今から見にいかないか？　どうせ暇ひまだろ」

「暇だろって桑島。今は十五分休みだぞ。すぐつぎの授業が始まる。放課後でいいんじゃないか？」

「まあまあ、急いでいってくればいいだろ。それに放課後は俺おれの都合が悪くてさ、なんでも俺にちょっと相談にのって欲しいっていう女子がいるんだ。なあ、今いこうぜ。それにさ、美術室にはいいものがあるんだよ。なあ草くさ野の」

　桑くわ島しまに相談を持ちかける女子。どうやったらテストで一ひと桁けた台の点数を取っても楽しそうに生きていけるんですか？とか、そういうことだろうか。

「えっ、いいものってなあに？」

「今日デッサンの授業をしたクラスの絵が飾られてるんだよ。女子のデッサン全部巨きよ乳にゆうだぜ。笑えるぜ。それとさ、巻いたウンコみたいな粘土細工とかもあるしよ。ハハハッ」

　主要科目の授業の勉強に周回遅れの桑島にとってみれば、ウンコも巨乳も面白いギャグネタでしかないようだ。排はい泄せつ物や男性器の名前をいったり聞いたりするだけで、腹を抱えて幸せそうに笑うことのできる桑島のツボは、恐ろしく低年齢向け。ある意味ピュアなやつだ。

「あ、そういえば桑島くん。あの石せつ膏こう像って普段より、ここが大きくなってたよね」

　草そう一いちが自分の胸に手を乗せる。それで石膏像に一気に興味が湧わいた。

　美術室の備品まで巨乳だというのか。

　巨乳風か邪ぜと関係があるのかと思い、結局美術室にいくことになった。



　美術室は家庭科室の隣で、校舎一階の隅にあった。

　慢性的な日陰のせいで体育用具室みたいに薄暗い。授業以外は人がよりつかないため、図書室より静かで、なんとなくほこりっぽい場所。それがマボチューの美術室。学祭でホラー系の出し物をするなら、この教室はドラフト一位指名だ。

「美術室って、なんか薄気味悪いよね」

　一番最後に教室に入った草一が少し怯おびえた素振り。まだ声変わりしていない高く震ふるえた声は、少年の役を演じる女性声優みたい。

「草野は女子としゃべることだけじゃなくて、暗いところも怖いんだな。暗いところを怖がる女の子はかわいいけど、男はかわいくないぜ。ハハッ」

　めずらしく桑島の発言に同意。先頭で教室に入った桑島に聞く。

「で、噂うわさのその石膏像というのは、あれだよな？」

　黒板のまえに、ブルーシートが一畳分ほど敷かれていた。その上に仰向けで寝かされている裸婦の全身像。

　さっそく近づいて確認してみた。立像も寝かされてしまえば、間抜けだ。

　右腕は肘ひじを曲げて腰に当てている。左腕はぶらんと降ろされている。足もリラックスしているように伸びているだけ。顔は、彼氏にキスをせがむみたいに顎あごが上がっていて、口は薄く開いていた。やっぱり彫りはしっかりと深い。

　今まで通りの石膏像ならこれで説明充分だが、どうやら新たにチャームポイントが増えたようだ。目をひく特徴がある。

　内臓脂肪や皮下脂肪を気にする必要の全くない身体からだのラインで、一カ所だけ明らかにバランスが悪いところがある。それに、誰だれかのイタズラの跡も。

「草そう一いちのいうとおりだな。石せつ膏こう像の胸がでかくなってるよ。それにアレはなんの冗談だ」

　桑くわ島しまがさっそくアレにツッコミを入れた。イタズラされた石膏像。

「誰だよ！　アハハッ、石膏像にブラつけたやつ。笑えるな」

　石膏像の胸部には、レースの刺し繍しゆうが施された水色のブラジャーがつけられていた。桑島と草一によると、三時間目の時はついていなかったそうだ。

　桑島がケータイを取りだして、哀あわれな石膏像の写メを撮っている。「待ち受けにしようかな」なんて、ご機嫌な声。ちょっと悪趣味。対照的に草一の声は曇る。

「あれ。下着がつけられている以外に、この石膏像なにか違和感があるような。気のせいかな」

　ぼく達三人は頭をひねりながら、仰向けでも天に向かって突きでたまま崩れない石の巨きよ乳にゆうを眺ながめた。観察の一分。結局わかったことはなにもない。

「そういえば、なんでこの像はブルーシートの上で寝かせてあるんだ？」

「あ、それは僕に倒れてきた時にね」

　草一が詳しい証言を続ける。

　まとめると、どうやら転倒した際に別に破損したわけでもないのに、裸婦の立像は元の位置になぜか立たなくなってしまったということ。全くバランスが取れなくなっていて前まえ屈かがみに倒れてくるらしい。だから、しかたなく寝かせているとのことだった。

「あー、そんなこともあったよな」

　桑島は石膏像の一連の出来事のなかで、草一が鼻血をだしたというところしか憶えていないようだ。桑島の記憶力はフロッピーディスク一枚分もないのかもしれない。脳みそにＨＤＤを増設してあげたい。

「それにしても、どうしてこの石膏像は、きょ、巨乳風か邪ぜの影響を受けて、む、胸が大きくなっちゃったんだろう」

　男子しかいなくても、巨乳や胸という単語を照れながらいう草一。ぼくよりもシャイな男。照れるという感覚がほとんどない美男子が頷うなずく。

「石膏像までボインボインになるくらいだから、もしかして今いま頃ごろ町中のマネキンとかのムネも膨れてるかもしれないぜ」

　巨乳風邪は未いまだかつてないほどの被害者数を誇っている影響力未知数の地伝。

　この石膏像はただの硫酸カルシウムから成る鉱物のかたまりだけど、確かに地伝の影響を受けてるようだし、ぼくが知らないだけで、他にも女性の形さえしていれば、人間以外で巨乳になっているなにかがあるのかもしれない。さすがにマネキンの胸が大きくなったという話は聞かないけど。ブラの専門店にいった時もそんなことは気づかなかったし。

「草くさ野の。思いついたんだけどさ。ブラをつけた石膏像で、またなんかデマ地伝浮かばないか？　一緒に考えようぜ。図書カード貰もらえたら、マンガ買えるじゃん」

「うーん、桑くわ島しまくん。どっちかというと下着を身につけた石せつ膏こう像はデマ新じゃなくて、実際に起きちゃってることだから、マボ新のほうに伝えたほうがいいんじゃないかな？　ねえギャルゴくん、そうだよね」

「ああ、そうだな。フネのやつに教えてやったら喜びそうだ」

　ぼくは早退した新聞部員にメールを送った。そこらの男子だったら、「美術室で雪のように肌の白い女性がブラジャーだけをつけて、横になっているぞ」と書いただけで、鼻の下を伸ばしながらやってくるだろうが、そんなふうにフネに送ったら、横たわった死体があるのかと勘違いして、鼻息を荒くしてやってきてしまうだろう。だから、本文はシンプルに「学校の不思議発見！　石膏像のブラジャー姿」。こんな感じだ。

　送ってから、これはブラジャードロボーとなんか関係があるかもしれないと思った。でも、犯人が石膏像にブラをつけていった理由なんてわかるはずもない。

　このあとのほんの短い時間でぼく達は、胸の大きくなった女子達のデッサンを眺ながめた。

　桑島はギャグマンガを読んでいるかのようにゲラゲラ笑いながら。

　草そう一いちは絵のなかの女の子にも顔を赤らめて照れたようにぎこちなく笑っている。

　ぼくはデッサンのなかに巨きよ乳にゆう風か邪ぜに関するなにかヒントはないかと、真面目まじめに鑑賞。

　だけど、やっぱりなにもわからなくて苦笑しただけ。わかったことは桑島が意外にも絵が上う手まいということ。

「誉ほめてくれてサンキュ田た中なか。男に生まれてきた限りは、女の子をかわいく描けないとやっぱダメじゃね？」

　よくわからない桑島の持論が飛びだし、つぎの授業が始まる一分まえのチャイムを聞いた。急いで教室に戻る廊下で、並んで走る草一に聞いてみた。

「なあ、さっき草一が石膏像に覚えた違和感って、なんだったかわかった？」

「ううん、ごめんよ。見ている時はなにか変だなって気がしたんだけど。なにを変に感じたのか結局わからないままなんだ。ギャルゴくんは違和感なかった？」

　突如胸が大きくなった石膏像がブラジャーに包まれた巨乳を天に突きだして、ブルーシートで横になっているのだ。違和感のないところを探すほうが難しかった。



　一時間目がおそらくＡカップで、二時間目はＢカップ、三時間目はＣカップ、四時間目はＤカップ。給食中にＥカップの域に突入。五時間目にＦ。六時間目にはＧカップになったという隣のクラスの女子の奇跡体験を噂うわさで聞きながら、帰りのホームルームを迎えた。一秒間に90フレームを撮るスーパースローモーションカメラで、朝顔が花ひらく様子を見たような感じと、比ひ喩ゆ表現がちょっとくどい。誰だれかがいっていた。一度も話したことがないその彼女の放課後が気になるところだ。

　ホームルームが終わったあとも席に着いたまま、今日一日のことをケータイの未送信メールに打ち込んでいく。誰に送るつもりもないメモ帳代わり。箇条書きで何十行もすぐ埋まっていく。巨乳だらけの事件簿。

　そんな時、フネから添付データ付きのメールを受信した。

　内容は、美術室の石せつ膏こう像を見にいったことについて。

　女性像が身につけていたブラと、ブラジャードロボーの一件が関係あるかどうか確認してみるとのこと。石膏像の身体からだをくまなく拭ふいて確認したが、胸が大きくなっている以外の変化はよくわからなかったとのこと。さすがのフネだって、普段から美術室の石膏像を注目しているわけもないので、それは無理もなかった。

　ちなみに添付されていたのは、ブラジャーを剥ぎ取られ、横たわっている石膏像の写メだ。

　フネも地伝のためなら無茶をするやつだった。

　六時間目はどのクラスも美術室をつかう授業がなかったからといって、早退した生徒が石膏像からブラジャーを外して、それを持ち去っていくのはどうかと思うよ。そのブラがブラジャードロボーの証拠品の可能性があったとしても。

「フネよ。ブラを持ち歩いて、ブラジャードロボーの容疑をかけられないようにしろよ」

　と返信しておく。

　短い時間であったとしても下着ドロの容疑をかけられる辛つらさを、ぼくは知っている。



　すっかり頭のなかは巨きよ乳にゆう風か邪ぜのことでいっぱいになっていたのだろう。

　いつのまにかぼくの机の横にコトリがきていた。胸は相変わらず弾はじけた直後のポップコーンみたいだ。目のやり場に困る。

　教室には、まだバレーボールの試合ができるくらいの人数が残っていたが、コトリはそんなことは気にしていなかった。二人っきりの時みたく、いちご練乳アイスみたいな甘い声をだす。

「春はる男おくぅん。えへへっ、今日も演劇部の練習はりきってくるねっ」

「ああ、コトリさん。しっかり応援してるよ」

　ぼくはまわりに他の生徒がいると、さん付けでコトリを呼ぶ。やっぱり二人っきりじゃないと、コトリと呼び捨てにするのは照れるんだ。

「はぁい、いってきます。春男くん、早くいかないと待ってるんじゃない？」

「え？　待ってるってなにがだい？」

「もう春男くんったら。学校の外にかわいい子を待たせたままじゃダメでしょ」

　かわいい子？　ぼくのまわりにいるコトリ以外の女の子といえばライムのことだろうか。コトリが微笑ほほえみながら両手を胸のまえで、柔らかいグーにして、手首をクネクネさせる。ある動物のわかりやすいジャスチェー。

「校門で春男くんのこと待ってるワン。早くきてほしいワン。えへへっ」

「ははっ、そうだね。でも今日はきてないんだ」

　かわいい子というのはかま子このことか。

　コトリには衣装拝借魔として憶えられてしまった人間姿のかま子は、当然校門には迎えにくるはずがない。それに人間姿のかま子こは一部男子には忘れられない絶世の着物美女として、記憶に残っているのだ。

「かま子ちゃんきてないんだぁ。あのね春はる男おくん、今時間ある？」

「だいじょぶだよ。どうしたの？」

「実はね。うれしい報告と残念な決意があります。それとちょっとしたお願いがありますっ」

　十数秒まえまでは、犬のかわいいジェスチャーをしていたコトリとは思えないほど、真剣な表情になっていた。

　ぼくが頷うなずくと、コトリは元気のない声で続けた。

「私ね。演劇部の次回公演のね。『恋哀』のヒロイン役に決まりましたぁ」

「おお！　すごいコトリ。おめでと！」

　それでコトリは一瞬だけ照れたように顔を綻ほころばせた。でも、その表情もつぎの瞬間には真剣なものに戻って、うれしい報告をうれしそうに話せなかった理由を話し始める。

「それでね春男くん。決まったばかりのヒロイン役なんだけど、私降りようと思うのっ。まだ巨きよ乳にゆうになっていない女の子が部にはいるからね。その子にお願いしようと思ってぇ。『恋哀』のヒロインは、こんなフーセンみたいにお胸の大きい子じゃダメなのぉ」

　両手で胸を押さえつけるコトリ。胸より小さい顔には、諦あきらめが溶けていた。

　ぼくは、巨乳風か邪ぜを解決しなくてはと改めて強く思った。

　今回の地伝のせいで胸が大きくなった女の子のことを、地伝の影響を受けたと表現する男女がほとんどだった。ぼくもそうだったけど。

　被害を受けたとはいわない。

　それは、胸が大きくなったことを喜んでいる人が多いからだろう。積年のバストコンプレックスから抜けだせた女性達。さらには胸の大きな女性をこよなく愛するこの世の中の大多数と思われる男性達。すぐ思いつくのでも、そんな感じだ。

　でも、コトリにとっては、地伝のせいでヒロイン役が演じられなくなってしまう。

　巨乳風邪という地伝の立派な被害者だった。

　コトリは、胸の上の両手を背中にまわして、恥ずかしそうに俯うつむいた。前述の通り、うれしい報告と残念な決意のあとには、ちょっとしたお願いが待っていた。

「噂うわさで聞いたんだけどねっ。そ、その、しゅき、す、好きな人にねぇ。お胸を触ってもらうと治るんだってぇ。春男くぅん、い、いいかなっ？」

　好きな人に胸を触ってもらえれば、巨乳が治る。

　そんな馬ば鹿かな噂を考えたどっかの誰だれかに苦笑した。どんなしょうもない話であっても真剣に聞き、疑うということをまるで知らない素直過ぎるコトリ。

　そんな彼女をまえに、ぼくはぎこちなく笑いかけるのがやっとだ。



　うっすらと頬ほおを赤く染めたコトリと向かいあう。

「え、えっと。コトリさん。その」

　視線を合わせているのが恥ずかしくなってしまい、逸そらしてしまう。

　教室にはまだビーチバレーの試合ができるくらいの人数がちらほら。残っている女子達は、ケータイにダウンロードしたジャニーズの新譜を聴いていた。巨きよ乳にゆうになったぐらいでは女子達のイケメン好きは変わらないというわけだ。で、コトリから目を逸らしたまま、放課後の教室の風景をぼやいている場合じゃないよな。

　横顔に感じたままの温度。コトリはぼくを見つめ続けているんだ。

　ぼくはこれからいおうとしている言葉を頭のなかで一度声にしてから、コトリの顔をまっすぐに見つめ返した。

「そのぼくはさ。コトリさんのためならなんだってしたいと思うんだ……だけど、そのお願いはきけないよ。ごめんね」

「春はる男おくんっ。私も演劇のためならなんだってしたいって思ってるのぉ。舞台に立って、お芝しば居いがしたいのっ。春男くんに舞台観てほしいし。お願いしまぁす……お、お胸を触ってくださぁい」

　机の横に立っていたコトリがそこから決心の一歩。

　席に座ったままのぼくに迫ってくる。顔の高さにはコトリの胸。深くおじぎをすれば、その胸に顔が埋もれてしまう距離だった。胸部の強烈な圧迫感。視覚だけで窒息しそう。たまらずコトリの顔を見上げる。

「……コトリさん。そ、その、触れないけど。きっと、すぐ巨乳風か邪ぜで大きくなってしまった胸は治ると思うんだ」

　ぼくがコトリさんの胸を治してみせるよと、本当は一言そういいたかった。地伝の被害から人々を守るのがぼくの役目。ぼくと仲間達が地伝を解決しているというのを人々に気づかれないようにするのも、ぼくの役目だ。

「えへへっ、ありがと。春男くんがそういってくれたら、不思議とすぐ治っちゃう気がするよ。うれしいよぉ……ねえ、でもでもね。一度だけ、さ、触ってみてくれないかな」

　隣のクラスでは、とある女子が意中の男子に胸を触ってもらったが、変化しなかったという事例が報告されている。積極的な女子の行動結果はもう学年では有名な話だ。それはコトリの耳にも届いているはず。それでも自分も試してみないと気がすまないようだった。演劇に対しては、真しん摯しで少し頑固な一面のあるコトリ。彼女のそんな気持ちをわかっているけど、コトリの胸を触るなんていう、とびっきり恥ずかしいことができないぼくの返事は変わらない。度胸のない男でスマン。

「やっぱりやめようよコトリさん」

「ねえ、春男くん。服の上からでいいのかなぁ。それともね、あのぅ、直接触らないとダメなのかな？」

　コトリは自分がどれだけ大胆な発言を口にしているか、わかっていないのだろう。表情は柔らかい笑顔のまま。コトリは自分の胸がどれほど男子一同にとって、魅力的に映っているかは絶対気づいていない。もちろんぼくもその男子一同には含まれている。

「春はる男おくんが言う通り、いつか治るってことは信じてるよ。でもでもね、今できることがあるのにやってみないのはイヤなのぉ。うーんとね。まず考えたんだけど、ブラジャー越しで触ってみて、それでダメだったら直に触るっていうのはどうかなっ？　お願いしますぅ」

　やっぱり演劇のためなら、かなり強引なコトリだった。両手はさっそくセーラーの裾すそを掴つかんでいる。

「コトリさん、まだ教室に他の生徒もいるし」

「え、だいじょぶだよぉ。女の子しかいないから。いっつもね、体育の着替えの時に女の子は一緒だから。それに今はね、女の子達に背中向けてるからまえは見えないと思うよぉ」

　誰だれかコトリに、女子しかいなくても教室でセーラー服をたくし上げてはいけないと伝えてくれ。ぼくはだんだん目眩めまいがしてきた。

　コトリはあまりに純じゆん真しん無む垢くな性格ゆえなのか、ぼくに肌を見られるという行為にあまり恥ずかしさを感じていないようだ。幼女が、特になにも気にせずお父さんとお風ふ呂ろに入るのと同じような感覚なのかもしれない。なんてこった。

「コトリさん待って！」

　ぼくはコトリの白くて細い両手首を掴んだ。のんきに席に座ってられない。ぼくの尻しりは空気イスみたいに浮いてる。

「あのぉ、春男くんどうしたのぉ……あ、もしかしてぇ、私のお胸なんか触るの嫌なの？」

「えっ」

　予想もしてなかった質問。コトリの声には不安が混じって、急に湿っぽくなっていた。

「私はお風呂大好きだからねっ。身体からだは汚くないよ春男くんっ……それでも嫌ですかぁ？」

　必死の顔でぼくを見るコトリ。目には薄い水の膜ができているようだ。セーラーの裾を今にもたくし上げてしまいそうなコトリの両手首を掴んだままのぼくは、相変わらずの空気イス姿勢。太ふと腿ももだけじゃなく、心も頭のなかも震ふるえていた。人はそれを動揺と呼ぶ。

「……春男くんは、ぐすっ、私のお胸を触るの嫌なんだぁ」

　コトリの声は涙を含んでずぶ濡ぬれになっていた。ぼくの額には無数の水滴が突如発生。べっとりと濡れ始めている。人はそれを冷や汗と呼ぶ。

　コトリの目の端に溜まった涙が頬ほおを一筋流れて、堪こらえるような泣き声がコトリの淡い桃色の唇から漏れていた。そこで教室の隅から女子の声が上がった。

「あっ！　ギャルゴがコトリっちを泣かしてるー！」

　先頭には気の強そうな女子。そのうしろにいる三人の女子も力の入った顔でこちらにやってくる。なにかアップテンポのＢＧＭさえかかっていれば、女子プロレスの入場シーンみたいだ。この展開に嫌な予感しかしない。

　ぼくはコトリを掴つかんでいた手を離した。

「コトリっち、どうしたの？　ギャルゴになにかいわれたの？」

「ううん、春はる男おくんは悪くないのぉ。なにもいわれてないよぉ。ただね、私のお胸を春男くんが触って――」

「コトリっち！　そんな辛つらいことを全部いわなくていいよ！　わかったわ！」

　女子の一人がコトリの肩を包むように抱いた。錆さびた包丁のような暗くて鋭い眼で睨にらんでくる。まわりの女子も片手で自分の胸を守るように抱えながら、素早く掃除ロッカーから箒ほうきやモップなどを持ってくる。なにが始まろうとしているのか。コトリとの会話でクラクラになっている頭でも、教室の掃除を始めるのではないことはわかる。

「ギャルゴあんた！　いやがるコトリっちのおっぱいを触ったんだね！　むにゅってしたんだね！　この巨きよ乳にゆうフェチ野郎！」

　制服の裾すそを未いまだに両手で掴んでいるコトリ。その頬ほおは涙に濡ぬれている。女子達がなにをどう勘違いしたのかわかった。今まさに下着ドロの容疑に続いて、痴ち漢かんの容疑をかけられた瞬間だ。

「あ、違うの。春男くんは私のお胸を触ってないの」

「ギャルゴあんた！　触ったんじゃなくて揉もんだね！　むぎゅってしたんだね！　この外げ道どう！　コトリっちを泣かすやつはどうなるか教えてあげるわ」

　状況を見守っている一人が、早とちりな女子にちりとりを渡した。ちり繋つながりだなんていうつまらない発見をしてる場合じゃない。

「誰だれかこの外道の側からコトリっちを離してあげて！　あと職員室にいって、先生にギャルゴの退学処分をお願いしてきて！　わたしはギャルゴをちりとりでギロチンの刑にしてやるわ！」

　中学校に退学処分はないよとツッコミを入れられる雰囲気ではなかった。

　急展開に困惑気味の表情のコトリは、早々に両脇わきを二人の女子に抱えられ、強引にぼくから遠ざけられる。

　ぼくは鈍く輝く鉄製のちりとりを構える女子と対たい峙じする。手空きに見えたもう一人の女子は「ギャルゴを退学させなきゃ」と呟つぶやきながら、廊下に向かっていく。

　まさか地伝の元凶と戦う以外で、こんな追い詰められた状況になることがあるとは思ってもいなかった。

　ぼくのピンチに気づいたコトリが焦あせった声を上げる。

「待ってぇ。違うの！　春男くんはさっきいってくれたんだけどっ。えーと確かね、『コトリさんになんだってしたいと思ってる』っていう人なの。だから違うのっ」

　それはちょっと違うよコトリ。ぼくがさっきいったのは「コトリさんのためならなんだってしたいと思ってる」だったはず。「のためなら」の部分が「に」に変わってしまうと、意味が恐ろしく違ってしまうことに絶句した。

「ギャ、ギャルゴあんた！　コトリっちに一体なにエッチなことしようとしてるのよ！」

　いつのまにか両手に鉄製のちりとりを持った女子がその手をバタフライのように広げ、力強く踏み込んでくる。その両腕の軌道からいって、女子の狙ねらいはすぐわかった。ぼくの首を両側からちりとりでサンド。掃除道具を用いて、なんて変則的な攻撃をしようとする女の子なんだ。ちりとりは掃除ロッカーに入っているもののなかで一番危険かもしれない。ぼくが後退しようとしたまさにその瞬間。廊下から悲ひ鳴めい。

「助けてくれ！」

　ぼくの心の声が音声化されたのかと思った。声と同時に教室に飛び込んできたのは桑くわ島しまだった。そのうしろから一人の女子がやってくる。

「桑島マサヤくん！　ずっとまえから好きなの！　わたしのおっぱい触ってください！」

　女子は真っ赤な顔をして、教室の中央の桑島に迫る。間抜けな美男子は机を倒しながらさらに逃げる。必死な声を上げる。

「デカパイになった女の子のおムネをさ、その子の好きな男が触ったら治るなんて、あんなの嘘うそだよ。ジョーダンだよ。だってそのデマカセいったの俺おれだしさ」

　その言葉に、桑島を追ってきた女子が止まる。ぼくとコトリも動けなくなる。ちりとりを持つ女子がすぐさま反応する。

「マサヤくんだったんだあの噂うわさ流したの。もう、おちゃめなんだから。わたしもマサヤくんのもとにお願いにいっちゃうところだったよ。でも男の子っておっぱいが大きい方が好きなんでしょ？　マサヤくんもそうだよね？」

　マボチュー創立以来、今日ほど「胸」や「おっぱい」という単語が男女問わず公然と口にだされた日はあるまい。ケータイのメールで「き」と入力すると、予測変換機能で「巨きよ乳にゆう」がトップにでてきてしまう生徒達なのだ。

「どうしてっ、桑島くんはそんなこといったんですかぁ？」

　コトリが問いかけた。

　桑島はぼくとコトリの姿を見つけて、笑顔になる。そのままの表情でこの場にいる全員に喋しやべり始めた。

「だってさ。男子もまあそういうとこあるけど。女子もさ、好きな人がいるのに、なんかすっごく悩んでばっかりでよ。好きな人に好きだよってなかなかいわないじゃん。それじゃあさ、もったいないよ。悩んでたっていいことなんかないでしょ。両りよう想おもいラブソングもいいけど、好きな人には好きって直接伝えたほうが早いし、簡単だよ。好きな人がいるのって、すっごく学校生活が楽しくなることなのにさ。それなのに好きだっていえなくて悩んでばっかりなんてつまんないよ。だから好きな人に触ってもらえば巨乳風か邪ぜが治るって噂を広めればさ、好きな人に触ってもらおうと行動する女子がいると思ったんだよ。なあ、俺は好きな人にはさ、すぐ好きだよっていうけど。なんでみんないわないんだ？」

　コトリとは別の意味で純じゆん真しん無む垢くな桑島だった。おそらく幼稚園児の男の子が女の子に好きっていうのと同じ感覚で、桑島は女子に想いを告つげられる。心は園児のようにピュアで、口はイタリア人より軽い。

「春はる男おくぅん。私のお胸を触ってくださいって、せまってごめんね」

　コトリのこの言葉でぼくのまわりの問題は解決した。

　そして桑くわ島しまは、胸を触ってと追いかけてきた女子と向かいあう。

「君の気持ち聞かせてくれてありがと。俺おれを想おもってくれるのとてもうれしいよ。俺も君のことが好きだよ。でもこの場にいる女の子達みんなのことが好きなんだ。だから、誰だれか一人の胸を触るなんてフェアじゃないからできないよ。ごめんな」

　桑島はどっかの教きよう祖そのように、およそ共感できないことを正論のように教室の中心で語った。やつの口からでてくると、なにが正しいことなのかたまにわからなくなる。フェアってなんだ？

　呆あつ気けにとられていた信者達に教祖からさらに一言。

「俺は微び乳にゆうの上の巨きよ乳にゆうを気にせず、微乳の下の無む乳にゆうを気にせず」

　桑島は学問の神様の言葉を知っていてもじったのか、それともただボケただけなのかわからない。やつの脳みそは、紀き州しゆうの高級梅干しと変わらないほどの皺しわしか刻まれていないと、もっぱらの噂うわさだ。

「桑島、意味不明だぞ。どういうことだ？」

「女の子のよさはパイのサイズなんかじゃないってことよ。みんなデカパイになったからって、なにも変わらない。いつもと一緒のかわいい子達さ。それじゃあね、みんな」

　教祖は教室を去っていった。彼の言葉の意味を考えようとして声もだせずにいる女の子達に爽さわやかな笑顔を残して。



　校門を抜ける。

　かま子こがぼくを待っていない放課後なんて、ずっとまえの一学期以来だなと気づいた。一人ぼっちの下校。ちょっぴり感傷的な気分。

　あのあとのコトリは演劇部。フネは早退後地伝とブラジャードロボーの調査をおそらくずっとしてるだろう。草そう一いちはこれから塾の宿題を片付けて、塾にいくんだったかな。桑島はどこでなにをしてるのかわからん。

　帰り道の途中。

　朝の通学路以降、連絡がなかったライムからメールがあった。

　ぼくはマボチューでの巨乳風か邪ぜのおおまかな被害状況を何度か送っていた。

『六丁目ベイブ・ルースにいます。これから会えませんか？　地伝のこと話したいです』

　相変わらず絵文字も顔文字もない簡潔で堅い文面のメールだった。

　当然ライムと地伝について話し合いたいと思っていた。ぼくは進路変更してベイブ・ルースに向かって走りだす。

　忙しい放課後だ。



　四時まえになって、ベイブ・ルースに着いた。

　さすがにこの時間ではまだ客はほとんどいない。主な客層は勤労中だろう。傾きかけた陽を浴びる緑のネットの要よう塞さいは、どのブースからも快音は聞こえてこない。

　ライムはどこかにいったのだろうか。打席にライムがいれば快音が比ひ叡えい山ざん延えん暦りやく寺じの大晦日おおみそかの除夜の鐘のように、一定間隔で響き渡っているはずだから。

　ただ、気になるのは、ヤンキース27ブースのキャッチャーマットに剛速球がぶつかっていく音。ライム愛用のブースに誰だれかいるようだ。

　ぼくは、ヤンキース27ブースのうしろに立って、挑戦者の姿を確認した。驚き。ライムだった。ライムがいることにびっくりしたんじゃない。ミートさせることはベイブ・ルースの首位打者級のライムが三振の山を築いているのだ。百円分の最後の球を意地でバットの先っぽに擦こすらせてファールチップ。ぼくが眺ながめた十球ちょっと。まえに転がる凡打すらなかった。

「よお、ライム」

　小柄なソフト部の四番は、黒地にゴールドのラインが入ったトラックトップジャージに、ネイビーのデニムをあわせていた。うしろ姿だけでもわかるが、ジャージは二に人にん羽ば織おりができそうなほどブカブカ。

　ライムがネット越しに背中を見せたまま、いう。

「……あたし、打てなくなっちゃったみたい」

「調子悪いのか？」

「原因は……これなの」

　ライムが振り返る。毛先まで輝くようなツインテールが揺れて、小さな顔は真っ青になっていた。泣く寸前みたいに口元を震ふるわせている。そして気づいた。ジャージには不自然な二つの膨らみ。メロンドロボーみたいだ。

「ライム、もしかして胸が」

　ぼくの失礼な記憶が正しければ、目玉焼きが一枚載ってるくらいの薄い胸だったと思う。それが今のライムの胸は、ダチョウの卵で作ったオムライスみたいに膨れあがっている。

「う、うん。巨きよ乳にゆう風か邪ぜの被害受けちゃったよ」



　通路のベンチに、ブースからでたライムと並んで座った。

「ゴメンね。メール返すの遅くなっちゃって。まさかあたしも胸が大きくなるなんて。朝、あなたにメールしたあとに巨乳風邪が広まっていることに気づいたの。あたしの胸は登校してから放課後にかけて、どんどん大きくなってきちゃってさ。困っちゃったな。あなたと地伝のことを話さなきゃって思ってたんだけど、胸が大きくなっちゃったよっていうのがすごく恥ずかしくて、今までいえなかった。ゴメン」

「いや、いいんだ。ライム謝らなくていいよ」

「大きい胸になるとね、男の人の視線がいっぱい集まってくるんだよ。胸にジロジロって……それが怖いの」

　男性に免めん疫えきがなく、ぼく以外だったら実父と実兄としかまともに会話ができないライム。ベンチの上で細い肩をさらにすくめる。両腕にサンドされたライムの胸は腕の間からこぼれそうになっていたが、今の話の流れでその胸を凝視したら、そいつは馬ば鹿かだ。

「そうか。それでそんな大きめのジャージを着てるのか？」

「うん、お母さん、ジョギングのために買ったのにすっかり部屋着にしちゃってるの。だから借りちゃった。えへへっ」

「ライムが胸のことで怖い思いをするんなら、無理して外で会わなくてもいいんだぞ。地伝の話は電話でできればいいし」

「今は怖くないからだいじょぶだよ」

「うん？　今は怖くないってどういうこと？」

　ぼくは無人のブースを見つめたままいった。

　胸の大きさは別人のようになっていても、並んで座った時の肩の位置は低いままのライム。ぼくの横顔にライムの上向きの視線が当たってるのを感じる。

「……こっち見ていいよ。あなただったら別に。ジ、ジロジロはヤダけど。チ、チラチラくらいだったら見られても、へ、平気だよ。あなたは怖くないもん。ただとっても恥ずかしいだけ、それと心配なくらい」

　ベイブ・ルースのどこかのブースで速球がキャッチャーマットに突き刺さる音。それくらいの音で聞き取りにくくなってしまうほど、ライムの声は細かった。



    

  
    
      



    

  
    
      「心配ってなんのことだい？」

　すぐ横のライムがベンチから立ち上がる。そして、ぼくのまえで、身体からだを両手で包むように交差させたライム。切れ長の瞳ひとみを不安そうに揺らしている。

「あ、あたしってさ。その、背が低いし。えっと、足も腕も頼りないくらい細いし、お尻しりも薄いから。急に胸だけこんなにデカくなっちゃったら変じゃないかな？　あたし、とっても変な見た目の女の子になってない？」

　本人が気にしてる通り、ライムに巨きよ乳にゆうはバランスがいいとはいえない。でも幼い顔に巨乳というギャップがいいという輩やからだっていっぱいいるのだ。ただ、男のその深遠な性癖をライムに聞かせるのは、怖がらせることになるだろう。そんな話はしたくない。

「見慣れてないから少し違和感があるだけだよ。それにライムだけじゃなくて、巨乳になってる人はそこら中にいっぱいいるんだ。気にしなくてだいじょぶだよ」

　ライムは頷うなずいた。思わず無言で見つめあったままになってしまう。

　ライムが慌あわてたようにベンチの隣に座り直して、震ふるえた声を上げた。

「ゴメンね。気にしすぎだね……ダメなんだあたし。男の人は女の人の胸が気になるのはわかってるつもりなんだけど……実はまえにね。タニザキで店番してる時に、男の人がエッチな本をレジに持ってきたんだけど。あたし、痴ち漢かんって叫さけんで、悲ひ鳴めいを上げながらバットでそのお客さんを殴ろうとしちゃったことがあるの。あたしの悲鳴を聞いたお母さんが飛んできて、あたしを止めてくれたんだけど」

　コンビニエンス・タニザキでアダルトな雑誌を買おうとすると、レジで店員の女の子にバットで殴られそうになる。それは客のほうが悲鳴を上げたくなる。でも、ぼくはライムの味方だ。少女がレジにいるのに堂々とエロ本を持っていく男性客を無理矢理だが悪者にするとしよう。

「それは災難だったな」

　ライムにとっても、娘の暴挙を止めたお母さんにとっても、なにより男性客にとっても。

「早く巨乳風か邪ぜを解決しなきゃなライム」

「うん、そうね。えっと、あたしの胸の話は終わりにしよ。地伝の話だね」

「ああ、それでまず、ライムに見てもらいたいものがあるんだ」

　このあと、ぼくはライムに噂そん長ちようからの手紙を見せた。

　ライムも当然これには驚いていた。二度三度手紙を読み返すライムの瞳には、確かな敵の存在を確認するかのように目映まばゆい炎が燃えてる。

　とりあえずこれから地伝解決チームが集まることが決まった。ぼくとライムとかま子ことエリアス。フルメンバーだ。場所はあとで決めよう。

　ベイブ・ルースの狭い通路を出口に向かう途中、ライムがぼやいた。

「年間ホームラン王を狙ねらっているのに。全然打てなかったわ」

　ライムの見つめる先に、ホームラン番付の掛け札があった。いつぞやの草そう一いちことベイブザンギが60本の単独トップ。追うのは谷たに崎ざきライム56本。

　来店した際は、必ず一本はホームランを打つライムがヒット性の当たりゼロで帰るのは、ベイブ・ルースの珍事だ。連続入店時ホームラン記録が止まってしまった少女が叫さけぶようにいった。

「噂そん長ちようを見つけたら、ホームランの数だけぶん殴ってやるわ。真ま魅み先生の仇かたきを討たなきゃ」

　怒りと哀かなしみを叩たたき込む56発。噂長の身体からだは場外まで吹っ飛んでいくことになるだろう。

「あたしね。公式戦や非公式の練習試合も入れたら、ホームランは軽く１００本を超えてるわ。それにベイブ・ルースの数を足すの」

　地伝解決チーム過激派の言葉にぼくは震ふるえた。噂長の身体は、ベースボールが普及していない世界の裏側まで飛んでいくかもしれない。

　もちろん、ぼくも真魅ばあちゃんの仇を取るためにも、やつの身体が世界の裏側までいってしまうまえに、物もの干ほし竿ざおで思いきりぶん殴るわけだけど。そのあと成じよう仏ぶつしたやつの身体が宇宙の果てまでいっても、知ったことじゃない。

　そんな感じで、噂長のことを考えていると頭のなかが凶暴になるぼくとライムは、無言でベイブ・ルースをあとにした。



　そのまま一緒にぼくの家にいこうかと思っていたが、ライムは一度タニザキに戻るそうだ。なんでも取りに戻りたいものがあるとのこと。

　ぼくは一人帰宅することに。

　家には母さんもナナコもいなかった。

　食卓には、田た中なか家長男へのおやつはなくチラシが一枚。裏面を上に置かれたそれにはぼく宛あての簡単なメッセージ。どうやら日中に胸が大きくなった母さんは、ナナコを連れてブラジャーを買いにいったらしい。外食してくるとのこと。父さんとぼくには夕食として惣そう菜ざいのお土産みやげがあるのかもしれない。なぜならチラシの表、特売惣菜コーナーの厚揚げのうま煮に○がしてあるのを発見してしまったので。

　普段なら兄妹きようだい間のこの差にため息をつきたくなるが、今日はこれから地伝解決チームで話しあう。母さんとナナコがいないのは好都合だった。ぼくの部屋に集まれそうだ。車庫にいるかま子ことエリアスを呼びにいく。

　自室に戻ってから、二人には今日一日の出来事を伝えた。一通り聞き終えたエリアスは感想を漏らす。

「コトリの乳がタップンタップンになって、春はる男おは失神した挙げ句、無類の巨きよ乳にゆうフェチのレッテルを貼はられて、さらにはブラジャードロボーの容疑をかけられたの？　さらにさらにコトリのタプタプを揉もんだ痴ち漢かんの容疑もかけられたの？　で、授業潰つぶしてみんなでブラジャー買いにいって、グラマラスなボディの石せつ膏こう像が倒れてきて、草そう一いちがたまらず鼻血だして、桑くわ島しまが豊乳の女子に迫られて、爆乳になったライムが極度の打撃不振になって、豊満な肢体のフネが焼きそばのために紅ショウガを持参してきたってことね。なによそれ！　いろんなことありすぎじゃない？　なんかすごい楽しそう！」

「……本当にいろんなことがあったよ。でもエリアス、楽しそうなんていってられないんだ。今日の極めつけはこれだよ」

　ぼくはリュックのなかから噂そん長ちようの手紙を取りだして、机の上に置いた。

　かま子ことエリアスはその文面を読んでいく。その顔には驚きが広がり、読み終わった二人の顔に残ったのはかま子は不安で、エリアスは苛いら立だちだった。



　手紙に続いて、ニックネームソンチョウが書いたデマ地伝の応募用紙も確認し終えたエリアスは、自慢の12・１センチの胸を思いきり反そらせた。

　十一月に入ろうとも、スカル柄のタンクトップにデニムのミニスカ姿のエリアス。ロックな女の子を演出中だ。人形用の冬服の種類が少ないことと値が張るのは悩みの種。

「まさか噂長のほうからアクションがあるなんてね。噂長は地伝を解決しているわたし達の存在に気づいてるのね。わたしやかま子だけじゃなく、もうライムのことまで知ってるなんて」

「なんで噂長は、自分の存在を示す手紙なんかだしてきたのかな？」

「わたし達を挑発してるんじゃない？」

　窓から差し込む夕陽が、エリアスの金色の髪を燃えるように赤く染め上げる。エリアスの声も燃える。

「噂長は余裕があるのよ。実はわたし達にその正体がバレても平気とか思ってるんじゃない？　それでわたし達といざ戦うことになっても、負ける気なんてこれっぽっちもしてないんだよ噂長は。要はなめられてるってことね。腹立つわ」

　噂長の突然の行動。その理由はエリアスのいってることがもっともだと思った。かま子は静かに俯うつむいてしまう。

「……そうだな。ぼくのばあちゃんでも噂長は倒せなかったんだしな」

　ばあちゃんがどれほど強かったかはわからないが、何十年も人知れず地伝を解決していた物もの干ほし竿ざおの使い手なのだ。当然今のぼくより強いはずだ。

　エリアスが手紙に再び視線を落とす。

「ふざけた文体と手書きの筆跡がとりあえず一番の手がかりかな。噂長の重要参考品として大事に保管ね」

　ぼく達三人はそれで噂長の話題を終えた。

　今まで黙っていたかま子が手紙の一箇所に細い指を差しながら、ぼくに深く頷うなずいた。指の先は地伝解決チームのぼく以外の名前が書かれた場所。『ェリアス　釜かま子こ　ラィム』

　人間の姿になって、気性が穏おだやかになっていたかま子が歯を剥むきだして笑った。端たん正せいな顔立ち。歯磨き粉のＣＭみたいに白い歯が綺き麗れいに並んでいる。犬歯は当然見えない。でも、そのとびっきりのホワイトニングの笑顔から、ドーベルマンの時の威圧感のあるデンジャラスなスマイルが思い返された。

　どうやら釜かま子こと書かれたことにご立腹のようだ。

　確かに噂そん長ちようもなぜ、ヵマコではなく釜子にしたんだろ。小さな謎なぞだ。



「巨きよ乳にゆうはわたしの専売特許よ！　ってことで早急に解決しなきゃいけない巨乳風か邪ぜに話を戻すけど、春はる男おは学校で、まだあどけない顔の女子中学生達の豊満なバストに囲まれて、六時間の授業を受けてきたのよね」

「ああ、そうだが」

　机の上のエリアスが、タンクトップからこぼれそうな胸の谷間を見せつけるように前まえ屈かがみになる。表情も胸も攻撃的だ。

「今日のマボチューはいわゆるフェロモンムンムンのムチムチおっぱい学校だったわけね。ふざけないでよ！　それじゃまるでＡＶみたいじゃない！」

　自分のいったきわどい発言でどんどんヒートアップするエリアス。

「エリアス落ち着いてくれ。とにかくなんとかして、巨乳風邪の元凶を探しだすしかない」

　地伝の元凶についてのなぞなぞみたいな情報『四し六ろく時じ中ちゆう口を開けているやつが巨乳風邪をバラまいている』は、エリアスとかま子こに伝えてある。

「うるさい、そんなことわかってるわよ。ねえ、なんとなく思ったんだけど、ずっと口を開けているなんて、大人のおもちゃじゃないわよね？　男優春男はどう思うの？」

　酷い質問と酷いいわれようだ。優やさ男おとこだとそんな感じは全然しないが、男優だといきなり下品な印象を受ける言葉に変わる。同じ漢字の順序を変えただけなのに、日本語のちょっとした不思議だ。

「成人向けのおもちゃだったら捜索は諦あきらめよう。地伝の元凶がそうじゃないことを祈るしかない。とにかく早く解決する方法を見つけよう。このままじゃ巨乳風邪の被害を受けてしまった人が困ったままだ」

「被害を受けているって誰だれのこと？　胸が大きくなって困る人なんているの？　貧乳や無む乳にゆうが好きな男達が嘆いているとかそういうこと？」

　男達の性癖はどうでもよかった。

「いや、コトリは胸が大きくなったせいで、次回公演のヒロイン役を自分から降りるといってるんだ。ライムだって、胸のせいでひどいスランプだし」

「ふーん、コトリが困ってるんなら、春男としては黙ってられないわね」

　エリアスはいたずらっ子っぽい笑顔でそういったあと、カモみたいにめくれた唇を尖とがらせた。不満のシグナル点灯。

「あーあ、でもさ。わたしも巨乳風邪をひいて、ますますダイナミックバストに磨きをかけたいなーと思ってみたりして。ねえ、あまりおっぱいに自信のないかま子も巨乳風邪ひきたいよね？」

　ベッドの上で、かま子は正座を崩して布ふ団とんにお尻しりをつけたまま、照れたように微笑ほほえんだ。

「……ワン」

　かま子こは上目遣いで、ぼくの反応を窺うかがうように小さく吠ほえた。ワン一回はイエス。ワン二回はノー。ぼくは困った顔で、一緒に地伝を解決する仲間達を見た。

「待ってくれよ。二人して巨きよ乳にゆう風か邪ぜの影響を受けたいなんていうなよ」

「ワンワン、クゥン」

　かま子は必死になにかを伝えたがっている表情でぼくを見て、吠えた。その意味は、巨乳風邪の影響なんて受けたいなんて全く思ってませんという弁明。でも、言葉の終わりに「クゥン」と小さく鼻を鳴らすかま子は、無理して嘘うそをついている証拠なのだ。本人は気づいていないだろうけどね。

「冗談よ。春はる男おったら本気にしないでよ。わたしの悩殺ぷるんぷるんパイパイに巨乳風邪なんて不要よ」

　エリアスは自身の胸に対する呼称が、何通りあるのか気になるところだ。



　午後五時まえのぼくの部屋。机の上にエリアス。ベッドの端にかま子。

　一人一人が考える姿勢に入っている。地伝と噂そん長ちようとかま子の今後について。

　名案が浮かんだら発言するっていう雰囲気。沈黙がきついので、小学生の時に好きだった懐かしのＲＰＧのサントラをかける。ブックオフにて五百円くらいで買ったやつだ。

　ＣＤのトラック４番。ラスボスとの戦闘ミュージックに変わった頃ころ、ぼくの部屋の窓に硬くて速くて小さいなにかが当たった音がした。小石かな。

　二階の部屋の窓を開けた。ぼくはインターフォンをつかわない来客をその時初めて見た。お待ちかねのライムの登場だった。

　災害時の家具の転倒防止が可能な二連固定ポールタイプのつっぱり棒を、電柱と家の外壁に巡らせて、ライムがよじ登ってきていたのだ。見事なスパイダーウーマン。

　つっぱり棒を両手に一本ずつ。伸ばして張って縮めての繰り返し。ライムのみが持つ特殊能力だ。つっぱり棒に力を込めると、自由自在に伸縮できるというもの。棒の太さを変えることはできないが、突っ張る面さえあればどこにでも張れる。電柱は当然円柱なわけだが、平面でなくても耐荷重を損なうことなく棒を突っ張らせることが可能なんだ。基本収納グッズの進化した姿。

「お、おいライム。なんちゅう登場の仕方をするんだ」

　Ｈ型のつっぱり棒に両足を乗せ、小さな手を窓枠にかけながらライムは反論してくる。画が鋲びようみたいに細くて小さくて尖とがった声。

「だって、男の子の家にくるの初めてなんだからしょうがないでしょ。インターフォン押して、玄関から入るなんて恥ずかしいんだもん。きっと、あなたのお母さんがでてきて挨あい拶さつとかするんでしょ。そしたら、あなたのお母さんはこれから恋に発展しかねないガールフレンドを見るような目であたしに微笑むんでしょ。そして、あなたの部屋にいると、お母さんがきて一緒に夕食を食べていくかしらとか優しいお誘いをしてくれるんでしょ。そんなのとっても困っちゃうもんあたし。だから、窓から登場するのはしょうがないのよ」

　ライムの逞たくましき妄想に呆あきれた。おそらくこの場で一番冷静なエリアスがいう。

「はぁーいライム。それベタなホームドラマの見過ぎだよ。春はる男おのお母さんは息子に全然興味なんてないし。夕食の誘いどころかお茶菓子もないよ。今だって春男を家に一人置いて、でかけちゃってるんだから」

　ライムはエリアスに挨あい拶さつするように微笑ほほえんだあと、責めるような目をぼくに向ける。

「家に誰だれもいないの？　じゃあ、インターフォン押してきていいよってメールしてよ」

　どこの世界に、インターフォン押してきていいよと事前連絡しないと二階の窓からやってくる女の子がいると予測できるんだ。

　ぼくが文句をいうまえにライムは窓枠で靴を脱ぎ、部屋に降りた。

　ダウンベストを脱ぐライム。ジャージ越しに聳そびえ立つ大きな胸が露わになった。エリアスがそれを見て、ヒューと短く口笛を吹いた。

「あはっライム、はち切れんばかりの爆裂巨きよ乳にゆうになったわね。エロカワいくていいんじゃない？」

　ライムは、エリアスのセクハラに怯おびえながらぎこちなく笑って流した。

「キャンディちゃん、元気してた？」

「ワン」

　ライムはベッドに座るかま子この正面の床に座る。そして、肩にかけていたスポーツバッグのなかから、なにやら取りだしている。ぼくが声を上げる。

「うん？　パジャマ。それにスウェットか」

「キャンディちゃんはあなたの部屋着とか学校のジャージとか着ているんでしょ。これはキャンディちゃんに」

　ライムがタニザキまで取りに戻ったのはかま子の着替えだったようだ。思いやりのある飼い主。かま子は満面の笑みでライムから着替えを受け取った。



　四人で話すのはまずはかま子を匿かくまう場所の確認。このままぼくの家の車庫でいいのか？

「ごめん。お店のほうのタニザキには、在庫の倉庫みたいのがあるんだけど。それも人の出入りが多くて。あたしの部屋だと、すぐバレちゃうから……ごめんなさい」

　ライムの最後のごめんなさいは、なによりかま子宛あての言葉。

「なあ、ライム。タニザキではかま子がいなくなって、どういう感じなんだ？」

「うん、お母さんもお父さんも、お兄ちゃんも店の繁忙時を過ぎると、仕入れ伝票や品だしほったらかしで、キャンディちゃんを探しにいったりしてる。でもみんな、キャンディちゃんはすごい賢かしこい犬だって知ってるから、必ず帰ってくるって信じる。キャンディちゃんは、姿は違っちゃってるけど、ちゃんと無事でいるんだよって伝えてあげたいんだけどね。無理だよね」

　このなかでは一番背が高いかま子こがベッドの端で小さくなったまま、申し訳なさそうに頭を下げた。

「じゃあ、つぎはかま子が失踪しちゃっている理由って、なんとかそれっぽいの考えつかないかな？　一時的にかま子がいなくなっている理由があれば、ライムの家族も少しは安心できると思うし」

　タンクトップの下の胸を突きだしたエリアスが、つぎの問題を提議した。作戦会議の進行にメリハリをつけるよき議長だ。

　誰だれも名案が浮かばない数分間。

「しょうがないわ。かま子は近所のノラ犬とプチ駆け落ちしたってことにしておきましょう」

　いつもこういった状況では、善後策を講じてくれるエリアスをもってしてもお手上げのようだった。

　キャンディはノラ犬と駆け落ちしたんじゃないかなとライムは家族に伝え、相手のノラ犬の甲か斐い性しようのなさに愛あい想そうを尽かせたかま子がいつか帰ってくると信じ込ませる。ムチャクチャな話だ。どうせなら、ＦＢＩの麻薬犬としてスカウトされて連れていかれたというほうがまだ信じられる。うーん、それもムチャだな。

　結局、キャンディが行方ゆくえ不明になった理由はわからないというままにしておく。それで落ち着いた。無駄なやり取り。結局今まで通りだ。



　かま子の今後についての話し合いは終わった。

　かま子の姿をもとに戻す方法を探しつつ、かま子の存在を誰にも知られることなく匿かくまい続ける。以上本日の議事録よりほぼ全文抜粋。

　噂そん長ちようの手紙と巨きよ乳にゆう風か邪ぜについては新たな情報もないので、知ってることを互いに確認しあう十分間。そして、やんわりと作戦会議がお開きになる展開。

「キャンディちゃんどうしたの？」

　ベッドの端でなにやらもじもじしているかま子。それに気づいたライムが不安げな表情。

「だいじょぶだよキャンディちゃん。必ずもとの姿に戻す方法を見つけてあげるからね」

　かま子は三日前の土曜日から生活も姿も一変してしまっているのだ。当然現状を不安に思っているだろう。座ったままの姿勢で腰を落ち着きなく揺らす。両手を太ふと腿もものつけ根に押しつけている。ただ、この落ち着きない仕し草ぐさの理由が別のところにあることに、エリアスが気づいた。

「かま子、もしかしてトイレいきたいんじゃない？」

「……ワン」

　かま子が、恥ずかしそう俯うつむく。

「春はる男お。今ならわたし達以外誰もいないから、家のトイレつかってもいいよね。ちょっとかま子を案内してくる」

　エリアスがかま子この肩に移動して、部屋をでていく。

　二人っきりになった部屋で、ライムが呟つぶやいた。

「エリエリには気づけたのに、飼い主のあたしが気づいてあげられないなんて。やっぱりダメだな、あたし」

　変身トンネル崩落から、ライムはかま子のこととなると自じ嘲ちようめいたいい方をするようになっていた。らしくない。

「そんなこというなよ。ライムはかま子のことを大事に想おもってるいい飼い主じゃないか」

「ありがと。でも、キャンディちゃんが地伝の影響を受けて、人知れず人間になっていたのに気づいてあげられなかったし」

「その話は、三日前の夜中のトンネルからの帰り道にもう話したじゃないか。気にするなよ。かま子だって、ライムに内緒で勝手に地伝の影響を受けてたこと、反省してるんだ。なあ、それにぼくだって気づいてあげられなかった。かま子が最後に変身した理由も」

　変身トンネルの存在に気づいたぼくが解決するまえにかま子は、最後にもう一度だけ自分だとぼくに気づいてもらったうえで人間の姿を見せたかったらしいのだ。ただ、犬の姿から人間に変わり、服を着替えた頃ころには、ぼくとエリアスがトンネルを成じよう仏ぶつさせてしまっていたというわけ。なにが悪かったのかといえば、それは少しタイミングが悪かったのだ。

　不意にライムが立ちあがってぼくを真っ直ぐに見つめた。イスに座っているぼくより、ほんの少ししか高くない位置に瞳ひとみがある。小さい女の子だ。エリアスのつぎに。

「ふふ、優しいねあなたは」

「別に普通だよ。ライムはまや女子にいるから、男子とあまり話す機会がなくて知らないだけだよ。大抵の男子は、ぼくと同じでそこそこは優しいやつだぜ」

　ツインテールの毛先を、親指と人差し指の腹でいじり始めるライム。

「そ、そんなことないよ。あなたは優しいよ。あなただから、あたしは信頼して、キャンディちゃんを、預けられる、わけだし」

　ライムの喋しやべりに急に読点が多くなった。動作環境の悪いストリーミング配信の動画みたい。ぶつ切れ。

「ああ、そういえば聞こうと思っていたんだけど。サミーでの素人カラオケ大会で会うまでは、ぼくのことを敵視していたのに。どうして急に信頼してくれるようになったんだ？」

「……だって、それは、あたしのこと……エロ長っていってくる男子達から守ってくれたし」

　小学校時代のライムの可哀想かわいそうなあだ名はエロ長。ひどいあだ名で呼ばれ、心に傷を負った少年少女を救う会を設立したほうがいいかもしれない。会長ギャルゴ。

「まあ、ああいう状況のライムを見かけたら、ぼくじゃなくたって助けるやつは多分いっぱいいるよ」

「そんなこと……な、ないと思うけど。それにね、あなたを信頼する理由はまだあるの。あなたはとっても真ま魅み先生に似てる」

「そっか？　顔なんて似てないと思うけどな」

「顔じゃないよ。えっとね、雰囲気とか……言葉とか」

「言葉？」

「……あなたはあたしが男子達に絡まれていた時に、『男がよってたかって、女の子をからかうなよ』っていってくれたわ。実はね、真魅先生も同じことをいってくれたことがあったの。あたしが小学六年生の時にね、真魅先生の占い場所に向かっている途中でクラスの男子に会っちゃって。このまえのサミーの時みたく、エロ長と囃し立てられたの。あたしは、くやしくて泣いちゃって、なにもいい返せなかったわ。そこに真魅先生が通りかかって、男子達に『男がよってたかって、女の子をからかうもんじゃないよ』といって、追い払ってくれたの。とってもうれしかった。あなたはそれとそっくりな言葉であたしを守ってくれたんだよ。信頼するに決まってるじゃない」

　いつのまにかぼくを見つめるライムのまなざしに変化。瞳ひとみは焼きトマトみたいに熱を持って、とろけそうなほど柔らかになっていた。ぼくはいつも学校の女子達から、カラスに漁られたあとの生ゴミを見るような視線を浴びているのだ。女の子の視線の耐寒仕様はばっちりだが、耐熱仕様はからっきしだ。

「まあライム。それだって、別に変わったセリフじゃないよ。誰だれだって、それくらいのことをいうよ。ばあちゃんの思い出が聞けてうれしかった。ありがとな」

　ライムは納得していないようだった。柔らかだった視線が、真剣なものに変わった。なにかを必死に伝えたがっている瞳。

「そんなことないわ。あなたはギャルゲットゴッドって呼ばれているくらいだから、いろんな女の子に優しい言葉をかけているんでしょ。いちいち憶えてられないのかもしれないけど、あたしはうれしかったんだからね。あんな言葉をいってあたしを守ってくれる人は他に、いないもん」

　忘れていた。ライムはぼくのことを無類の女ったらし、ギャルゲットゴッドだと勘違いしているんだった。誤解を解くチャンスだ。

「違うよ。ぼくはギャルゲットゴッドどころか、ムチャクチャ女の子からの人気なんてないんだ。ギャルゴっていうあだ名は、ギャルゲーゴッドの略なんだ。恋愛シミュレーションゲームの神って意味だぜ。こんなあだ名のやつをまともに相手してくれる女の子はいないよ」

「そ、そうなの。で、でも。素人カラオケ大会で優勝した小鳥遊たかなしちゃんだっけ？　彼女はあなたと……とっても、すっごく、特別に仲いいんじゃないの？」

　ライムは先週マボチューの校門まえでぼくの評判を聞いてまわったことがあった。その時ライムはコトリと出会っている。コトリは時になにも考えずに爆弾発言してしまうことがあるのだが、それが初対面のライム相手に炸さく裂れつしたようだ。なにしろコトリは自分の好きな人として、ぼくの名前を挙げちゃったらしい。

「黙っちゃってどうしたの？　小鳥遊たかなしちゃんみたいなすごいかわいい子が、あなたのこと……す、好きだっていったのよ。あなたと一緒にいたがってる女の子いるじゃない？　うれしそうじゃないのね」

「ああ、実はさ」

　一緒に地伝を解決する仲間になったライムには話しておかないといけないことがある。それはコトリの運命についてだった。

「なに？　なにかあるならいってよ」

「ライムは、いつか地方都市伝説の元凶になってしまう予備軍のことは知ってる？」

「あ、うん。わかるよ。いずれ地伝の噂うわさになってしまう者のことね。蜚ひ子ごっていったよね」

「コトリさんはさ、蜚子なんだ。噂そん長ちように蜚子にされてしまったんだ。おそらく今年の春頃ごろに」

　ライムは声がでないようだった。目は冗談やめてよと笑っていたが、ぼくが押し黙っているとそれを答えだと思ったのか、やがて静かに俯うつむいた。

　ぼくは、もう随分以前のことのように思える地伝の元凶だった自販機から聞いた話を続けた。

　蜚子であるコトリのことについて。

　中学生の男女による馬ば鹿かみたいに真剣な話し合いが続く。



「……そうだったの。あの子が。そっか、人外の存在に好かれるあなただから、蜚子になった小鳥遊ちゃんに好かれているのね。そうなんだ、それってなんか、む」

　ライムが慌あわてたように口をつぐむ。なにか言葉を喉のどに押し戻した様子。続けられるはずだった言葉はすぐにわかった。

　それってなんか、むなしいね。

　その通りだよライム。正解。

「まあ、そういうことなんだライム。でもさ、人外の存在でもなかったら、ぼくに好意を持ってくれる女の子なんていないわけだし。いつかコトリさんが地伝の噂になってしまうまえに、蜚子の運命からぼく達が守ってみせる。なあ、この話はこれくらいでよそう」

　軽い感じでいえたと思う。特に前半は冗談っぽくね。ぼくはコトリの蜚子の運命について話す時に湿っぽくなるのが嫌なんだと思う。まるで不治の病を患わずらっている人の話をしているようで。必ずコトリを蜚子の運命から救う。だから、変に重くしないで話したいんだ。ただ、ぼくの沈黙は軽くはなかったみたいだ。張り詰めた顔で立ったままのライムの両手が伸びてきた。ぼくの両肩を掴つかむ。精一杯の力がこもっていた。

「あなた、あ、あのさ。ええとね」

　ライムの小さな手が小刻みに震ふるえている。

「あたしはさ。人外の存在じゃないけど、あ、あなたのこと……好意的に思ってるよ。だから、人外の存在じゃなかったら誰だれにも好かれないなんて、そんな悲しいこといわないでよ。真ま魅み先生のアドヴァイスは、多くの人外の女性に愛されるってものでしょ。普通の女の子に好かれないなんて、どこにもいってないじゃない」

「あ、ありがと」

　思わずどもってしまった。心の底からライムに感謝。一緒にこれから地伝を解決していくんだ。仲間として好意的に思ってもらえるのはうれしい。誰かに認めてもらえることは、ささやかな自信をぼくに連れてくる。

「ふぅー」

　緊張から解放されたかのようにライムが大きく深呼吸した。ぼくの両肩に乗ったままのライムの手はそのまま。その時、ほんの少し押す力がぼくの肩に。イスのキャスターは滑すべり、ぼくの背中は軽く机の縁にぶつかった。机の上の雑誌の山が崩れる。

「あ、ゴメンね」

　ライムは、机から落ちた雑誌を早くも拾い上げていく。

「きゃあ！」

　つっぱり棒で校舎の三階の窓からターザンしたって、わずかな声すら上げなかったライムの初めて聞く悲ひ鳴めい。

　ライムの手は止まっている。ぼくの心臓も止まりそうになった。なぜならライムが持っている雑誌は、お嬢様水着グラビアの宝庫である月刊セイジュン。表紙は、紺色のスクール水着姿のアイドルが崩れた体育座りで微笑ほほえんでいるやつ。『特集・季節はもうすぐ冬でも年がら年中お嬢様の水着が見たい！　スクール水着白書』恐るべし購買意欲をそそる謳うたい文句。ちなみに『水着白書』のフォントのあとには、メタボになったようなぷっくらと大きなピンク色のハートマーク。

　ライムがゆっくりと顔を上げる。

「あ、あのね。あなたが無類の女好きじゃないってことはわかったけど、やっぱりこういう本とか大好きだったりするの？」

　雑誌の両端を握りながら、泣き笑いの顔で震ふるえるライム。悲鳴を上げるのを堪こらえるように唇を強く噛かんでいるのがわかった。ついさっきベイブ・ルースで聞いたばかりの撲殺未遂事件が思い返される。ぼくがなにかいうまえにライムの質問は続く。

「しかもお嬢様が好きなの？　水着姿のお嬢様がよかったりするの？　あの、あたしも一応まや女子に通ってるから、世間的にはお嬢様っていわれるけど……あたしのこともそういう、え、エッチな対象として見てたの？」

　焦あせるとはこのことだ。血縁以外の男性を遠ざけて、異性の存在がまるでない学校生活を送るライム。さっきまでの優しい視線が一転。怯おびえる小動物のような目でぼくを見ている。『あたしのこともそういうエッチな対象として見てたの？』という問いかけに対するよき返答を必死に考えた。無言はまずい。なんでもいいから早く弁明しなくては。

「そんな、ライムは見るに堪えないです」

　言葉が喉のどをすんなりでたあとになって、恐ろしい過あやまちに気づいた。伝えたかった意味と違う。ぼくがいいたかったのは、「そんなふうにライムを見るなんて滅めつ相そうもないです」。そんな感じだったはず。おそるおそるライムの顔を窺うかがう。

「あ、あの、ライム」

　慌あわてていい直そうと口を開く。だが手遅れ。軟式のソフトボールより硬いライムの拳こぶしがぼくの顔面に飛んできていた。

「見るに堪えない容姿で悪かったわねっ！」

　正せい拳けん突づきのお手本のような腰の入った右だった。ソフト部のエースは乱闘も得意。

「あなたなんか、やっぱりぜんぜんすっごく大嫌い！　ちっとも真ま魅み先生にも似てない。好意的になんか思うのやめる！　このヘンタイ！　エッチ！　スクール水着フェチ！」

　防犯ブザーみたいなライムの絶ぜつ叫きよう。

　イスから崩れ落ちたぼくの頭に、月刊セイジュンが投げつけられる。さらになにやら青っぽい紙の箱で追撃。それはライムが持参してきたものだろうか。とにかく容赦ない。

「キャンディちゃんをいやらしい目で見たらダメだからね。もう、あなたにしかキャンディちゃんを頼めないのが最悪！」

　二階の窓からやってきた飼い犬想おもいのお嬢様は、つっぱり棒と外履きを持って、部屋をでていく。バットで殴られなかっただけ感謝したほうがいいのかもしれない。

　最後にぶつけられた青っぽいものは、冷却系の湿布薬の小箱だった。

　変身トンネルで軽く捻ねん挫ざしてしまったぼくへのプレゼントだったようだ。「今度からケガしたらちゃんとすぐケアしてね」。箱に貼はられたメモ紙には温かいメッセージ。これには感謝だ。

　だけど優しいライムに礼をいおうにも遅かった。ライムはすでに階段を降りているのだろう。和わ太だい鼓こを思い切り叩たたきつけたような足音が響いてくる。

　そして、エリアスとかま子こがトイレから戻ってきた。

「ねえ、ライムが真っ赤な顔で震ふるえながら帰っていったけど、なにかあったの？　あー、まさか部屋に二人っきりになったのをいいことに、つっぱり棒の端を下腹部に押しつけると気持ちよくなれるよ、とかライムに教えたりしたんでしょ。さすがにそれはヒかれるわよ」

　露出度がほんの少し高い少女の表紙グラビアを見ただけで悲ひ鳴めいを上げるライムと、超絶な想像力で無理矢理下ネタに変換していくエリアス。頭が痛くなってきた。

　下ネタの意味がわからないで、部屋の入口で小さな微笑ほほえみを浮かべるかま子だけが救いだ。おかげで頭痛が緩和していくよ。



　三日間安静にして、すでに痛みも引けていた右の足首だったがせっかくなので湿布を貼ってみる。ぼくは、怒らせてしまった仲間の優しさを感じたかったのかもしれない。でも、冷湿布薬はライムが最後にくれた一瞥のようにひんやりしただけだ。

　巨きよ乳にゆうフェチ、ブラジャードロ容疑、痴ち漢かん容疑に続いて、本日四つ目の誤解。ライムにスクール水着フェチと呼ばれ、でていかれた経緯をエリアスとかま子こに説明した。月刊セイジュンを買ったのは確かにぼくだが、スクール水着姿の美少女が猛烈に見たかったわけじゃない。マニアックな性癖のきみには少し物足りないかもしれないけど、ぼくはビキニで充分なんだ。

「わたしは中学生の春はる男おが、十代の女の子の水着グラビア見てても健全だと思うけどね。別に、縄で締め上げられている熟女ものとか、一ひと桁けた台の女の子が体操シャツとブルマ姿にランドセル背負って、吹き出しでお兄ちゃんとかいってる雑誌を見てたわけじゃないんだから」

　下ネタになると、いつも以上に饒じよう舌ぜつになるエリアス。

　きわどいことを続けさまにいうと勝手にテンションが上がっていく自称セクシードールが、いらないことをいう。

「そういえば春男聞いてよ。かま子ったらね、洋式トイレの便座に正座したんだよ。てっきりかま子は床で片足を上げて、おしっこすると思ってたのに。でも面白かった！　かま子とトイレ」

　ぼくのジャージの上下を着た長身スレンダー美女のかま子が、トイレで用を足す姿が浮かんでしまう。思春期の男子には、標準装備されている脳内妄想映像プレイヤー。様々なシチュエーションを勝手にイメージ再生するのだ。

「や、やめて。かま子！」

　頭のなかのそんなイメージ映像は、目のまえの視覚情報によって遮さえぎられた。トイレでの出来事をバラされたかま子がエリアスに逆襲。とびっきりに細いウエストを両手で掴つかんでいる。

「あっ、んんっ、ちゅっ」

　そして、エリアスの唇をかま子は自分の唇で塞ふさいだのだ。ようはキス。直接的な口封じだ。手ではなく口をつかったのは犬の本能だろう。かま子は手足をつかう攻撃より、噛かんだりするほうが圧倒的に多い。それは姿が、ねこ目イヌ科のほ乳類からサル目ヒト科のほ乳類になったって、変わるものじゃなかった。

「ぅ、ぢゅ、んっ」

　かま子に腰を掴まれたままのエリアスの足がぶらぶらと揺れてる。すごい光景。もはやエリアスの顔はかま子の唇に埋まってる。Ｂ級映画で大巨人に食べられる寸前の金髪の少女みたい。

「ぷはっ、かま子ごめん！」

　顔がわずかに離れた隙すきにエリアスがたまらず声を上げた。でもさすがいたずらっ子。わざと戯おどけて、すぐさまかま子に仕返し。

「もういわないから。春男のジャージにおしっこが飛びそうになったこととか」

「ワァン！」



    

  
    
      



    

  
    
      「ぶぶっ、ゔ」

　今度は口止めのために唇を押しつける程度では終わらなかった。

　かま子こは小さな口を精一杯開けて、エリアスのこれまた小さな頭をチュッパチャップスのように、かぽっと咥くわえた。

　エリアスの首から上を口のなかに含んでいるかま子が、濡ぬれた瞳ひとみでぼくを見つめる。

「た、たとえかま子がぼくのジャージにおしっこをこぼしていたとしても、全然気にしないから安心していいんだよ」

　エリアスを首なし人形にしないためにはこういうしかなかった。

　このあと、かま子から解放されたエリアスの下ネタが大人しくなったのはいうまでもない。



　いつ母さんとナナコが帰ってきてもいいように、ぼく達は車庫に移動した。

　そういえばかま子はよく車庫から公園に散歩にいってたことを思いだし、エリアスに聞いてみた。予想通りの答えが返ってくる。近くのあやかし公園の公衆トイレで用を足していたらしいのだ。かま子の身の回りのことをいろいろ気づいてあげられていない。反省だ。

　車庫ではまずかま子に夕食。なにかちゃんとしたものを食べさせてあげたいのだが、今日のメニューもかま子本人が大変お気に入りのグミ入りドッグフード。不思議だよな。人間姿のかま子がドッグフードを食べてる光景は何度見ても、すごい違和感なんだ。カレー皿にその食事を盛りつけるのは、せめてものぼくの心配りかな。

　幸せそうに食事を続けるかま子こが名残惜しそうにカレー皿をぺろぺろと舐なめ始めた頃ころ、家のほうで母さんとナナコが帰宅した気配。

「じゃあ、ぼくはいくよ。メシ食って、風ふ呂ろに入ってきてから、またここにくるからちょっと遅くなると思う。いつもと違う行動をとっていても母さんに怪しまれることはないと思うけど。念のためにね」

　ぼくに無関心な家族が待つ家に戻ろうとすると、かま子の肩の上にいたエリアスがいう。

「ねえ、春はる男お。お風呂なんだけどね」

「うん、なんだい？」

「わたしはいいんだけど、かま子にはなんとかできない？」

「えっ、かま子？」

　エリアスがかま子の柔らかそうで繊細な黒髪を撫でる。

「かま子は人間の姿だから。普通に生活しているだけで身体からだ汚れてきちゃうしさ。でも、お風呂に入れてあげることって、さすがに無理よね？」

　また一つ、かま子の身の回りの単純なことに気づいてあげられなかった。ぼくは心配りの足りない男だ。反省。

「ごめんなかま子。そうだな、家には母さんもナナコもいるから、お風呂に入れさせてあげることは難しそうだけど。なんとかしたいな」

　ワーカホリック気味の父さん以外の家族がいる家。さっきシャワーだけでも浴びさせてあげればよかっただろうか。でもお風呂に浸つかるという経験をかま子にさせてあげたい。ぼくはあることを思いだした。

「あ、コトリから貰もらったあやかし健康ランドの年間パスがある」

「いいじゃないそれ。みんなでいこうよ」

「おう、そうだな。でも、健康ランドにいって、誰だれかに見られたりしないかな」

　家の風呂にかま子を入れるよりリスクは少ないと思うが、不安材料はとりあえず口にしないと気が済まない小心者。

　エリアスが不安を払ふつ拭しよくしてくれることをいう。

「ねえ、一昨日おとついの夜に停電があったじゃない。あれの理由ってさ、あやかし健康ランドの露ろ天てん風ぶ呂ろから、一度だけ噴水のように空高く湯が噴きあがったってことだったでしょ。それを目の当たりにした走行中のトラックの運転手がよそ見して、電柱にぶつかっちゃったっていう。それが原因で停電したんだったわよね」

　時事ネタや町のローカルニュースに詳しいエリアス。政治経済の報道を聞いてもまるでわかっていないぼく専用のコメンテーターだ。ＮＨＫの『週刊こどもニュース』みたいにわかりやすく教えてくれる。

「そうだよ。停電の理由はそれだ」

「それでね、露天風呂になんの異常も見られなかったから、営業はしてるみたいよ。フツーそんな露ろ天てん風ぶ呂ろがある健康ランドに客がくると思う？　様子見して、安心で安全だと思ってから、みんないくようになるんじゃない？　今はきっとお客も少ない狙ねらい目な時期よ」

　エリアスの話は一理あると思った。ぼくが頷うなずくのを満足げに見つめるとエリアスはさらに畳みかけてくる。押しの強さは優秀な営業担当並。

「それにさ、よくなったっていっても春はる男おは軽く捻ねん挫ざしてたわけだしさ。地伝を解決するため、春男はいつでも、物もの干ほし竿ざおで万全な状態で戦えるようにしておかないとまずいと思うのよ。それにまさしく今は巨きよ乳にゆう風か邪ぜの地伝が流は行やってるんだし。臨戦態勢を整えとかなきゃ。温泉に浸つかるのは、きっと捻挫と疲労回復にもいいわよ」

　エリアスの説得には負けた。

　一般客のふりをすれば、かま子こはただの綺き麗れいな女性にしか見えないし。かま子は女湯でぼくは当然男湯だから、知り合いに会ってもかま子とは他人のふりができる。健康ランドで身元確認されるわけもないし。ただ、かま子とは別に問題が一つ。

「エリアスもいくってことだよな？　どうするんだよ。動く人形なんてホラーだぞ」

「こらっ、わたしのジャンルはホラーじゃなくてアダルトよ。わたしはかま子と女湯にいって。そうねえ……人がいたら、フェイスタオルでくるんでもらって、さらにかま子の身体からだに巻いたタオルのなかに入れてもらうからだいじょぶよ。あやかし健康ランドの客なんて、きっとお年寄りだろうし。問題ないわよ」

「うん、わかったよ。ムチャするなよエリアス。よし、明日の放課後は三人で健康ランドにいくぞ」

「やったー、人生初の大浴場よ」

「ワァーン」

　20センチのエリアスにとっては、家の風呂だって大浴場だろうけどね。

　元ドーベルマンのかま子にとっては、健康ランドは完全なる未知な世界。

　ぼくにとっては、二人が子供のように喜んでくれることが、健康ランドにいくことよりうれしいんだ。



　かま子とエリアスに見送られて、車庫をあとにした。

　思わず顔が緩ゆるんだまま、家の玄関に。

　そこには、学芸会でシンデレラのお姉さん役という適役を演じることになっている平成二ふた桁けた生まれの悪魔がいた。

「なぁにハル。なんか楽しそうじゃない。どこいってたの？」

　二人っきりの時の妹のナナコは、前人未踏のＫ－｜１グランプリ三連覇を成し遂げたセーム・シュルトの膝ひざ蹴げりよりタチが悪い。ただ、オランダの空手家とは違い、気を抜いていると肉体ではなく精神がノックアウトされるわけだけど。

「ああ、散歩してただけだよ」

「へえー。ハルって変なの。サンダルで散歩してきたの？　捻挫がよくなったばっかりなのに」

　ぼく以外の世の男達をあらかた味方にしてしまう花びらのようなナナコの笑顔。ぼくにとっては、ナナコの表情のなかで笑顔が一番怖い。

「ハルはこれから、お風ふ呂ろなの？　ナナコはあとで入るから、湯船はきれいにつかってね。なんか毛みたいなものが浮いていたら、お湯を替えなきゃいけないから。多分、ナナコはお兄ちゃんアレルギーだと思うの。だってね、ハルのあとのお風呂に入るんだなーと考えたら、少し気持ちが悪くなってきちゃうんだもん」

　ぼくの腰よりも少し高いくらいのナナコの発言に、ぼくは腰から崩れ落ちそうになる。

　マボチューではコトリ以外の女子から蔑さげすんだ視線で見られ、家では実妹からこの仕打ち。安息の場所がほしい。

「じゃあ、ナナコがぼくより先にお風呂に入ったらいいんじゃないか？」

「なにそれ。ナナコはこれから観たいアニメがあるからダメなの。っていうかハルのくせにナナコにテー案なんかしないでよ」

　ナナコはそれだけいうと、

「ママぁ、アニメ始まっちゃう時間ですか？」

　ブラック無糖のコーヒーのようだった声を、ミルクと砂糖を目一杯足したみたいに替えて、居間に戻っていく。

　田た中なか家の玄関には、虐げられた長男のぼくが動けずに棒立ちしているだけだ。

　この玄関がリングだったら、セコンドにタオルを投げてほしい場面だ。



　半額シールの貼はられた惣そう菜ざいを流し込むように食べて、風呂もすませる。もう一度車庫でかま子こと過ごして、エリアスと部屋に戻ると草そう一いちからケータイに着信。ロンハーが始まる九時まえだった。

「よお、どうした草一？」

「あのね、ちょっと困ったことがあって……ギャルゴくん、聞いてもらっていいかな？」

「うん、なんだ」

　電話の向こうの草一は、塾の帰り道だろうか。会話の隙すき間まを埋めるように町の喧けん騒そうが届く。

「桑くわ島しまくんがね。デマ地伝を考えて、それで入賞して図書カードを貰もらうことを本気で狙ねらっているみたいなんだ」

　桑島は美術室でも、ブラジャーを装着した石せつ膏こう像でなにかデマ地伝ができないかと考えていた。よっぽど図書カードでマンガを買いたいのだろう。それともデマ地伝を採用されることで名誉を得ようとでもしているのだろうか。わからん男だ。

「そうか。で、桑島はもうなにか考えたのか？」

「うん、あの、下着をつけた石膏像を桑島くんは携帯電話で撮ってたよね。その画像を携帯電話の待ち受けにすると、恋愛運が上昇するっていうデマ地伝を桑島くんは考えたんだ。それでぼくの携帯電話に画像が送られてきたから、さっそく待ち受けにしようとは思うんだ。桑くわ島しまくんがせっかく送ってくれたから」

　巨きよ乳にゆう風か邪ぜで胸が大きくなった子は、好きな男に胸を触ってもらうと治るなんて噂うわさを流は行やらせた桑島らしい安直なデマ地伝だ。

　ぼくは、少々気をつかいすぎる友達にいった。

「無視しちまえよ。石せつ膏こう像なんて待ち受けにしたら、ケータイ見るたび気分が悪くなって健康運が下がりそうだ」

「そ、そっか。ギャルゴくんにそういわれちゃうと悩んじゃうな。あ、それでね、実はこの石膏像の画像を送ってもらった人は、誰だれか最低一人に送らないと恋愛運がアップしないでダウンするらしいんだ。だからね」

　なんだその懐かしの不幸の手紙みたいなルールは。桑島の考えつきそうなことといえばそれまでだけど。

「わかったよ。草そう一いちは誰かに送らなきゃって悩んでるんだろ。桑島に悪いとか思ってるんだろ？」

「うん、ごめん。ちょっとね」

「ぼくに送ってこいよ。まあ、待ち受けにしないけどな」

「ありがと。桑島くん、ちょっとツライことがあったみたいだからさ。自分の考えたデマ地伝が広まったら、元気でると思うんだよね」

「桑島にツライこと？　いつも通り元気いっぱいの小学一年生みたいなやつだった気がするけどな」

「うん、僕は同じクラスだから気づけたんだけどね。教室の桑島くんは最低一日一回は女子のスカートめくりをするんだけど、今日は一回もしてなかったし。僕やギャルゴくんといる時は元気だったけど、教室では席に着いたまま、女子とも全然おしゃべりしないで外を眺ながめていることが多かったから」

「……」

　教室内での桑島の知られざる蛮行に思わず声を失った。

「もしもし、ギャルゴくん？」

「なあ、草一。桑島にスカートをめくられた女子は怒らないのか？」

「え、あ、うん。ヤダーって笑ってるだけだけど」

「じゃあ、草一のクラスの男子達は、桑島がめくった女子のスカートの中身を見放題なのか？」

「あ、う、うん。恥ずかしいけど、そうだね」

　なんてことだ。クラス間でこれほどの差があったとは。それ以上に桑島と他の男子への反応が違いすぎる女子達に、なんてこった。

「草一。悪いがぼくは桑島にツライことがあろうがなかろうが、知ったことではなくなった」

「あ、でも、もしかしたら今日返されたテストの点が悪かったとかそういうことかもしれないから。そんなに心配ないかな。変な話をしてごめんねギャルゴくん」

　まあ、あの桑くわ島しまがテストの点くらいで落ちこむとは思えないけどな。

　イスで通話しているぼくの肩にいつのまにかエリアスがよじ登ってきていた。背もたれからの使者だ。草そう一いちとの会話を聞いていたと思われるエリアスが、ぼくの耳元で囁ささやいた。

「ねえ春はる男お。スカートめくりで、ノーパンだった子がいたか聞いてみてよ」

　さすがエリアス。気になった箇所はそこか。

　ぼくはそのまま草一に聞いてみたが。

「……………………」

「うん？　草一、聞こえにくかったか？」

「あ、ごめんギャルゴくん。今、塾の帰り道でマボチューのまえを通ったんだけど、三階の奥の教室に電気が点ついていたんだ。こんな遅い時間まで部活やってるのかなと思って」

　確かにもう九時を過ぎたこの時間に部活動は遅い。でも頑張っている部があるのだろう。コトリのいる演劇部だって、公演まえなら八時過ぎまで練習する日はあるみたいだしな。

　ぼくは、もう一度エリアスの質問を草一にしてみることにした。

「……………………」

「草一？　聞き取れなかったか？」

「……ギャルゴくんのスケベ。そんな子いくらなんでもいないよ。もしいたら恥ずかしくて僕早退するかも」

　男にスケベといわれたのは初めてだ。さっきの沈黙も恥ずかしがった草一が答えられなかっただけかもしれない。

　そのあと、草一から恋愛シミュレーションゲームの新着発売情報を一通り聞いて話は終わった。話の途中で、ぼくのリュックには今日無理矢理貸された恋愛シミュレーションゲームがあるのを思いだした。女性キャラが総巨きよ乳にゆうのやつ。エリアスは舌なめずりして、ディスクをゲーム機本体にセットする。

　ゲームのなかの巨乳だろうが、エリアスのライバル心に火が灯ともる。



「ねえ、そういえば石せつ膏こう像がどうのこうのいってたけど、なんなの？」

　オートでテキストが流れていくゲーム画面を見ながら、エリアスが身体からだを弓なりに反そらしている。新たな美の追究として、ヨガを取り入れたらしい。

「ああ、マボチューの美術室の石膏像にブラジャーがつけられてたっていう、誰だれかの悪ふざけだよ。一いつ時ときぼくに容疑がかかったブラジャードロボーと関係ありそうだけどね。えっと、草一から石膏像の写メが届いてる」

　ぼくは、ケータイをエリアスのまえにさしだした。エリアスは、桑島が撮影した写メを見つめる。

「あれ？　春男もう一つ石膏像の写メない？」

　九分割のサムネイル表示の画像のなかに、エリアスは別のなにかを見つけたようだ。

「ああ、フネが撮ったやつだよ。早退してブラジャードロボーと地伝を追う新聞部員の渾こん身しんの一枚だ」

「……ねえ、マボチューって、女の石せつ膏こう像が二体あるの？」

　変な質問だなと思った。

「いや、その一体だけだけど」

　エリアスがケータイからぼくに顔を上げる。その顔はなにか薄気味悪い怪談話を聞いた直後のように、不安そうに歪ゆがめられている。

「それって変だよ春はる男お。ねえ、これって時間的には撮影したのどっちが先。フネ？　桑くわ島しま？」

「えっと、桑島が撮ったのが五時間目と六時間目の間の休み時間で。早退したフネが撮ったのはそのあとの六時間目かな？」

　エリアスがケータイを掲げ、二枚の石膏像の写メを交互に見せてくる。ブラジャーが外された石膏像と、ブラジャーがついたままの石膏像。違いはブラの有無と撮影角度くらいだと思うのだが。

「どうしたんだよ？　エリアス。胸が大きくなっているのは地伝の影響のせいだぜ」

「気づかない？　まず桑島の撮った石膏像だけど、ブラジャーしてるけど。これどうやってブラジャーつけれたの？」

「えっ」

「だって、石膏像の肘ひじを曲げた右手が腰にくっついてるんだよ」

　桑島の撮った写メをもう一度見て、エリアスのいっている意味がわかった。石膏像の右手は腰にしっかり触れている。ブラの紐ひもをどうやって腕に通したかという謎なぞ。これではブラの肩かた紐ひもを右腕から肩に通すなんてできない。

「じゃあ、フネはどうやってブラを外したんだろ？　ブラを切ったのかな？」

　エリアスが小さく首を振る。フネが撮った写メの一部分をシャーペンの先のように細い人差し指で示した。

「フネが撮った写メだとね、石膏像の右手が腰からほんの少し離れてるの。よくみれば写メでもなんとかわかるよ。二枚の写メ、ほんの少しだけこの石膏像のポーズが違ってるよ」

　そのまま、ぼくはエリアスと見つめあってしまった。

　草そう一いちがあの休み時間に違和感があるといっていたのはこのことだったのか。ぼくは草一のことを考えているうちにさっきの電話での、ある言葉を思いだしていた。

「校舎三階の奥の教室、電気点ついてる」

「春男なにそれ？」

「なあ、エリアス。ちょっとケータイ貸して」

　ぼくはフネに電話をかけた。五回、六回。コール音続く。24時間対応のコールセンターより早く繋つながるフネが、電話にでない。やつは風ふ呂ろに入っていたって電話にでる男だ。

「春はる男おどうしたの？」

　ぼくは、エリアスに今思ったことを伝えた。

　おそらくただの石せつ膏こう像ではないこと。電話の繋がらないフネ。多分今日最後に美術室に入ったのはフネだということ。まだ電気の点ついてる校舎三階の奥の教室。その教室はデマ新とマボ新共同の部室だということ。

「それ、やばいんじゃないの？」

　エリアスのその言葉がダメ押しになった。

　ぼく達のこのあとの行動が決まった。



　ライダースーツにフルフェイスのヘルメットに物もの干ほし竿ざお。衣ころも替がえの予定もないＭＢスタイルでマボチューに向かう。真夜中の住宅街に溶け込む全身黒ずくめ。安っぽい再現ビデオのなかの不審者役の衣装だって、ぼくよりかまともな格好をしているだろう。傍かたわらには心強い仲間のエリアスとかま子こ。薄い黄色のスウェットに身をくるんだかま子とは、月の表面と裏側みたいなコントラストだ。

　ライムには石膏像の異変と、これからマボチューにいく旨をメールで伝えた。

　巨きよ乳にゆう風か邪ぜの地伝の元凶。唯一のヒントは四し六ろく時じ中ちゆう口を開けている誰だれかさん。写メで確認した石膏像の口は薄く開いている。

「夜にわたしとかま子と春男でマボチューにいくなんて、わたし達が解決した一番最初の地伝のダルマ以来だね」

「ワン」

　かま子が、懐かしむように小さく吠ほえた。スウェットのサイズはぴったりのようだった。谷たに崎ざき家には、長身のかま子にサイズの近い女性はいない。ライムはきっと自分のお小こ遣づかいで買ったのだろう。ライムに野球以外のセンスを求めてはいけないと感じさせてくれる服だ。

「かま子。服似合ってるよ」

「ワンッ」

　背中には、片側の耳を下げたリスをハイビスカスの花が囲っているプリント。着る人によっては、なんかちょっと柄の悪い服装かもしれない。だけど、かま子が着るとお世辞抜きでかわいかった。

「ねえ、春男。あのダルマ退治の時に夜のマボチューでさ。三時間くらいダルマを探したじゃん。その時にどんな話をしたか。思いだしゲームやろうよ」

「いいよ。やろう。でも、あんま覚えてないかもしれないな」

「じゃあ、まずわたしからいうね。春男はあの時ね、ファーストキスは観覧車のなかでするって決めてるんだっていってたわ」

　思い出話と色っぽい話が好きなエリアスだった。

「おい、勘弁してくれよ。そんなの忘れてくれ。その場限りの冗談だ」

「えへへっ。わたしは春はる男おとの思い出は忘れない自信があるんだ。ずっと覚えていてからかってあげる」

　たまらない仲間だ。この手の話題では発言に気をつけたほうがよさそう。つまらない冗談を永久保存版にされるのはつらい。

「ワン」

　かま子こにライダースーツの袖そでを掴つかまれた。足を止められ振り返る。バランスボールみたいにぼくのヘルメットの上に乗っていたエリアスも、自然とかま子に視線がいく。

「かま子どうした？」

「ワン」

　かま子の細い指が指す先に、電柱の巻付型広告。不動産や金貸しのビラがついているわけではないようだ。夜空の星より遥はるかに輝く発光ダイオードの看板が、夢のある新スポットの緊急告知をしてくれてる。

『まぼろし大観覧車ＯＰＥＮ　11／16　ＳＵＮ』

　そうだった。真ま幌ぼろ市の山も海もなく低層な建物を見下ろせる観覧車があと十日と少しで、営業を始めるんだ。

「ねえ、かま子は観覧車乗りたいわけ？」

「……ワン」

　申し訳なさそうに弱々しく鳴くかま子。その様子にいたずらっ子がにやにやと笑いだす。

「今の会話の流れで、観覧車に乗りたいってことは。アハッ、かま子ったら誰だれかさんとゴンドラのなかで、キスがしたいってこと？」

「……」

　かま子はぼくの袖を握っていた手をそっと離して、俯うつむいてしまう。

「春男どうするの？」

「どうするってなにがだよ」

「別にいいわよ。かま子としても。でも、かま子とフレンチキスなら、わたしとはディープになるわね」

　かま子の右手が鞭むちの先のように消える。ぼくの頭上でご機嫌だったエリアスを素早く捕まえた。流れるような動きの最後は、懲こりない下ネタドールの頭を自分の口のなかに収めてしまう。ぼくは哀あわれな人形の安否を特に気にはせず、メットのバイザーを上げて、かま子を見た。

「観覧車から真幌市を見るのは、そんなにワクワクするもんじゃないかもしれないけどいいのか？」

　ワンという代わりに、かま子が頷うなずいた。

「そうだな。せっかく人間の姿になっているんだし。必ずかま子を犬の姿に戻してあげたいと思うけど。今の姿だからこそできることしてみたいよな。ドーベルマンじゃ、観覧車乗れないしな」

　ぼくは、頭のなかで電卓を弾はじいた。今の財さい布ふの中身と今月のお小こ遣づかい支給額。

「今月の十七日にお小遣いが貰もらえるから。そしたら、その日にすぐいこう。かま子ことエリアスとぼくの三人で」

　かま子はうれしそうに微笑ほほえんで、口のなかからおしゃべりな仲間を解放した。喜ぶかま子を見て、思わず笑顔になるぼく。しかし、記憶力自慢のエリアスの口からはとんでもない思い出話が飛びだして、ぼくとかま子の顔が凍り付く。

「ねえ、ダルマの時の夜のマボチューでね。春はる男おが階段で落ちそうになって、その春男の下腹部にかま子が頭から突っ込んでいったことあったよね。今日は気をつけないとね。今のかま子の姿で、春男の下腹部に顔から突っ込んでいったら、まるで――」

「ワンッ！」

　エリアスの頭は再びかま子の口のなかに収められた。



「やっぱり校舎の三階の奥。電気ついてるわね」

　マボチューに着いたのは、十時まえ。

　生徒玄関だけでなく、職員玄関も閉じられていた。仕方ない。奥の手をつかうことにする。職員用の出入り口横のポスト。そこにエリアスに入ってもらう。それでなかから錠を外す。鮮やかな侵入というわけだ。

　こんな状況のためやむなくライダーブーツのままで校舎に入る。上靴以外で廊下を歩くのってちょっとした罪悪感と違和感だよな。無音と暗くら闇やみのせいか、昼間より少しだけ長くなった気がする廊下を抜けて、なんなく美術室に着いた。

「まさか、つぎは石せつ膏こう像ドロボーが現れたわけじゃないよな」

　黒板まえの石膏像は姿を消していた。ぼくの冗談をエリアスも軽い調子で返す。

「石膏像ドロボーが現れる確率よりかは、石膏像が勝手に動いてどっかいったってほうが今の状況だと、ありえるよね」

　物もの干ほし竿ざおを握る手に力がこもった。敵はいつどこからやってきてもおかしくない状況だ。

　ぼく達は、三階の奥の教室に向かった。

　ライダースーツ姿にフルフェイスのヘルメット着用での全力走は、全身の汗で蒸れて溺おぼれそうになる。堪らない不快感と心臓の悲ひ鳴めいを聞ける地獄の有酸素運動だ。エリアスを肩に乗せたかま子は、廊下がトランポリンになっているかのように、ほとんど足音もさせず弾はずむようなジョギングで駆けていく。

　いつものことだが、物干し竿使いのぼくに洗練されたクールなヒーローのかっこよさは求めないでくれ。



　三階の奥の教室。

　話し声などは聞こえないが、室内で誰だれかが動いている気配を廊下で感じた。

　地伝の元凶との久しぶりの戦闘の予感。緊張のせいかぼくは物もの干ほし竿ざおを強く握りすぎていた。鉄の竿さおの表面が汗で滑すべる。それをライダースーツの太ふと腿ももの革で擦こすって、もう一度握り直した。呼吸を整える。かま子ことエリアスに目配せをして、ぼくは教室の戸を勢いよく開けた。先頭で突入する。

「あっ」

　ヘルメットのなかで思わず声がでた。

　昼白色の蛍光灯が照らす教室。くっつけて並べられた机の大陸。石せつ膏こう像の姿なんてどこにもない。

　クラス一の美少女ことデマ会のエースがぽつんと一人いるだけ。

　彼女は机の上のなにかを隠すように素早くそれを両手で押さえ、イスから立ちあがった。

「……泥棒ですか？　変質者ですか？　残念ですけど、ここにはお金もかわいい子もいませんよ」

　まばたきすらしていないようなまっすぐな視線。闖ちん入にゆう者であるぼくを見つめたまま、無理に冷静さを装おうとする震ふるえた口調だった。

　完全な不審者然とした格好のぼくも焦あせっている。かま子が教室に入ってきていなかったのにはとりあえず安心した。駆けだした直前にぼくの背中越しにクラス一の美少女の姿を捉とらえて、踏み止まったのだろう。さすがの警戒心と敏びん捷しよう性の相棒だ。

　ぼくは物干し竿を床に置いて、ヘルメットのバイザーを上げた。

「えっ、え、田た中なか君！」

　黒ずくめの男がいきなり入ってきたことより、その正体がぼくだということに驚いたようだ。クラス一の美少女は机についた手を離して、一歩こちらに歩み寄ってくる。

「突然ごめん。驚かしちゃったね。こんな遅くまで部活かい？」

　ぼくがこの時間の学校になんでこんな格好でやってきたかという説明は、避けたいところだった。どう考えても苦しいいい訳しか浮かびそうにない。

　でも彼女は変わった子だった。ぼくの不安を余よ所そに全然関係ないことをいい始める。

「田中君。ハナに敬語をつかうのやめてくれたんですね」

　ぼくの格好より言葉づかいが気になったようだ。

「あ、いや。ちょっとビックリしちゃいまして、敬語で話すのを忘れてしまいました。あはは、すみません」

「うふっ、田中君どうぞ普通に話してください。今日の昼から思ってたんですけど、田中君の敬語ちょっぴり変ですよ。それとハナのことも、よかったらハナって呼んでくれませんか？」

「そう、わかった。じゃあ、えっとハナさんも普通に話してよ」

「ハナはこのままでいいんです。田中君には敬語をつかっていたいんです」

　やはりギャルゴとは、明確に距離を置きたいということだろうか。相手にタメ口で話してくれるようにお願いし、自分は敬語をつかいたいという。珍しい話だった。

「じゃあ、悪いけどぼくは普通に話すことにするよ」

「うふふ、お願いしますね」

　ハナさんは、ぼくと目をあわせたまま腰をゆっくりとかがめた。お辞じ儀ぎされたのだと気づくのに時間がかかった。同級生の子にここまでしっかり頭を下げられたのは初めてだった。呆あつ気けにとられるぼくを余よ所そに彼女は机の上の原稿用紙の束や筆記用具をまとめ始めた。そして、なにかに気づいたように、ハッと顔を上げる。

「ごめんなさい。さっき聞かれたことまだ答えてませんでしたね。ハイ、部活動してました。せっかくデマ会に入れてもらったので、いいデマ地伝を早く考えなきゃと思って、残ってました」

「よくこの時間まで先生に見つからなかったね？」

「デマ会の人に教えてもらったんです。夜八時半頃ごろに先生が最後の見回りにくるから、その時だけ電気を消していれば、気づかれないって。うふふ、電気を消したこの教室で、一人でいるのって、ちょっぴり以上に怖かったですけど」

　なんにでも裏技はあるようだ。定時に消灯するだけ。校則同様ゆるいマボチューだ。

「そうなの。でもこんな遅いと家の人が心配するんじゃない？」

「……家にはハナのこと、待ってる人なんていませんから」

　そして、彼女の生い立ちについての話が始まったのだ。



「ハナが生まれてすぐのことです。ハナの両親の身に起きたある不運な事故が永遠に父と母を奪っていきました。一人っ子だったハナはそれから母方の祖父母の家で暮らすことになりました。まわりの人は、父も母もいないハナを可哀想かわいそうだねと同情してくれたりもしましたけど、おじいちゃんとおばあちゃんはとても優しくて、全然淋さびしくなんてありませんでした。でも、ハナが小学四年生の時におじいちゃんは病気で死んでしまいました。おばあちゃんとの二人暮らしになっても、ハナはとても楽しく毎日過ごしていました。おばあちゃんは料理が好きで、五目のお稲荷いなりさんが得意でした。一緒に熱々の揚げに五目ご飯を入れてつくったことを、よく思いだします」

　ドキュメンタリーのナレーションのような淀よどみのない声だった。

　ハナさんの色素の薄い瞳ひとみが、万華鏡のように次々と色を変えた。様々な感情が思い出とともに一緒くたに流れていく。

「おばあさんは、今」

「今年の春から入院しています。ハナが会いにいくとうれしそうに笑ってくれます。ハナもそれでうれしくなって、いっぱいお話をしちゃうんです。でも、おばあちゃんの退院は難しいかもしれません」

　自傷行為のようなものだった。ハナさんは苦しみながら痛みを感じながら、ぼくに話をしてくれる。ぼくは馬ば鹿かみたいな黒ずくめの格好のまま、頷うなずいてあげることしかできなかった。

「そうなんだ」

　なにか励ますことをいってあげたかったが、不自然な言葉は嫌だった。自然に浮かんできた言葉は、自分自身のことだった。

「ぼくもおばあちゃん子なんだ。ばあちゃんっていいよね。ぼくのばあちゃんは料理はいまいちだったけど、占いが得意なんだ」

　過去形で話すのがこの場にふさわしくない気がしていた。だからこういういい方になった。

「知っていますよ。田た中なか君のおばあさんは有名な方ですものね。占い師の宝ほう明めい院いんさん。でも、確か田中君のおばあさんは」

「ごめん。死んじゃったぼくのばあちゃんの話はよくなかったね。ハナさんのおばあちゃんが早く元気になるといいね。五目のお稲荷いなりさんは食べたことがないけど、とっても美お味いしそうだ」

　ハナさんは、微笑ほほえむと「ハイ」と頷うなずいた。

「もう遅いしさ。そろそろ帰らないかい」

「ハイ、そうですね。デマ地伝は家で考えることにします。田中君、ハナを励まそうとしてくれたんですね。うふふ、ありがとうございます。優しいですね」

　その時、隣の教室でなにかが倒れるような音がした。ハナさんの穏おだやかな笑みがビクッと震ふるえた。

「ちょっと見てくるからここにいて」

　隣の教室に隠れていたと思われるかま子こが机でも倒してしまったのだろうか。ぼくはハナさんが教室の真ん中で佇たたずんでいるのを確認して、廊下にでた。

　そして、廊下から隣の暗い教室のなかを見て、声がでなくなった。

　窓からの薄明かりが照らすシルエットが大人二人分。かま子は、身体からだがやけに真っ白な人物と対たい峙じしていた。気味悪いくらい白いそいつがかま子の顔面めがけて拳こぶしを突きだすも、かま子はそれをなんなく避けて、そいつを押さえ込もうとタックルを見舞った。

「サブミッション系よ」

　かま子の長い髪につかまったエリアスが、ほんの小さな声でいった。隣の教室にいるハナさんに聞かれてはまずいというのは、この場にいる白いやつ以外全員の共通認識だ。

　マンガかテレビで仕入れたのだろう基本的な関節技をエリアスがかま子に指示だしし、かま子が白いやつの手首を捻ひねり上げた。

　さらに、かま子の腕で顔の下半分を締め上げられている真っ白いそいつには、見覚えがあった。

　行方ゆくえ不明中の美術室の石せつ膏こう像だ。



「田中君、隣の教室に誰だれかいるんですか？」

　廊下で、間抜けにも棒立ちをしていたぼくに後ろから声がかけられる。

　慌あわてて振り返る。ハナさんが灯あかりの点ついた教室から顔をだしている。

「いや、なんでもなかった。窓が開いてたから、風に吹かれたカーテンが机の上の花瓶を倒したみたいなんだ。ははっ」

　口にだしていうとひどく無理のある話だったが、ハナさんは安心したように、

「そうですか」

　と頷うなずいて、教室のなかに戻っていった。ぼくも続く。早く物もの干ほし竿ざおを持って、隣の教室にいきたいのだが、ハナさんに戦っている姿を見られるわけにはいかない。

「それでは田た中なか君。一緒に帰りませんか」

　カバンを掴つかむ彼女がこちらに歩いてくる。廊下のすぐ側で佇たたずむぼくは背中に嫌な気配を感じた。一歩下がってチラッとだけ廊下を見た。かま子こと石せつ膏こう像が廊下で取っ組み合っている。石膏像の片腕はなくなっていた。関節技の餌え食じきになったのだろうか。それとも、自ら腕をもいだのだろうか。ハナさん以外この場にいる全員がいろんな意味で絶体絶命のピンチだ。

　ぼくは必死だった。ハナさんの細い肩を両手で掴み、そのまま一緒に半回転した。彼女の背を廊下に向けさせるためだ。

「帰らないでほしい。ぼくともう少しいてくれないか？」

　ぼくはなんて大胆なことをいっているんだと思った。

　でもハナさんに今教室をでていかれるわけにはいかない。俯うつむいた彼女のうしろの戸に区切られた長方形の廊下を、右から左へ音もなく石膏像のもげた右腕が飛んでいくのが見えた。放物線を描くその腕が床にぶつかるだろうタイミングで、ぼくはその場でわざと大きく音が立つように床を踏んだ。オーケストラのクラッシュシンバル演奏者の気持ちだ。

「ごめんなさいっ。早く返事できなくて。ハナももう少し田中君といたいです。怒っちゃいましたか？」

　石膏像の腕が廊下の床にぶつかった音をごまかすため、タイミングを外せない恐怖の音ゲーを無事成功させたぼく。だが、ハナさんが不安そうな顔で見つめてくる。どうやらぼくが苛いら立だっていると勘違いしたようだ。

「ううん、違うんだ。ごめん。夜の学校があまりに静かだから、大きな音を立ててみたくなってさ。ははっ」

　風で吹かれたカーテンが花瓶を倒した話に続いて、苦しい説明第二弾。

「うふふ、田中君って面白い人ですね」

　それでも彼女は安心したように笑顔になった。その彼女のうしろの長方形の廊下を左から右へ、かま子が石膏像の残されたもう片方の腕を捻ひねり上げながら音もなく流れていく。ぼくは顔が凍りつきそうだ。ハナさんが振り向かないように彼女の肩を掴んだまま、左へ二歩ステップ。依い然ぜんとして石膏像に関節技を極きめるかま子の姿が見えた。

　かま子が長い手足をつかって打撃をしないのは、音を立たせないためだと気づいた。石膏像は見た目より身体からだが軽い。それでもあまり歩かれると、その足音がハナさんの耳に届いてしまう。だから、締め上げて動けなくしているのだ。

「田た中なか君、肩痛いです。ハナは逃げたりしませんから、優しくしてください」

　ハナさんの顔が歪ゆがむ。教室の外となかの出来事に焦あせるぼく。

「あ、悪い。ごめんよ」

「田中君はハナといて、どんな話がしたいですか？」

「いや、その」

　ぼくは冷静さを欠いた頭で、さっき机の上にあった紙の束を思いだした。

「なにか原稿用紙に書いてたよね。デマ地伝かい？　よかったら見せてくれないかな」

　図ずう々ずうしいお願いだとも思ったが、そんなこと気にしてる場合じゃなかった。今はなにがなんでも彼女をこの教室にとどめておかなくてはいけない。

「うれしいです。実は是非田中君に読んでもらいたいと思っていたんです」

　それで彼女が取りだした原稿用紙。右端をクリップで留めたそれは十枚くらいあるだろうか。

「田中君は、今日恋愛シミュレーションゲームを貸してきたお友達がいましたけど、そのゲームの感想を後日伝えてあげるんですよね」

　話がどこかに飛んだ気がした。

「うん。そうだよ」

「ハナ、小説を書いているんです。田中君はうちの学校で一番、恋愛シミュレーションゲームのこと詳しいですよね。よろしかったらハナの書いたものを読んでもらえないでしょうか？　恥ずかしいんですけど、内容はラブストーリーなんです。だから是非田中君に」

　ギャルゴのあだ名のおかげで、恋愛小説を書く少女がその作品をぼくに読んでもらいたがる。とんだ急展開だった。

「いいよ。ぼくなんかでよければ是非読ませてもらうよ。でもゲームはよく遊ぶけど、小説についてちゃんとした感想をいえるか不安だけど」

「ふふ、大丈夫ですよ。ハナは、男の人の気持ちがわからないので、そういうところの感想を特にお願いします。登場人物の男の子の行動に田中君が共感できたか、教えてほしいんです」

「ああ、わかった」

　ぼくは彼女から原稿用紙の束を受け取った。

「ありがとうございます。感想はいつでもいいのでお願いします。ところで、さっきから気になったんですけど、田中君はＭＢなんですか？」

　ぼくの心臓が大きく跳はねた。

「えっ、ＭＢって？」

　口のなかいっぱいに乾燥剤を突っ込まれたかのように一気に喉のどまで渇いていく。廊下では、掴つかみあうかま子こと石せつ膏こう像の姿も見えていた。消音で見るテレビのなかのプロレスみたいだ。

　ハナさんは、教室の奥の棚から一枚の紙片を持ってくる。

「マボ新の最新号です。うちのクラスの東ひがし舟ふな道みち君が書いた記事のＭＢ特集によると、フルフェイスのヘルメット、ライダースーツ、長い棒のようなものがＭＢの特徴だそうです。田た中なか君は」

　ぼくは目を瞑つぶって、審判の時を待った。

「ＭＢのコスプレをしているんですよね。ふふ、ちょっとだけ似合っていますよ」

　腰から崩れそうになった。

「あははっ、そうだよコスプレ。うん、ぼくはコスプレしてるんだ」

「コスプレして夜の学校にくるなんて、田中君おかしいですね」

「あははっ、そうだよ。ぼくおかしいんだ」

「それじゃあ、これでおあいこですね」

「えっ」

「田中君がＭＢのコスプレしてることと、ハナが小説を書いてることは、二人だけの秘密ですね」

「ああ、うん。そうだね。二人だけの秘密ってことで」

「うふふっ、ハイ」

　このあと、ぼくはハナさんと流は行やりのラブコメマンガについて話しているうちに、廊下の端でかま子この肩に乗ったエリアスが、頭の上に両手で○をつくったのが見えた。それを合図にまた今度話そうといって、ハナさんと校門で別れた。反対方向に歩く彼女の背中が見えなくなってから、校舎に引き返す。

　少年漫画誌の学園ラブコメの話をエリアス以外の女の子としたのは初めて、面白かったなとか思いながら足早に三階へ。



　三階奥の手前の教室。かま子の手のひらでふんぞり返るエリアスから、ことの顛てん末まつを聞く。

「春はる男おが入っていった奥の教室に女の子がいるのが見えて、焦あせったわよ。石せつ膏こう像はいないみたいだったから、とりあえず隣の教室にかま子と隠れようと思ったの。しばらくしたら教きよう壇だんの下に、ぼんやりした灯あかりが見えているのに気づいたの。なにかと思って回り込んだら、石膏像が体育座りでケータイのディスプレイをうっとりと眺ながめているのよ。わたしとかま子が近づいたら、いきなりわたし達にフレンドリーに囁ささやいてきたの『すごくかわいく撮れてるでしょ』って、それでケータイを見せてくるのよ。やつが動けるだけじゃなく喋しやべれることには驚いたけど、そのケータイの画面にびっくり。なにかと思ったらその石膏像の写メなのよ。ゲロゲロなナルシスト石膏像。かなりキモイわよ。わたしの推理なんだけど、多分普段の美術の授業でみんなにデッサンされてたりするから、調子に乗っちゃってるのよ。地伝の元凶のオーラをぷんぷん感じたから、思わずわたしは『あんた地伝の元凶でしょ？』っていっちゃったのよ。あれは失敗だったわ。石膏像の表情はぴくりとも変わらないんだけど、雰囲気が不穏になったの。そして、急にかま子こに飛びかかってきたのよ。その時机が倒れて焦あせったわ。でも、石せつ膏こう像のやつは全然強くなかったから、かま子に締め上げてもらったんだけど。でも石膏像は関節技の極きまった腕を自らもいで、それを投げてきたの。ひどい光景だったわよ。かま子にもう一本の腕の関節技も極めてもらったんだけど、また自らもいで身体からだが離れた隙すきに逃げられちゃったの。かま子は噛かみつきだけじゃなく、関節技のセンスもかなりいいわね。石膏像に逃げられたのは残念だったけど、あの教室にいた女の子にバレてないみたいでよかったわ。あとこれ、石膏像が置いてった」

　かま子がぼくに手渡してくれたそれはケータイだった。データフォルダのなかの石膏像の写メ。ぼくのケータイからの着信履歴。間違いない。フネのだ。ぼくはそのケータイを二階の教室までいってフネの机のなかにしまった。

「春はる男お、これどうする？」

　石膏像の二本の腕が床に転がっている。このままというわけにはいかなかった。もう石膏像のいない美術室の掃除ロッカーの隅に置いて、夜の学校をあとにした。

　その帰り道。

「ねえ春男、そういえば教室にいた子と随分楽しげに話してたじゃない。かま子が必死に戦っているあいだ」

　ハナさんが石膏像の存在に気づかないように懸命に足止めしていた功績は認められていないようだった。

　並んで歩くかま子は、なにか物欲しげな顔で立ち止まって、その場で中腰になる。ぼくにはそれがなにをして欲しがっているのかわかった。

「かま子ありがと。ほんと助かったよ」

　そういいながら、ぼくはかま子の頭を撫でた。かま子は犬の時と同じように気持ちよさそうに、目を細めた。

　そんなかま子とぼくの心温まる交流の最中、和名エグランチンバラの茎のようにトゲトゲしいエリアスの声が飛んできた。

「わたしは、頭撫でられたぐらいじゃ、満足しないからね。どうせ撫でてもらうなら」

　エリアスが自慢の胸を両手でタンクトップ越しに持ち上げているのを無視して、ぼくは人差し指の腹で、小さな頭を撫でた。

「な、なによ。どうせなら親指で撫で撫でしてよ」

　いわれた通りにすると、エリアスも気持ちよさそうに顔を綻ほころばせた。

「ワン」

　かま子はぼくが撫でた頭を自分でも触って嬉うれしそうにする。

「春男に頭撫でてもらうのも悪くないわね。でも、春男の指、物もの干ほし竿ざお握ってたから鉄臭いよ。わたしの髪の毛、匂におい移ってないわよね。ちょっと、まだ止めないでよ。かま子より長い時間、撫でてよ」

　素直な仲間と少し素直じゃない仲間と家に帰る道は苦笑させられることもあるけど、笑いの多い、実に楽しい通学路だ。

　口を開けている石せつ膏こう像。巨きよ乳にゆう風か邪ぜの元凶と思おぼしきやつを取り逃してしまったのは、反省かな。



　家に戻ったあと、エリアスはかま子こと一緒に車庫に向かった。

　不思議だよな。ドーベルマン姿のかま子が犬小屋で一人眠るのは淋さびしそうに見えないのに、今のかま子が一人で車庫で眠るのは無性に寂しさをそそる。だから優しいエリアスは一緒に眠りにいくのだ。

　女性誌の付録の化粧ポーチのなかに、ぼくのニットキャップを詰めた特製寝袋にエリアス。３シーズンのアウトドアに対応している寝袋にかま子。

　かま子が人間になったばかりの夜は、家族の目を盗んでぼくも一緒に車庫で寝ようとしたのだが、エリアスに止められてしまった。

「春はる男おが近くにいたらかま子は寝れないのよ。それに春男がこんな美人のかま子と一つ屋根の下で寝て間違いでも起こったら、この国の出生率に貢献できるかもしれないけど、わたしヤダから」

　さらに少子化対策がどうのこうのいい続けるエリアス。その結果、ダンボールと真冬に着るダウンジャケットを持参したぼくは、車庫から閉めだされた土曜日だったのだ。

　ぼくは一人の部屋で眠るまえに、ハナさんから渡された小説を読むことにした。

　中学校の同じクラスにいる女子生徒と男子生徒。渡された十枚は二人の出会いのシーンだった。前半と後半は別の視点で書かれている。女の子から見た出会いの印象。男の子から見た出会いの印象。

　かわいくない、胸がない、お尻しりもペッタンコ、ちょびっとニキビ、容姿にコンプレックスだらけの少女。

　優しくてとてもいい人なのに、女の子と仲よくできない少年。異性と仲よくできない理由はまだ書かれてなかった。

　中学一年。春。二人の初対面の印象はあまりよくなかった。これから二人は親しくなっていくんだろうなと期待をさせてくれる。動きだしたジェットコースターのようにゆっくりとした始まりだった。

　思春期（自分でつかうと妙に恥ずかしい言葉だ）の瑞みず々みずしさとぎこちなさが詰まった十枚は、あっという間に読み終わる。

　感想をいうより、早く続きが読んでみたいと思った。



　翌日。地伝が流は行やっているため、学校にも物もの干ほし竿ざおを持参していくことにした。見るに堪えない発言で、ぼくに怒ったままのライムにそのことをメールで伝えると、「あたしも携帯することにする」と短い返信。見るに堪えないに関しては、いい間違えてしまったんだと謝罪もしたのだが、それについて返事はなかった。

　マボチューに携帯する竿さおとして用意したのは、ホームセンター・サンデー大工で手に入るもっとも短い物もの干ほし竿ざお。壁付け型対応アルミ合金製のアンティークブロンズカラーの４７０mm。まあ、詳しくいったところでただの茶色の棒なんだけどさ。

　問題はどうやってこの物干し竿をあまり違和感なく持っていくかということ。この時ばかりはライムがとても羨うらやましかった。つっぱり棒は自由に伸縮できる。それにつっぱり棒の方が短いサイズも圧倒的に種類が豊富で、物干し竿より格段に安いのだ。

　武器にするなら物干し竿よりつっぱり棒のほうがいいよと、きみにいったら、どっちでもいいよと笑われそうだけどね。



　快晴。なおかつ終日の天気予報の降水確率〇％にもかかわらず、ぼくは傘を持ってコトリとの待ちあわせ場所へ。もちろん傘のなかに物干し竿を隠すためだ。

　依い然ぜんとして胸の大きなままのコトリと合流したら、さすがにすぐ傘の話題に。

「あれぇ？　今日って雨、降っちゃうんだっけ。やだぁ困ったなっ、私、傘持ってこなかったよ」

「だいじょぶだよ。多分雨は降らないよ。これは、えーと、ただの日傘だよ。その紫外線対策ってやつかな」

　十一月の男子中学生に日傘。苦しいいい訳にもほどがある。

　ただ、人が嘘うそをつくとはまるで思っていないコトリは、素直に「へぇー、春はる男おくんすごい！　私も紫外線対策しようかなぁ」と明るい声をだしている。

　五十センチ弱の物干し竿を学校に隠して持っていける方法は傘しかないわと、うちの頭脳担当者がアイディアをだした時、かま子ことぼくは一緒になって頷うなずいた。

　まるで鞘さや袋のようにしっかり傘に隠れる竿さおのサイズに大喜びして、晴れた日に傘を持っている理由までは考えていなかったのんきな三人組の実に幸せな朝の思い出だ。



　まだ成じよう仏ぶつはさせていないが地伝の元凶の石せつ膏こう像は、かま子から逃げたということで、もしかしたら巨きよ乳にゆう風か邪ぜの症状は少しは治まったかもしれないという淡い期待は、やっぱり破られた。

　街角のコンビニの店員。通学路ですれ違うＯＬ。ゴミだししてる主婦。近くの高校の生徒。右を見ても、左を見ても、前を見ても、うしろを見ても、そこに巨乳風邪の対象年齢内の生物学的に女性がいれば、肥満だろうが痩そう身しんだろうが、大柄だろうが小柄だろうが、容姿の整った人であろうがとっちらかっている人であろうが、存在感と重量感を兼ね備えた胸を千代大海関のツッパリのように力強く前方に突きだしていた。男共は、ある意味土ど俵ひよう際ぎわに追いやられていた。理性の土俵際。

　見てみたい触ってみたいという強い願望を己おのれの薄い胸に抱いた輩やからはおそらく多かったと思うが、残念ながら、巨乳風邪を患わずらった面識のない女性の胸を触ることが許されていたのは、真ま幌ぼろ市内の内科もしくは整形外科の医師だけである。なぜ、昔もっと勉学に勤いそしみ医者にならなかったんだろう自分はと、後悔しているサラリーマンのため息が真ま幌ぼろ市中のあちこちで吐かれたとか、吐かれないとか。

　ぼくはというと、一緒に登校するコトリがいるから、ため息などつく暇ひまもない。

「春はる男おくん、お胸が大きいとねぇ。うつぶせで寝るのが苦しいんだよぉ。寝返りを打つとね、お胸が揺れて、なんか気になっちゃうの。あ、ごめんなさい。春男くんにお胸の話するなんて、私恥ずかしいこといってるねっ」

　季節の変わり目の冬の風か邪ぜとは訳が違う巨きよ乳にゆう風邪は、いつもの通学路の光景すら年齢制限を設けたほうがいい刺激的なものにしてしまったようだ。

　この地伝を創造した噂そん長ちように、児童ポルノ法で逮捕令状をだしたほうがいいかもしれない。



　今日のマボチューの男子は、全学年全クラスで欠席者数ゼロだったらしい。

　噂うわさでは、巨乳風邪が広まっていると知らずに昨日学校を休んだとある男子は、まだ四十度近い熱をだしているにもかかわらず、登校しているとか。男は馬ば鹿かだ。

　女子生徒諸君にはギャルゴというあだ名のぼくではなく、巨乳見たさに熱をだしても登校した男子に侮ぶ蔑べつの混じった視線を送ってほしい。男子一同は、その男子のことをあっぱれと賞賛するだろうから。

　靴箱に噂長からの手紙がないことに安心しつつも、新たな情報は得られなかったと少しばかり落胆しながら教室へ。フネとおはようといいあって席に着いた一呼吸あと、ノズルが詰まった掃除機みたいな唸うなり声がまえから聞こえた。

「いやいや、昨日美術室でギャルゴにメール送ったのを最後に携帯電話がどっかにいっちゃってたんだけどよ。机に入ってたぜ。おかしいよな、おれは机に入れた記憶なんて全くないんだけどよ。おう、そうそうおかしいといえば、その美術室の石せつ膏こう像が紛失したらしいぜ。これはなにか臭におうぜ」

　通学中に消費した分、カロリー摂取を始めているフネ。今日は亀かめ田だ製菓の柿かきの種。完全なお酒のつまみだ。

「柿の種の甘いしょうゆの匂いがするよ」

「おお、すまんね。教室ではこっちにしとくわ」

　フネがつぎにだしたのはミックスナッツ。芳こうばしいアーモンドの香り。例えフネのでかいリュックからクーラーボックスに入った瓶ビールがでてきたとしても、ぼくは驚かないだろう。

　とにかく、石膏像からフネの注意が逸それてくれれば助かる。



　石膏像が紛失してほとんどの女子が巨乳のままでも、いつも通り授業が進んでいた。ときどきハナさんと目があった。早く小説の感想を伝えたかったが、教室で彼女と普通に話すのはさすがにできなかった。彼女のほうも話しかけてはこなかった。

　ハナさんが席を立って、廊下にでていった時、女子達の嫌な話し声がした。ぼくの席の廊下側に三つ隣の女子と、その女子のまえの席の女子。

「あの子ってさ、うちのクラスで一人だけオッパイ小さいままだよねー」

「それってさ、まだ生理きてないってコト？」

「えー、遅くない？　顔は大人っぽくて綺き麗れいなのに、子供なんだね」

　ハナさんはあまり社交的な性格ではないから、クラスのなかには彼女と仲よくない女子達がいるようだ。巨きよ乳にゆう風か邪ぜの影響を受ける条件の一つに女性は初潮を迎えている子というものがある。

　休み時間で生徒の少ない教室。女子達の不快な会話は続いていた。

「そーいえばさ、身体測定の時に彼女の身体からだみたんだけどすっごい幼児体型だったよね？　顔がよくて男子に人気あるけど、あの子の裸を男子が見たら、ガッカリボディだと思うな」

「もう、サヤちゃんったらエッチなこといいすぎだよ。キャハハ、でもあの子の幼児体型正解だよねー。全然顔と似合ってないよね。ねえねえ、知ってる？　彼女ってまだアソコに毛がね」

「キャー、リカちゃんそれは教室でいっちゃヤダ。ヒャハハ」

　我慢の限界だった。下品な話題ならエリアスもするが、人を傷つけることを楽しげに話す女子達とは違う。どうせ、ギャルゴのぼくの評判は最低なんだ。ここは、一言いわせてもらおう。

「あのさ、サヤちゃんとリカちゃんちょっといいかな？」

　二人がギョッとした顔でぼくに振り返った。般はん若にやのように鋭い目で睨にらみながら、ひょっとこのように口を尖とがらせる。

「チョット、ヤダきもい。鳥とり肌はだなんだけど。ギャルゴがなにウチらのこと、ちゃん付けって呼んでるのよ。もうお願いだから、休み時間くらいどっか離れててよ。ギャルゴって便所コオロギみたいなんだから、常に男子便所にいってなよ」

「ヒャハハハ、面白い！　ギャルゴって便所コオロギっぽい」

　誰だれが人家の床下などの暗い場所を好んで生息するカマドウマだ。

「男子に人気がある顔のいい彼女が妬ねたましいんだろうけど、さすがにいい過ぎだよ。人の悪口がいいたいんなら、お前らこそ便所にいってこいよ」

　どっちがサヤちゃんで、どっちがリカちゃんだったかな。二人とも呆あつ気けに取られたように口を半開きにしたあとに、顔中に怒りを爆発させる。忙しい表情は最後には泣きだしていた。

「ギャルゴごときにひどいこといわれたって、先生にいってくるから」

「うちらの男友達に仕返ししてもらうから、ギャルゴ覚悟しなよ」

　そういって、サヤちゃんとリカちゃんは廊下に駆けていった。

「ギャルゴありがとう。いいとこあるね」

　ぼくの隣の席の女子が自分の席に戻ってきたところだった。確か彼女はハナさんの親友である。一部男子にはクラス一の微び少しよう女じよと呼ばれていたりもする。微は微妙の微である。目鼻立ちはどれも印象に残らない。決してかわいくないわけではないが、かわいいわけでもないとどっかの男子がいっていた。全国の中学二年生女子生徒の平均の顔をシミュレーションすることができれば、必ず彼女の顔になるだろうといわれている。女子達も男子に対してそうかもしれないが、男子達は女子達の陰であだ名をつけているものだった。大きな鷲わし鼻ばなのとある女子生徒をクラス一の鼻び少しよう女じよと呼んでいる男子もいるが、その話は長くなるからまた今度。

「いや、別に。聞いてて自分が腹立っただけだから。今のやりとり聞いてたんだ？」

「教室に入ってきたら、サヤとリカが話しているのが聞こえてきて、自分の席に戻るのが嫌だったの。でも、そのままなにも聞こえなかったふりして、廊下にいくのも嫌だったから。ギャルゴがいってくれて、ワタシもスッとした」

　ぼくは斜めまえのクラス一の席に視線を飛ばしていった。

「女子って大変だな」

「うん、ハナちゃんは特別綺き麗れいだから。男子から見たら、ハナちゃんは女子みんなと仲良しに見えるかもしれないけど、いろいろあるんだ」

　いろいろが気になったけど、本人のいないところで聞きすぎるのは好きじゃなかった。

「ギャルゴはもっと大変だよね。だって、女子みんな敵みたいなもんでしょ？」

「ああ、でもちょっと違うよ。別にぼくは女子が敵だなんて思ってないよ。女子のみんながぼくに対して、ちょっと苦手で好きじゃないだけなんだよなと思ってる。そんな敵だらけと思ってたら、やってられないよ」

「へえー、ギャルゴって強いんだね。ただのオタクじゃなかったんだ。アハハッ」

「いや、ぼくはただのギャルゲーゴッドだよ」

　クラス一の微少女の中なか村むらさんは、ぼくの隣の席に戻った。

　いつも五センチは離されている机が、一センチに近づけられた。最後にギャルゲーゴッドだよといったのが余計だったかもしれない。

　でもギャルゴというあだ名がつけられてから、隣の女子との机がここまで近づけられたのは新記録だった。



　四十度近い熱で登校したどこかのクラスの男子生徒は、一時間目から保健室での休養を余儀なくされていたとのことだが、教室へのカムバックへの夢むなしく、我が校の校長と同じ年の保健の先生の巨きよ乳にゆうを眺ながめながら、結局強制的に早退させられた四時間目も終わり、給食時間。

「あれ、コトリさんいなくないか？」

　まえの席の大きな背中に声をかける。

　牛乳、鯖さばのみそ煮に米のメシ、豚汁と歯にいいスルメ（袋にそうプリントされている）を自分の机に並べ終えた頃ころだった。

　クラスメイト達も給食の準備を終え、ほとんどが席に座っているから、コトリの席が無人なことが目立って浮いていた。

　フネが振り返る。

「おお、コトリはあれだぞ。昼の放送のゲストに呼ばれたらしい」

　物知りのフネにさらに質問。

「ゲストってなんのことだよ。演劇部の次回公演についてか？」

　生徒が司会を務める昼の放送は、毎週水曜日に毒にも薬にもならないことを伝えてくれる。まず、作文のような棒読み口調で最新というより最近のオリコンチャートの上位曲を適当にかける。あとは、週替わりで部の活動紹介をしているくらい。運動部系の部活なら、「身近な大会に向けて、部員一同頑張っています」というような内容。可もなく不可もない。変に面白い放送をしようとかしないで、無難に済まそうとするのがマボチュー生徒のおしゃれのようだ。

「いやいや、演劇部の紹介のためじゃないみたいだぜ。どうやら、憎きデマ新が一枚噛かんでるみたいだがな」

　それをいうフネは早くも、スルメを一枚噛んでいる。いただきますの号令直前だ。給食はいつもフライング気味。デマ新という言葉にフネの隣のハナさんの薄い肩が少し揺れた。デマ新のエースだということはまだフネには知られてないようだ。

「デマ新がコトリさんになんか用があるのか？」

　黒板の上のスピーカーから、遥はるか昔のケータイの２和音の着メロみたいなしょぼい音楽が流れてくる。クラシックをオルゴール調にした感じ。放送部のオープニング曲だ。

　フネは、まあ聞いていればわかるよみたいな顔をして、身体からだをまえに戻す。

「お昼の放送の時間です。みなさん、こんにちは放送部です」

　スピーカー越しの誰だれかの棒読みの挨あい拶さつは少し怖いものだ。低いテンションのまま放送部の司会の男子が続ける。

「今日は、ポピュラー音楽の放送は中止致しまして、部活紹介の時間を長く放送したいと思います」

　ＪＰＯＰをポピュラー音楽というのは放送部の司会くらいだろう。部活紹介がすぐ始まる。声が男子から女子に替わった。

「創作の地伝を発表していて、面白いほうの校内新聞『デマ新』を作っているデマ会です。よろしくお願いします」

　フネが苛いら立だたしげに首の横を掻かくと、豚汁をかき込んだ。共食い。

「今日は、先日本紙で発表しました第一回創作デマ地伝のデマ新部長賞『両りよう想おもいラブソング』の結果報告をしたいと思います。このデマ地伝は先週の金曜日におこなわれたショッピングセンターサミーの素人カラオケ大会で、好きな人に客席から応援してもらいながら、ラブソングを歌って優勝することができれば、その好きな人と両想いになれるというものでした。それでは、サミーのカラオケ大会で見事優勝しました二年二組の小鳥遊たかなしゆかりさんにきてもらっています。どうぞ」

「はぁい、よ、よろしくおねがいしましゅ」

　無味乾燥な司会とデマ会の部員の声が続いた放送。コトリの柔らかい声が聞こえてきただけで、思わず給食を食べていた手を止めてしまった。

　ただ、コトリは緊張しているようだ。語尾の「します」が「しましゅ」になっていることは全校生徒が気づいただろう。コトリの滑舌がいいのは舞台上だけなんだ。ぼくはドキドキしながら、放送に耳を傾けた。

「小鳥遊たかなしさんはラブソングを歌っていましたが、片かた想おもいの人がいるんですか？」

　いきなり核心的な質問。

「……えへへっ、恥ずかしいけどいますっ」

　両隣の一組と三組の馬ば鹿かな男子の雄お叫たけびが聞こえた。うちのクラスはどうかって？　当然今の一言で盛り上がっている。男子も女子もね。

「それじゃあ、その好きな人に客席から応援してもらっていたんですか？」

　コトリの小さな息づかいが聞こえる。恥ずかしがっているようだ。うちのクラスの男子も女子も給食を食べる手を止めている。ずうー。ぼくの前方で豚汁を啜すするフネ。ぼくはすかさず後頭部を叩たたく。静かにしろ。クラス中が目で訴える。フネは黙った。

「……はぁい、応援してもらっちゃいましたぁ」

　ぐあー。男子の絶ぜつ叫きよう。俺おれはサミーにいっていなかったのにーと泣いている奴多数。どうやらコトリの好きな人が自分である可能性がなくなったと悟さとって、汚い涙で頬ほおを濡ぬらしているようだ。両隣のクラスからも涙を含んだ叫さけび声が上がっている。一方、サミーに素人カラオケ大会を観にいった少数派の男子達は、購入した馬券通りに競走馬が先着したが、電光掲示板に審議のランプが灯ともっているのを見つめる競馬狂のおやじみたいな濁った目で、スピーカーを睨にらんでいる。



    

  
    
      



    

  
    
      「応援してもらったということは、その人とはどうなったんですか？　両りよう想おもいになれそうですか？」

　ずけずけと聞くデマ会の部員だった。ただ、コトリも照れながらどんどん答えていく。この放送をぼくは止めにいかなくていいのだろうか。コトリの爆弾発言がそろそろきてもおかしくない頃ころだ。

「……カラオケ大会のあと、その人のお部屋に初めて入っちゃったんですよぉ。二人っきりだったから恥ずかしかったけどっ、うれしかったですぅ」

　ぐああー。男子の咆ほう哮こう。馬ば鹿かな誰だれかが哀かなしみのせいかなぜか立ちあがった瞬間に、自分の机にぶつかって豚汁が舞った。ごぼうが中空を漂って、床へ。このクラスに至急フーリガン対策を。大多数の男子が生徒から暴徒になるぞ。

　コトリを部屋に招いた記憶を持つ男子など、どこにもいないのだろう。ほとんどの生徒が堪こらえきれず落涙したあと、机に座って豚汁を啜すすり始めていた。塩味が効き過ぎにならないうちに早く放送を終了させてあげてくれ。

「あ、そ、それはよかったですね。それでは、えーと、質問を最後にしたいと思います。小鳥遊たかなしさんは演劇部で活躍されていますが、演劇部の今後の活動について、教えてもらえますか？」

　デマ会の部員もさすがにこれ以上コトリに質問を重ねると、とんでもない発言が飛びでてくる可能性を察したのだろう。放送時間の尺の問題があるせいか、このまま終わりにするわけにはいかず、最後に今までのデマ会の流れを全く無視して、演劇部の話題にすり替えたようだ。デマ会の部員ナイス。

　クラスの男子も女子もやっと落ち着いて、給食に向き合う。白米と思いきや麦入りご飯じゃねえかと誰かの悪態が聞こえたあと、再びスピーカーからコトリの声。デマ会の部員の質問はコトリにとっては絶好のパスになっていた。

「演劇部の顧問の新しん藤どう香か奈な子こ先生はとっても優しくて、まやかし女子大附属中学の定期公演のペアチケットをくれたんですっ。演劇の勉強にって。私は、一緒にその演劇を観にいきたい人がいるんですぅ。同じクラスの田た中なか春はる男おくんです。春男くぅん、つぎのつぎの日曜日って予定ありますかぁ？」

　スピーカーから不意打ちのように問いかけ。

　ぼくの口から、スルメの足が飛びだす。期末テストで一ひと桁けた台の点数しか取らないやつだってわかる。さっきの話の好きな人と、今でてきた田中春男という男。同一人物じゃないのかと。

　クラス中の男子と女子が振り返り、ぼくに視線が集まる。担任の新しん藤どう先生も教師用のデスクからぼくに向かって意味深なウィンク。ぼくを見ていないのは、教室のまえに豚汁のおかわりにいったフネぐらいだ。

　両隣のクラスの引き戸が勢いよく滑すべる音がして、ギャルゴ！　という声が地響きのように聞こえてくる。頼む、大至急フーリガン対策を。

　このままじゃ死傷者がでるぞ。



　なんとか生き延びた。

　両隣だけでなく、別のクラスからもコトリのファンの男子が押し寄せ、みそ煮くらえとぼくの顔面におかずを投げてくる不届き者まで現れた。なんとか寸前でかわせたけどね。各クラスの担任も無能ではない。むせび泣く男子達を自ら受けもつクラスに連れ戻すべく二年二組にやってくる。乱戦の様相を呈ていしていた教室に、ほどなくして放送室から戻ってきたコトリ。その姿を見た連中は「小鳥遊たかなしさんのクラスで暴れて、ごめんなさい」といっておずおずと引き上げていった。二年二組の床にはみそ煮が飛び散ったまま。給食センターの方々にも謝れ。

　コトリは、まわりのみんなの視線が集まっているにもかかわらず、ぼくの机のまえに歩み寄ってくる。時間はいつのまにか昼休み時間に入ろうとしていた。ほとんど誰だれも教室からでることなく、ぼくとコトリを見守っている。やじ馬と馬ば鹿かの放し飼いホースパーク、二年二組。

「今日ね。わかったんだけど、かま子こちゃんって行方ゆくえがわからない中なんだねっ。春はる男おくん、だからかな。たまにちょっとだけ私の顔を見る時、悲しそうな目をしていることがあるのっ。だからねぇ、一緒に演劇観にいって、元気になってほしいなと思って。放送であんなこといっちゃったぁ。えへへっ」

　胸が一度弾はじけるように大きく脈打った。

　ぼくがコトリを不意に悲しそうな目で見ていたのなら、それはかま子のことは関係ない。

　コトリの蜚ひ子ごになってしまっている運命がなにかのタイミングで頭によぎった時、ぼくはそんな表情をしていたのだと思う。

　その場にいた男子と女子は、コトリが好意からではなく、同情でぼくを誘ったのだと思ったようで、「所しよ詮せんギャルゴだもんね」「そんなことだと思った」という声がどこかしこから聞こえてきた。

　コトリとぼくのスキャンダルは沈静化したようだ。



　五時間目と六時間目の間の休み時間。

　石せつ膏こう像の紛失を気にしているフネが美術室を見てくるといって席を離れた。ぼくの隣の席の中なか村むらさんも廊下にでていく。そのタイミングを待っていたかのように、ハナさんが振り返る。ブラックジャックのディーラーがプレイヤーにカードを配るような鮮やかさで、ぼくの机に短冊のような紙を飛ばした。

　文ぶん藝げい春しゆん秋じゆうの文春文庫のしおりのようだ。そう印字してある。余白の部分にメールアドレスが小さく綴つづられていて、メッセージ付き。

『ハナの小説の続きをよろしければ読んで欲しいです。よろしければメールください』

　よろしければの多いメッセージだ。

「早く続きが読みたいと思ってた。夜にメールするから、よろしくなくても絶対続きを送ってきてくれ」

　見えているのは背中だけなのにわかった。彼女が微笑ほほえんだということが。



　放課後。

　帰宅すると車庫には、ぼくの帰りをかま子ことエリアスが今か今かと待っていた。

　初めてピクニックにいく幼児のようなはしゃぎっぷりのエリアス。ぼくのジャージを着たかま子は木こ洩もれ日びのなかの淡い色の花のような笑顔。

　地伝発生中につき、ぼくは念のため、物もの干ほし竿ざおを隠した傘も持っていくことにした。

　ぼく達三人は、まるでディズニーランドに続く道を歩くかのように健康ランドに向かった。



　あやかし健康ランドは、マボチューの校舎一階部分と同じくらいの大きさだった。マボチューの生徒にだけわかりやすい説明。ぼくみたいな地方都市の中学生には東京ドーム何個分っていう表現は優しくないんだ。それに対する反抗。

　健康ランドには屋外の駐車場しかないみたいだったけど、そこは四百メートルリレーができるほど広かった。店てん舗ぽと同じくらいの面積。車は全然止まってない。今日は定休日だったかと不安になったほどだ。ぼくの上着のポケットから顔をだすエリアスが得意げな声をだす。

「ほらね。やっぱり、露ろ天てん風ぶ呂ろの湯が原因不明で噴き上がった健康ランドなんて、そうそう客足は戻らないわよ。真ま幌ぼろ市の人って不思議だよね。よくわからないことでも地伝だったら、ああそうかって納得するのに、地伝以外の不可解なことには厳しいよね」

　その通りだった。

　巨きよ乳にゆう風か邪ぜをめぐる騒動は相変わらずだが、それでも市民は普段通りの生活をしている。

　ただ、巨乳のタレントやグラビアアイドルを募集する若干いかがわしい芸能事務所が、突如巨乳の女性が増えたこの町に気づけばすぐさまスカウトにくるだろう。それはよくない。全国の巨乳好きの男が、住民票を真幌市に移すまえに地伝を解決しなきゃいけない。早急にね。だから、のんきに風呂に入りにきている場合じゃないのかもしれないけど、焦あせったからってどうにかなるものじゃない。四し六ろく時じ中ちゆう口を開けている誰だれかさん。石せつ膏こう像の行方ゆくえは町中を駆けずりまわっているフネにだって、わかっていないんだ。ぼくだって、昨日の夜からずっとどこにいったのか考えてたけど、これについての解答欄は空白のまま。

　まず、どう動けばいいか、温泉に浸つかりながら考えるとしよう。ビバノンノン。



　あやかし健康ランドの正面入口を抜ける間ま際ぎわ、かま子このジャージのなかに隠れるまえにエリアスがいった。

「ねえ、春はる男お。あのライオンっぽく見えるのなに？」

　健康ランドの自動ドアの上、外壁にライオンみたいなデザインのオブジェが鹿の剥はく製せいのように飾られていた。

　タカ＆トシのタカが着ているトレーナーにプリントされたライオンのように、かわいくはないし、埼玉さいたま西武ライオンズのマスコットのレオみたいには勇ましくなかった。

「あやかし健康ランドのマスコットみたいだな」

「へえー、なんかダサイね」

　ぼくとかま子はその言葉に頷うなずきながら、百獣の王にはなれなさそうなライオンの顔の下の入口を抜けた。真ま幌ぼろ市内の商業施設にセンスのよさを求めてはいけない。

　十代後半もしくは成人女性に見えるかま子に年間パスを渡して、ぼくは中学生料金で入店。それが安上がりだ。当然エリアスはバレないように隠れて入るので無料。

　カウンターでバスタオルとハンドタオルと浴衣を受け取り、ぼくは男湯へ。

　かま子とエリアスは女湯へ。



　男湯はガラガラ。

　平日の夕方なんて、露ろ天てん風ぶ呂ろの原因不明の噴出事件の直後じゃなくてもそんなに混む時間じゃないのかもしれない。

　あかすりエステや、整体マッサージの予約状況表なんかも洗面所にかかっていたが、終日ほとんど空欄。

　マボチューの全運動部系の部員でもつかいきれないくらいのロッカーの海を抜けて、いざ大浴場へ。

　ジェット気泡の寝そべれる湯。

　匂においのする湯。今週はラベンダーみたい。

　打たせ湯。

　漢かん方ぽう薬湯。

　檜ひのき風ぶ呂ろ。

　大きくて熱い湯。

　大きくてぬるめの湯。

　水みず風ぶ呂ろ。

　サウナ。

　入口からだけでも、それだけの風呂が見渡せた。

　ただお風ふ呂ろに浸かるためだけに、これだけの種類がある。豊富な選択肢が喜びにつながっているのだ。お風ふ呂ろのバイキング。ぼくは自然と顔が緩ゆるんだ。

　かま子ことエリアスも今いま頃ごろ、こんな風呂を見ているのだろう。きっと喜んでいるに違いない。健康ランドの年間パスをくれたコトリになにより感謝。



　生卵がゆで卵になるぐらい様々な内風呂に浸つかって、楽しみな露ろ天てん風ぶ呂ろへ。

　内風呂からの短い通路を抜けて、外にでる。

　肌を撫でるような温かい靄もや。湯ゆ気げの向こうには目隠しになる高い竹の塀。その手前には玉たま砂じや利りのなかに石いし灯どう籠ろうまで見えた。

　ぼくはさっそく温泉に身体からだを沈める。

　絶景にはほど遠いけど、不思議と湯船にゆっくり肩まで浸かっていると絶景かなといいたくなる。ぼくは結構年寄り臭いのかもしれない。

　細い竹を割って貼はり合わせたような垣根はおそらく女風呂との間仕切り。その竹に沿うように低い岩で囲まれた湯船と、玉砂利に飛び石が置かれたスペースはおよそ半々。教室を一回り小さくしたくらいだろうか。

　貸し切り状態の露天風呂でのんびり湯のなかで手足を伸ばす。極楽極楽。

　ふと岩肌のなかの湯がでてくる口に、目がいった。

　湯がでてくる場所は、ライオンの口になっていた。この狩猟能力の低そうな猛獣の顔には見覚えがあった。あやかし健康ランドのマスコットキャラだ。

　観光地の記念写真が撮れるパネルみたいに岩から顔だけだしている。これまたごつごつした岩を削って作られたと思われるライオンの頭上には、平らに加工された岩の壁面に「温泉ライオン」と彫られたプレートがあった。

　ライオンの口から湯がでていると、ゴージャスな気分になれると考えたのはどこの誰だれなんだろう？　残念ながらあやかし健康ランドのマスコットは、金のライオンの口ではなく、石のライオン。

　貧相なライオンが透明な液体を嘔おう吐とし続けているふうに見えたのは、ぼくだけじゃないはずだ。

「春はる男おー。いいお湯だね」

　塀の向こうからエリアスの声。

　自分が裸の時に女性の声を聞くのって、なんか焦あせってしまう。例え聞き慣れたエリアスの声であってもだ。落ち着いて返す。

「ああ、いい感じだ」

「こっちはね、客がいないさ。貸し切りなの。そっちは？」

「そうなのか。こっちもだよ」

「お風呂って最高だね。こうしていると、巨きよ乳にゆう風か邪ぜの地伝のことも忘れちゃいそう。ねえかま子」

「ワァン」

　かま子ことエリアスの声は心底気持ちよさそうな響き。

　ぼくは大きく伸びをした。その時だ。

「うぐぐっ、地伝だと」

　どこからともなく声が聞こえてきた。水中で喋しやべっているようなくぐもった響き。

　死角なんてない露ろ天てん風ぶ呂ろを見渡しても、やはり誰だれもいない。気のせいかな。

「春はる男お、そっち誰もいないんでしょ。ふふふっ、お邪魔しちゃおうかなー」

　いたずらっ子みたいに語尾を伸ばす。

　ぼくは湯船に浸つかっているにもかかわらず、軽く身み震ぶるいした。エリアスの声には、ぼくを怯おびえさせる魔性の響きがこもる時があるんだ。声紋調査依頼。

「な、なにいってるんだよ。塀を越えられないだろ」

「ふふーん、人間の姿になって犬の時よりは衰おとろえちゃってるだろうけど、それでもかま子の脚力があればこんな壁なんて垂直跳びで越せるよ。ねえ、かま子」

「……ワン」

「かま子待つんだ。グミいっぱい食べさせてあげるから、待って」

「グミよりも、春男と一緒にお風呂に入れるほうがいいもんね。かま子」

「……ワァン」

　かま子の恥ずかしがったような小さな鳴き声が、竹の塀のすぐ向こう側から聞こえる。

　本気でこっちにくる気だ。叫さけんででも止めようとぼくが湯船に立ちあがったのと、エリアスの矢のような声が飛んでくるのは同時だった。

「春男なんか変だよ！　そっちから地伝のオーラがする」

　エリアスだけが持つ能力。地伝の存在が近くにいると、気配を感じることができるのだ。

「うぐぐっ、地伝のオーラがでてたのがバレただと」

　また、ぼくのすぐ近くからこもったような声。

　驚きはそのあとだった。

　景気よく源泉を口から垂れ流しにしていた温泉ライオンの顔が、岩肌からまえに突きでてきた。すると岩の下に埋もれていただろうライオンの石の全身も現れる。脱皮ではなく、脱岩。温泉を吐きだしながら温泉に浸かる等身大のライオンがいう。

「へっへっ、お兄ちゃんもしかして。わし達、地方都市伝説の元凶となるものを成じよう仏ぶつさせているという輩やからかい？」

　首を大きく回して、石のたてがみについた水滴を飛ばす。温泉ライオンはぼくに近づいてきた。ライオンがもといた場所は、猛獣一匹分の空洞になっている。石のかまくらだ。

「……見た目が石だからかな。随分硬くて渋い声だな」

　ぼくは内心焦あせっていればいるほど、軽口を叩たたきたくなる癖がある。

　とにかく距離は取っておきたい。

　湯の抵抗を感じながらうしろ歩き。だが、温泉ライオンはその重そうな身体からだでびっくりするほど素早く跳び上がる。ロイター板を踏み込んだ跳馬の選手のようだ。

　つぎの瞬間にはぼくを飛び越えて、すぐうしろの湯面にダイブしていた。爆発したように湯が弾はじけて、地面も震ふるえる。ぼくは温泉を頭から被かぶりながら、本物のライオンのような身のこなしの温泉ライオンを見据えた。石の身体からだは一トン以上あるのかもしれない。湯面に発生した波が溢あふれて、露ろ天てん風ぶ呂ろの浴よく槽そうから湯が半分以下になったようだ。

「春はる男おどうしたの!?　なにがあったの！」

　心配と悲ひ鳴めいが半々のエリアスの声。

「エリアスなんでもない、くるな！　露天風呂からでろ！」

　ぼくはお湯のなかで尻しり餅もちをついたまま叫さけんだ。

　顔前には息を吹きかけるように、温泉ライオンが口を開けている。研けん磨ま加工されて光沢のある石の牙きばは陽を受けて、鈍く輝いている。

　こっちは慌あわてて手ぬぐいを腰に巻いただけの半裸。

　温泉ライオンは口からまだ源泉を垂れ流し続けている。

　どうしてだろうか。かなりやばい状況のはずなのに、きっと傍はたから見たら間抜けな絵づらだろうと思えて、笑いたくなった。

「へっへっへっ、悪いねいきなり跳んで。挨あい拶さつみたいなもんだよ。でも、こんなんで尻餅ついてちゃ駄目だよ。なあ、お兄ちゃんが地方都市伝説を解決していた男なんだろ。で、女湯から話しかけてくるお姉ちゃんがお仲間ってところかい？　お姉ちゃんは地伝のオーラを感じ取ることができるみたいだな。そいつはやっかいだ。お兄ちゃんを倒してから、向こうにいくとするか。へっへっへっ」

　変に馴なれ馴なれしく、嫌な笑い方をするライオンだった。二人っきりで一緒にはいたくない親しん戚せきのおじさんみたいだ。あやかし健康ランドのマスコットキャラクターのデザインを立案した人がこれを見たら、がっかりすることだろう。性格設定までしていたのだろうか。

　ぼくは余裕があるふうにゆっくりと立ちあがった。焦あせっている時こそ冷静に装う。余裕がないのを相手には悟さとられないようにする。

　ぼくは温泉ライオンから目を逸そらさずに後退った。

　無色透明のお湯のなか、やつの前足がその場で湯船の底を蹴けっているのが見える。楽しげな温泉の水しぶきがあがる。

　ぼくはまえを向いたまま、外との仕切り塀に背をつけた。温められていた身体が竹に触れると、ひんやりとして心地よかった。ここは露天風呂なんだ。戦いもほんの少しリラックスしよう。

「逃げても無駄だよお兄ちゃん」

　弾かれたように突っ込んでくる温泉ライオン。

　今のぼくは地伝の元凶を近くに感じているので、やはり身体能力が向上していた。動体視力は極限まで研ぎ澄まされている。視界はスローモーション再生中。ドーベルマンの時のかま子こに比べれば、フェラーリとミニ四駆くらい差がある。温泉ライオンなんてまだ遅いほう。

　突きだし気味の石の前足。破壊力は文句なしだろう。その軌道はぼくの胸。真横に短くステップ。上半身だけを反そる。ぼくの脇わき腹ばらを温泉ライオンの身体からだが足の先から抜けていく。恐怖のマタドールだ。

　温泉ライオンは勢い止まらず塀に突っ込んだ。竹と石の衝突事故。塀はよっぽどの安やす普ぶ請しんだったのだろう。おもちゃみたいにちゃちな音がして、予想通り半壊した。あまり大きな音を立たせてしまうと健康ランドのスタッフが飛んできてしまうだろうから、助かった。

　竹の塀を下敷きにした温泉ライオンが倒れてぴくりともしない。頭が弱点かわからないがやつの自慢のたてがみには、露ろ天てん風ぶ呂ろの隅にあった石いし灯どう籠ろうまで崩れて、被かぶさっていた。

　温泉ライオンが立ちあがるまえに、ぼくは露天風呂からロッカーへ急いだ。

　物もの干ほし竿ざおを取りにいかなくては。



　ロッカーから物干し竿を持って、露天風呂に戻る。

「お兄ちゃんに避けられちゃったな。へっへっへっ、もう一丁いくか」

　重量感たっぷりの石の身体を起こしたばかりの温泉ライオンが、猫のようにしなやかに跳ぶ。石でできていてもさすがネコ科ということだろうか。ぼくは突っ込んでくる巨石をかわしながら、やつのがら空きの体脂肪率０％の腹に物干し竿をフルスイングした。

　アルミ合金の短い竿さおが気持ちいいほど石を打つ。温泉ライオンは、手が痺しびれるほど硬かった。当然だ。相手は石のかたまりだ。これで成じよう仏ぶつさせられただろうか。だが、特になにも変化のないやつの身体は隕いん石せきのような速度で、そのまま男風呂と女風呂の間仕切りに向かって激突した。竹と石の衝突事故二件目。

　温泉ライオンは、万歳をしたような姿で背中から塀に穴を開け、女湯へと消えた。

「春はる男お！　なんなのよ!?」

　たった今できた穴から、エリアスとかま子こが男湯にくぐり抜けてくる。

「エリアス、かま子。まだ露天風呂にいたのか？」

「当然でしょ。なんの説明もナシじゃ動けないわよ。もう、お湯に浸つかっていたら、突然男湯のほうでなにかすごい衝突音がして。なにがなんだかわからなくなっていたら、つぎはこっちの塀を破って、石のかたまりが飛んでくるんだから。心臓に悪いわ。いや、わたしの場合は、心臓代わりの電池に悪いわ」

　無事でよかった。ただ、ぼくの耳にはエリアスの尖とがった声があまり聞こえていなかった。

　ぼくは衝撃映像を目の当たりにしていたからである。

　エリアスは身体にハンドタオルを巻き付けて、純白タオル地のワンピースみたいにしていたので問題ないのだが。問題があるのは、清純派の元ドーベルマンのほう。

　かま子は犬の時から服を着ていないから、一般的な感覚を持つ女の子と違って、裸を見られるという行為に恥ずかしさを感じないのだ。

　白く輝くような肌は水滴をつけて、ほのかに上気している。胸の膨らみは控えめでも、つんと上を向いていて、健康的でしなやかなふとももは細すぎたりはせず、美しさを秘めた完かん璧ぺきなスタイルだった。

「ねえ、ちょっと、春はる男おったらなにかま子この裸に見み惚とれているのよ！　こうなったら、わたしも脱ぐわ！」

　かま子の足下にいたエリアスが勢いよくタオルを投げる。ぼくの顔にひらひらと舞い降りる。白いタオルに視界が隠されてしまう寸前、おもわずぼくは、絶景かなと呟つぶやいてしまいそうになったのはきみだけに教える秘密だ。

　美しい女性の身体からだのラインを創造したこの世の神様にグッドデザイン賞。なんて馬ば鹿かなことを思いながらもぼくは、エリアスの飛ばしたタオルを掴つかんでいた。

「かま子、これで身体を隠してくれ。目のやり場に困る」

　ぼくがタオルを渡すと、かま子の手が触れた。

「クゥン」

　鼻を鳴らして、手を引っ込めてしまうかま子。

　裸を見られるのは平気だけど、手が触れただけで恥ずかしがる。とんだ純情派だ。

「ちょっと！　わたしは全裸なのに、目のやり場に困らないっていうの！　そのタオルわたしのよ」

　ぼくの足下で騒いでいる羞しゆう恥ち心しんの乏とぼしい女の子。

　彼女達二人の複雑な心理。ぼくには到底理解の道は遠そうだ。



「へっへっへっへっ」

　つかの間、温泉ライオンの存在を忘れていた。塀の向こうの女湯から、渋い声。

　物もの干ほし竿ざおで殴ったのに、やはりまだ成じよう仏ぶつしていなかったようだ。

　大きめのタオルを持ってきて、身体に巻いたかま子。

　タオルのワンピース姿に戻ったエリアス。

　そして、タオル一枚を腰に巻いた情けない格好のぼく。

　ぼく達三人は、塀に開いた穴をさらに広げて、こちらに戻ってくる温泉ライオンを睨にらみつけた。50センチに満たない竿さおを両手でしっかりと握る。濡ぬれた手で滑すべらないよう。

「へっへっへ。なんだお兄ちゃん強かったんだね。その物干し竿は短いくせに攻撃効いたよ。いやそれにしてもひどいよな。今までずっと、人々のために温泉で風か邪ぜを治してきたのに、こんな目に遭うなんて」

「うん？　風邪がどうしたって？」

　温泉ライオンは、露ろ天てん風ぶ呂ろの柱を顎あごでしゃくった。

　そこには源泉の効能が記載された木製のプレートが備え付けられていた。

『感かん冒ぼう治ち癒ゆ・乳にゆう宝ほう育いく』

　右端に書いてあるほうの効能の意味がわからなかった。エリアスもかま子も首をかしげている。

　ぼく達のそんな様子に気づいたのか、温泉ライオンが得意げに説明をしてくれる。

「へっへっ、おにいちゃんもおねえちゃん達もわからないようだね。感かん冒ぼうというのは呼吸器系の炎症性疾しつ患かんの総称。まあ、いわゆる風か邪ぜだ。それとその横の乳にゆう宝ほう育いくというのは、女性に対してだけ発育促進の効果があるってことだ」

　あやかし健康ランドの湯にそんな効果があるなんて知らなかった。

「わしは、噂そん長ちようだかという姿も声もわからないやつに不思議な力を貰もらった。人々の風邪のウイルスを吸い取れる力だ。もともとの源泉より遥はるかに効能は増したんだ。それがわしにはうれしかった。まだ日が浅いこの健康ランドの温泉だが、沢山のウイルスを吸い続けたんだ。そしたら、吸い込んだウイルスがいっぱいになってしまってな、これ以上溜め込めなくなった。そして、また姿も声もわからない噂長というやつがきて、わしにそのウイルスを吐きださせやがったんだ」

　そこまでの話でエリアスが「あっ」と声をあげた。

「もしかして、吐きだしたのって、三日まえの日曜日の夜」

　露ろ天てん風ぶ呂ろの湯が突然吹きだし、近くの道路を走っていたトラック運転手が運転を誤り、電柱に突っこんだというあの日か。我が家を含めた何百世帯かがそのせいで停電になったのだ。

「へっへっへ。そうだよ。その日曜日。ただよ、風邪のウイルスを大量に含んでしまっていたお湯は、本来わしが含んでいた風邪を治ち癒ゆする成分と相そう殺さいしあっていたんだ。そのためかな。乳宝育の効能だけ強くなり、噴水のように噴き上がった源泉の成分が風に乗って町中に広まったようだ。巨きよ乳にゆう風邪のウイルスの潜伏期間はだいたい一日ぐらいかな。人々への感染力は吸い続けた風邪の力を強く残したままでよ。そこの黒髪のお姉ちゃんは巨乳じゃないみたいだけど、もう町中ほとんど巨乳だらけなんだろ。あの噂長とかいうやつの、狙ねらいどおりだ」

　そういうことだったのか。それで月曜日ぐらいから巨乳風邪は急速に真ま幌ぼろ市中で発症していったのか。

　それにしてもさすが地伝。相変わらずムチャクチャな話だった。

　風邪を治す強い効能を与えられた温泉が、人々の風邪を治し続け、そのため風邪のウイルスを自分にため込みすぎてしまって、それを吐きだす。吐きだした湯には、女性の発育を促進する成分だけが強く残っていた。そうして巨乳風邪が生まれた。中一の一学期の数学で、初めてマイナスにマイナスを「×かけ」たら、プラスになると教わった時の混乱に近い。

「話はわかったよ。じゃあ、人々の風邪を治し続けてくれた温泉ライオンには悪いけど、成じよう仏ぶつしてもらわないとな」

「なあ、風邪のウイルスって吸うととってもうめんだよ。取引しよう。わしを逃がしてくれたら、これから、もしおにいちゃんが風邪ひいたら最優先で治してやるぜ。おにいちゃんも巨乳好きだろ。わしを成仏させたら、おねえちゃん達の胸がもとにもどっちまうぜ」

　ぼくはひどく珍しい光景を目の当たりにしていた。揉もみ手をする石のライオン。いいところもあるやつに思えたが、人間と同じで温泉ライオンにも下品なところがあった。これで気兼ねなく解決できる。

「春はる男お、あいつの弱点はお湯がでてる口のなかよ。あそこに物もの干ほし竿ざおを突いて」

　ぼくは頷うなずくと、エリアスを抱えたかま子こを背に、温泉ライオンに歩み寄っていく。

「へっへっへっ。お兄ちゃんは強いけど、このままやられるわけにはいかねえんだよ」

　温泉ライオンは口を大きく開けて、突っこんでくる。芸のない直線的な攻撃。ぼくは、高速で飛んでくる墓石のようなやつの身体からだを冷静に見据えて、ビリヤードキューが球をつくような感じで、短い物干し竿を突きだす。やはり温泉ライオンは百獣の王じゃない。強くはない。さよなら。温泉ライオンの口に物干し竿の先端が食い込んでいくほんの刹せつ那な。視界の端、露ろ天てん風ぶ呂ろの外との高い仕切り塀の上に人影。その影が急速に迫って、竿さおを横から蹴けっ飛とばした。竿の先端がライオンの頬ほおの裏側を打ちつけ、ぼくと温泉ライオンは横に吹っ飛ばされた。

「えっ、なにこいつ！」

　エリアスが、露天風呂の闖ちん入にゆう者に声をぶつける。

　細かい玉たま砂じや利りの上に落ちた身体を起こして、ぼくは闖入者の姿を確認した。

　今この場にいるどの女性陣より白い肌。しかも入浴客のごとく服も着てない。タオルもまとっていない。生まれたままの姿。いや正確にはつくられたままの姿。スタイルは肉付きがよすぎる感じだけど肥満ってほどじゃない。皺しわ一つない身体。でもこれっぽっちの魅力も感じない女性の裸だった。なんていったって闖入者は、昨晩かま子とレスリングをして、両腕を失ったあの石せつ膏こう像だった。

「ふー、アナタが温泉ライオンね。全く巨きよ乳にゆう風か邪ぜなんていうくだらない地方都市伝説を広めてくれて困るわ。おかげでつぎに地伝になる予定の蜚ひ子ごのわたくしの胸まで、ボインボインになっちゃったじゃないのよ。まぁこれはこれでわたくしの美しさがさらに際だつようになっていいんだけど。問題があるわよ。普通の石膏像は地伝の影響なんて受けないのにわたくしが地伝の影響を受けちゃったら、地伝を解決している輩やからにバレちゃうじゃないのよ。あら、この温泉は美肌効果はあるのかしら」

　おしゃべりな女性の石膏像。石膏でできた身体から高い声が発せられるのが不思議だった。露天風呂の縁に腰掛け、競輪選手のような立派なふとももを湯に浸つけている。

　石膏像がエリアスとかま子に気づいて悲ひ鳴めいを上げた。

「イヤー！　そこの黒髪の女と、金髪の小人は！　昨日はアナタ方のせいで最悪よ。わたくしはね、自分の胸にあうブラジャーをやっと見つけてちょうだいして、幸せな気持ちで寝ていたの。そしたらブラジャーを勝手に外して、美しいわたくしの姿を撮っていったデブのボーヤがいて、それには腹が立ったけど、そのケータイを奪えたから結果としてはよかったの。そして、ルンルン気分でわたくしの写メを見ていたところをとっても邪魔してきた暴力的な方々じゃないの！」

　ブラジャードロボーの正体は石膏像だったようだ。ぼくはこいつのせいで容疑をかけられていたのか。嫌になる話だ。

「黒髪の女！　昨日はアナタ方が怖くて声もだせなかったわよ。もう、おかげで両腕なくなっちゃったのよ。まぁこれはこれで、わたくしがミロのヴィーナスみたいでますます綺き麗れいになった気がしますわ」

　呆あきれるほどのポジティブな石せつ膏こう像が、美と愛の女神の立ち姿を露ろ天てん風ぶ呂ろの湯ゆ気げの立つ敷石の上で再現する。ルーブル美術館の至宝。大理石でできたヴィーナスに劣等感でもあるのだろうか。マボチュー美術室のガラクタ、石膏でできたアスリートがいう。

「あら、もしかして、わたくしのほうが綺麗じゃないかしら。今度からわたくしこそがヴィーナスね」

　昨日のエリアスの話通り気色悪いほどのナルシストだった。ぼくは声をかける。

「なあ、昨日マボチューから逃げだして、今までどこにいってたんだい？」

　石膏像が腰に手を当てて、ぼくに振り返る。石の胸は微動だにしない。全く揺れない巨きよ乳にゆうは怖いものだ。

「あら、わたくしのことが気になっちゃうの？　市内の公園の噴水の側に立っていたわ。みんながわたくしの身体からだをジロジロと見ていくのよ。もう、わたくしの美しさに虜とりこといった様子だったわ」

　馴な染じみの公園の噴水の側に、ある日突然石膏像が立っている。注目されるのは当然だ。それなら、誰だれだって見るだろうよ。

「こちらにきたのは、温泉ライオンに文句をいいにくるだけの予定だったけど。ボーヤは、地伝を解決している子でしょ。あらヤダ、困ったわ。倒さないと、わたくしの華麗なる未来はなくなりそうね」

　石膏像がぼくにウィンクを一度送ってくる。メチャクチャに遅くて重そうな瞬まばたきだった。石のシャッターの開閉。たまらず顔から目をそらす。こちらに歩いてくる石膏像が足に真っ白い汗を流して、心なしか細くなっているのが気になった。

「春はる男お、そんなキモイ女。ライオンと一緒にまとめてぶったおしちゃえ」

「あら、わたくしは女ではないわ。だって、わたくしの身体を見てちょうだい。乳首もないし、それに肝心の下のほうも真っ平らで、凹おう凸とつがないのよ。男でもないけど、女でもないわ」

　すっかり会話から外れていた温泉ライオンが、壊れた竹の間仕切りに背を預けながら、前足でたてがみを掻かいた。

「へっへっへっ。なんかよくわからないが、変なやつがきちまったな」

　喋しやべる石のライオンに、これまた喋るオカマの石膏像。

　敵の容姿は、特に気にしないようにしよう。



　玉たま砂じや利りの上の裸足に力を入れ、短い物もの干ほし竿ざおを強く両手で握る。

　ここまでで、敵の特徴はわかっていた。

　動きがなかなか速くて、攻撃力も防御力もかなり高い温泉ライオン。

　動きはかなり速いが、攻撃力も防御力も弱いオカマ石せつ膏こう。

　かま子こにオカマ石膏の相手をお願いしようとしたら、それを察したのか、かま子の肩の上にいるエリアスが力強い笑みを見せた。

「春はる男おがまずオカマを倒して。温泉ライオンはかま子に任せて。どっちみち春男の物もの干ほし竿ざおじゃなきゃ、成じよう仏ぶつさせられないし。ライオンのスピードなんてかま子にとってはわけないわよ。軽く鬼ごっこしてるわ。ねえかま子」

　タオルを巻いたかま子が、しっかりと頷うなずいた。姿は人間でも、その瞳ひとみがタニザキの警備中の時のように燃えていた。

「すまない。すぐオカマ石膏を倒して、そっちにいく」

「じゃあ、戦闘要員じゃないわたしは、ごめんだけど。離れてるわ」

　エリアスは女湯の入口の石いし灯どう籠ろうの陰に隠れる。エリアスのいう通り人間の姿になってもかま子のほうがライオンよりは、数段速い。攻撃を避け続けるのはわけないだろう。ぼくはオカマ石膏をいち早く倒すことに専念するとしよう。

「あら、作戦は終了なの。そお、わたくしの相手は黒髪の女じゃなく、ボーヤのほうなのね。かわいがってあげるわ」

　ぼくは軽口を止めて、一気に間合いを詰めたオカマ石膏に、物干し竿を顔面目がけてスイング。捉とらえたと思ったが、あと数センチのところで顔をかすめてよけられる。リーチの短い竿さおの感覚がまだ掴つかめてなかった。表情筋のないオカマ石膏は、声に余裕を滲にじませた。

「ヒーロー坊やもまだまだね。本当はわたくしの地伝が広まった時に戦いたかったけど、肉弾戦も悪くないわね。美しいわたくしには似合わないけど」

　オカマ石膏が一歩踏み込むと、鞭むちのようなハイキックが飛んできた。オカマ石膏はぼくを狙ねらっていなかったのだろう。その蹴けりは反応できなかったぼくの鼻先をかすめて、振り抜かれた。

　竿で顔面を守るように構えたまま、オカマ石膏と対たい峙じする。

　棒術対足技の異種格闘技戦。リングは男湯の露ろ天てん風ぶ呂ろ。オカマ石膏はここが美術室の気分で、その場でポーズをして話し始める。レフェリーなんていないからなんでもありだ。オカマ石膏の下の玉たま砂じや利りの小気味いい音がした時、ここからでは見えない女湯の引き戸が開けられたような音がした気がする。おい、勘弁してくれ。石膏像と物干し竿を持った少年が戦っていて、石のライオンが黒髪の美少女を追っかけ回しているのを見られるわけにはいかない。

　焦あせるぼくにもう一発ハイキックが飛んできた。今度は側頭部を狙うコース。物干し竿でなんとかガードした。石膏像のウエイトが軽いせいだろう。見た目より威力のない蹴りだ。

「ちょっと、ボーヤ。わたくしの地伝はどんなになるのか聞いてくれないの？」

　いち早くオカマ石膏を倒そうと、短い竿でやつの首筋を狙うが、後ろへのステップでかわされてしまう。もう少しでやつを捉えることができそうなのに。

「じゃあ、成仏するまえに教えてくれよ。オカマ石膏」

「あらヤダ。オカマ石せつ膏こうってわたくしのこと？　いやね。まあ、教えてあげるわ。石膏像になってしまうデッサンの地伝よ。美術の時間にわたくしをデッサンした人は、描き終わった直後、石になるというものよ。どう？　怖いでしょ。それなのに巨きよ乳にゆう風か邪ぜのせいで、昨日なんてどんどん胸が大きくなって、いつもの姿勢じゃバランスとれなくて倒れちゃったんだから。身体からだに傷をつけたくないから、なんとか堪こらえてせめてゆっくり倒れたんだけどね。もう最悪よ」

　長々と話すオカマ石膏のうしろの女湯では、余裕な顔でスキップするかま子こと、「お姉ちゃんすごく速いな」とぼやく温泉ライオンの姿が見えた。

　どうやら、さっきの女湯の入口が開いた音はかま子かもしれない。もし、一般客がきていたのなら、あんなふうにスキップなんかしてられない。

　安心したぼくはおしゃべりなオカマにいい返した。

「ああ、最悪だな。オカマ石膏のその地伝も、あそこの温泉ライオンの地伝も。オカマのあんたにその力を与えたのは噂そん長ちようなのか」

　素直に答えてくれるとは思わなかった。聞くだけ聞いてみる。その間に、やつのローキックが飛んできたが、笑ってしまった。ふとももにもろに受けたのに、まるで痛くなかったのだ。エリアスがぼくにオカマ石膏を最初に任せた理由がわかった。ぼくがこいつにダメージを受けることはないのだ。少し焦あせりの浮いた声でオカマ石膏がいう。

「あらタフなのね。素敵だわ。ええ、そうよ。噂長様は最高のお方だわ。わたくし達の親ですもの」

　素直に教えてくれる。オカマ石膏の頭は軽石よりも柔らかいのかもしれない。石頭ではない石膏像に質問を続ける。

「真ま幌ぼろ市中の多く女性の胸を大きくする地伝っていうのも噂長が考えたわけだよな」

「当然じゃない」

「なんでそんな地伝をつくったんだろうな」

「それは簡単なことじゃない。噂長様は胸にコンプレックスがあるの。だからよ」

　思いもよらないタイミングで、噂長のヒントがもらえた。

　ただ、おしゃべりはここまでだったようだ。

「あら、ちょっとボーヤ、もしかしてわたくしから噂長様のプライバシーを聞こうとしてるのかしら？　その手には乗らないわよ」

「いいとこあるなオカマ石膏。充分聞いたよ。ありがとよ」

「噂長様のことを知ったからには生きて帰さないわよ。ギャア！」

　ベタなセリフを吐いたあとオカマ石膏は、しゃがんで敷石に顔をつけた。なにをやってるんだ。そのままの姿勢からほんのひとっ跳びでぼくとの間合いを詰める。やつの身体はすぐ目のまえ。足にばかり注意していたのが間違いだった。ぼくには攻撃が効かないと悟さとっていたらしいオカマ石膏は、口に先の尖とがった敷石のかけらを咥くわえていた。それがやつの新しい攻撃か。精一杯身体を捻ひねるぼくの二の腕に鋭い痛み。鋭利な石の先がかすめたらしい。追撃を避けるように身体からだをオカマ石せつ膏こうから引き離す。やつは追ってこない。腕には赤いペンでなぞられたように、血の薄い線ができていた。

「さあ、早くしないとここに誰だれかがきて、美しいわたくしが戦っているという勇ましい姿を見られるのはイヤだわ。終わりにするわ」

　終わりにするのはこっちも同じだ。ぼくは駆けだして、より速く短いモーションを意識して片手で物もの干ほし竿ざおを振り下ろすが、やつのステップにかわされてしまう。

「ボーヤは、わたくしを捕まえられるかしらね」

　悔しいがやつのいっていることは正解だった。視界の向こうでは、かま子こが踊るように温泉ライオンの攻撃を避け続けている。ライオンは「ちょっと休憩」といって、座りこんでいた。女湯の緊張のない戦いと、男湯のそこそこ真剣勝負。オカマ石膏がスプリンターの速度で駆けてくる。やつの口には、尖とがった石。ぼくは物干し竿を真横に払うように振る。オカマ石膏の跳びが速かった。竿さおはかわされ、空中で半回転したやつの顔がぼくの顔面数十センチまできていた。物干し竿を振り上げるにも間に合わない。ガラス片のように尖った石がぼくの顔にめり込むのがイメージできた。

　避けられない。目を瞑つぶりたくなった瞬間その声を聞いた。



「つっぱれー」

　空中のオカマ石膏の脇わき腹ばらに、なにかが突き刺さる。

　ぼくの顔面まであと小石ひとかけらだったオカマ石膏の顔は、一瞬で視界の端に消えた。

　オカマ石膏の身体を吹っ飛ばしたのがなにかわかった。それはライムの操るつっぱり棒だった。音速で伸びた棒は、掃除機のコードを巻き取るくらいの速さで元のサイズに戻った。

　ライムがぼくに怒ったままだったのも忘れて、ぼくは微笑ほほえみかけた。小さくて細い身体に不釣り合いなほど大きな胸にタオルをしっかり巻いているライム。ぼくに見られるのを嫌がるように胸を片腕で被おおい、よく見ていないと気づかないくらいのほんの小さな笑みを浮かべた。

「ギャアアアア！　美しいわたくしの身体が！」

　オイルを注さしてない自転車のブレーキ音みたいな甲高い声。

　男湯の湯船に突き飛ばされていたオカマ石膏が、骨格標本のようにガリガリになって、湯からでてきた。

「あとでくわしく話すけど、あれはエリエリが教えてくれたの。石膏像は水分に弱いって」

　ぼくの隣に並んだライムが、切れ長の瞳ひとみで石膏像を見据える。

「わたくしの身体をよくも傷モノにしてくれたわね！」

　石膏像の身体には当然筋肉などないようだ。めっきり細くなったふとももでも、踏み込んでからの一歩二歩のスピードは変わらずに速い。やつは跳び上がると、塀の上に立った。

「あたしに任せて」

　小柄なライムの身体からだが背中を向けて、ぼくの腕のなかに入る。

　物もの干ほし竿ざおを持つぼくの右手の上に、ライムの手が重ねられた。

　ライムを背中から抱いているような姿勢になっている。男は間抜けだ。こんな状況でもタオル一枚で密着したぼくの胸とライムの背中にどきりとしてしまう。わずかにラベンダーの匂におい。ライムも香りの湯に入ったのだろうか。いや、そんなこと考えてる場合じゃなくて、戦いに集中。

「あなたは握っていて。あたしがやつを打つ」

　ぼくが物干し竿をしっかり握っていないと、あたしがオカマ石せつ膏こうを叩たたいても成じよう仏ぶつしないからよろしくね。ライムの短い言葉にはこれくらいの内容があったような気がする。

　オカマ石膏が呻きながら、助走をつけるように仕切り塀の上を激走し、跳び上がると細い身体を槍やりのようにして、突進してくる。湯で溶けた石膏の頭は、確かに槍のように尖とがっている。

　ライムの小さい身体がぼくの腕のなかで回転する。ぼくは物干し竿を握る力だけを残し、自然体に。ライムに委ゆだねた身体がつられて回転する。

　物干し竿のアッパースイングがオカマ石膏の顔面を、激しくミートした瞬間。ぼくの顔面にもライムの濡ぬれたツインテールが被かぶさった。その細くて、キラキラとした髪の向こうに、オカマ石膏の最期の姿が見えた。空中で石膏は灰になって、漂い、やがて、灰も見えなくなった。

「ふう、解決できたね。胸のせいでスイングはスランプ気味だけど、短い竿さおだから打ちやすかったし、さすがに的まとがあれだけでかければ打てるね」

　背中をぼくの胸につけていたライムが振り返る。あまりに顔が近くにある。ぼくが照れるまえにライムが顔を赤くして、身体を離した。

「まだあたしは、あなたのこと許してないんだから。地伝の元凶の相手をしなくちゃいけないから、仕方なく話したんだからね」

「すまんライム。なあ、なんでここにいるのか教えてくれない？」

　そっぽを向いたライムだったが、その小さな背中越しに、なんだかんだいっても話してくれる。

「打撃不振を直そうと思って、健康ランドのマッサージを受けていたの。そして、お風ふ呂ろに入ってて、露ろ天てん風ぶ呂ろにきたら、こんなことになってるでしょ。露天風呂の入口のところにエリエリがいて事情を簡単に聞いたわ。まあ、その時に、石膏像の足がお湯に浸つかってから細くなっている話も聞いたんだけどね。だから、湯船にぶち込んでやってとエリエリの指示。もう、つっぱり棒は持ってきてたから急いでロッカーに取りにいったのよ。ってそれはいいとしてキャンディちゃんは」

　かま子このほうを振り返ると、温泉ライオンが肩を落として歩いてくるところだった。

「お兄ちゃんとお姉ちゃんめっちゃ強いな。もう、わしバテバテだ。痛くしないで成仏させて。わし定位置に戻ります」

　温泉ライオンは、元いた岩の間に身体からだを戻した。相変わらず口から湯を垂れ流したまま。その湯が、足湯くらいに浅くなってしまった露ろ天てん風ぶ呂ろの湯船に注そそがれる。ぼくは物もの干ほし竿ざおで、温泉ライオンの口のなかを軽く突いた。

　間抜けだが、それで地伝の元凶を倒した。

　温泉ライオンの石の身体が一瞬目映まばゆく光って。予想外だったが、口から爆発するように湯を吐きだした。

　その湯は何本かの筋となって、恐ろしい水圧で天に昇ったり、無事だった箇所の竹の塀を砕いたりした。

　幸いぼく達は無事だ。

「危なっ！　あーあ、一瞬だけ金のライオンになったね」

　エリアスが呆あきれた声をだす。

「ああ、全然ゴージャスな気分を味わう間がなかったけどな」

　半壊した露天風呂。かま子この肩の上に移動していたエリアスがライムの胸を見つめた。

「それにしてもいつ見ても慣れないな。あどけない顔なのにおっきいオッパイのライム。あとで谷間勝負しましょ」

　最後に温泉ライオンが噴き上げた湯の成分を含む空気をおそらく吸ったせいだろう。タオルで押さえていたライムの豊かな胸は、バルブ式ふとん圧縮袋使用後の羽う毛もう布ぶ団とんのように徐々に平たく萎しぼんでいった。慎つつましやかな膨らみが残る。

「やった！　エリエリ、谷間勝負はできないけど、ホームラン競争ならいけるわよ」

　確かに巨きよ乳にゆうでなくなればライムの打撃不振も改善されるだろう。巨乳風か邪ぜは無事解決。

　しかもつぎに起こる予定だった石化デッサン（今名付けた）の地伝も解決できた。

　そして新たにわかったことがある。蜚ひ子ごであるオカマ石せつ膏こうを物干し竿で殴ったら、その姿は石灰と化して、成じよう仏ぶつしてしまったのだ。

　ということは、蜚子であるコトリを物干し竿で叩たたいてしまえば、もしかしたら彼女の運命を救えるのではと少しだけ思ったが、それは絶対しちゃいけない。

「さあ、温泉に充分浸つかったし。帰ろっか。ねえ、春はる男お。家に帰ったらかま子にマッサージしてあげてよ。今の戦いで疲れちゃっよねかま子」

「……ワァン」

　健康ランドに入浴しにきたにもかかわらず、地伝の元凶との戦いで疲労感を感じるぼく達。

　恥ずかしそうに俯うつむくかま子。いたずらっ子のエリアスがニヤニヤと笑う。

「わたしにもお願いね。そうだな。かま子とわたしの希望コースは、全身オイルマッサージかな」

「……クゥン」

　俯いていたかま子がチラチラとぼくを見る。その視線の意味がわかった。ほんとにお願いしていいんですか？　というもの。

「ごめんかま子こ、グミで許してくれ。肩たたきぐらいでよかったらさせてもらうよ」

　かま子はそれでも笑顔になって、頷うなずいてくれた。エリアスはもともと冗談でいったつもりだったのだろう。「やっぱり春はる男おはつまらないの」と頬ほおを軽く膨らませた。

　ぼく達三人がすっかり和んでいるなか、ライムが突如なにかに気づいたように「ヤダ」と声を漏らすと、小動物のように怯おびえた目をぼくに向けた。

「エッチ。変態。もう地伝の元凶を倒しのよ。タオル一枚のあなたと、タオル一枚だけのあたしがなんで一緒にお風ふ呂ろにいなきゃいけないのよ。もう早くでていってよ！」

　悲ひ鳴めいのような声。

　この露ろ天てん風ぶ呂ろにはぼくの居場所はないようだ。

　焦あせったぼくは急いで内風呂へと通じる引き戸を開けようとしたら、エリアスの声が飛んできた。

「春男違う！　そっちは女風呂へ通じちゃうよ」

　混乱したぼくが引き戸を三分の一ほど開けた状態で、立ち止まる。残りの三分の二が内側から開かれた。

　広こう辞じ苑えん第六版のかわいいという言葉の参考例にしたいくらい愛らしい少女が音もなく、露天風呂に現れたのだ。



「あれっ、春男くん。なんで女湯にいるのぉ。あっ、ここって混浴なんだぁ」

　コトリだった。

「あ、うっ、えーと、おっと、いや」

　ぼくは別にア行の発音を一通りしたかったわけじゃない。

　焦るのも無理はない。コトリは大きなタオル一枚を身体からだに巻いているだけ。タオルの下の端は、つけ根に近いふとももに水気を含んで貼はりついていた。きわどすぎる股また下した数センチ。タオル越しの太ふと腿ももの肌色がうっすらと透すけて見えた。タオルで隠されていない肌は、降り注そそぐ陽に白く輝いている。こんなに露出度の高いコトリを初めて見た。

　ぼくにとってはＰＧ12指定級に刺激的なコトリの姿が、Ｒ15指定級に変わる瞬間はすぐそこまできていた。

　コトリは露天風呂に足を踏み入れて、当然外気に触れている。ということはライム同様、地伝の効果が無くなるタイミングがきていた。

　コトリは大きめなタオルをきつめに巻いていたのだろうけど、胸の膨らみがいつもの大きさにあっという間に戻ったため、タオルははだけて玉たま砂じや利りの上に落ちた。桜が舞い散るように音もなく落ちていくタオル。コトリの身体の肌色の面積が鎖骨のあたりから下へ増えていく。

　柔らかな表情でぼくを見つめてくれるコトリ。

　距離はお互い手を伸ばせば指先が触れられるくらい。いつも見ているコトリの顔の下には、今まで一度も見たことがない姿が広がっている。

　ぼくはコトリの裸を見てしまった。

「あれっ、春はる男おくん。なにかついてるよぉ。髪の毛に」

　コトリはタオルが落ちたことにまだ気づいてないままさらに近づいてくる。もはやＲ15指定というよりＸ指定級だ。ぼくは強烈な光景に、瞳どう孔こうが開きそうだ。裸のコトリの伸ばした小さくて白い手が、ぼくの髪に触れる。

「なんか、ザラザラするぅ。ちっちゃな石みたいなのがついてたよ。ふふっ、どうしたの春男くん？　そんなに見つめられちゃ照れるよ」

　ぼくのなかでは、先ほどの温泉ライオンの身体からだより遥はるかに硬い、すなわち鉄の意志が働いていた。

　コトリの顔だけを見つめ続けるんだ。視線を下げちゃいけない。そこにはコトリの胸がある。巨きよ乳にゆう風か邪ぜの影響を受けた胸ではなく、本来のコトリの胸。ぼくにはそっちのほうが、いきなり大きくなった胸より魅力的なのだ。さらにコトリの胸の下には、かわいくて小さなおへそ、さらにそのおへその下には最も見てはいけないものがある。

「どうしたのぉ。えへっ、混浴って恥ずかしいね。私ね、実はね、春男くんと健康ランドにいきたかったんだけどぉ。お胸が大きくなってるのが恥ずかしくて、誘えなかったんだぁ。でもでもね、春男くんが健康ランドのチケットをつかってくれていてうれしいよ。ここのお風ふ呂ろって風邪を治す効能があるみたいだから、お胸も、もとに戻るかなぁって思ってきたんだぁ」



    

  
    
      



    

  
    
      　コトリがぼくに向かって話してくれている間。彼女のうしろで繰り広げられるアクションものの無声映画のような光景には、ぼくは視線がいかないように気をつけた。

　かま子ことエリアスとライムの三人は、女湯の内風ぶ呂ろへと通じる露ろ天てん風ぶ呂ろの出入り口を通過していったのだ。コトリのすぐ後ろを通ったにもかかわらず、彼女に気づかれずに。歩けば足音を立ててしまう。どうやってでていったかというと、ライムは戦闘につかったつっぱり棒を音もなく、角度をつけて外塀と内風呂への通路の壁に張り、そのつっぱり棒に自分の持っていたタオルをかけ、無音のターザンをやってのけたのだ。当然、身体からだに巻いていたタオルがつかわれたので、素早く通り過ぎていったかま子もライムも裸であった。

　ぼくは、意識が飛びそうになるのを堪こらえるように一度強くまばたきをした。効果なんてほとんどない。気休めだ。

「コトリ、あの、その、身体がさ」

「うんっ？　身体がどうしたのぉ」

　なんとかコトリにタオルが落ちてしまっていることを気づかせたくて、必死だった。タオルが落ちていることを伝えてしまえば、コトリの裸をぼくが見てしまったこともわかってしまう。だからどうすればいいんだろ。このままの状態で話しているのはまずいことはわかる。

　微笑ほほえむコトリと見つめあう数秒。

　そこへ男湯の内風呂に繋つながる通路の方から複数の男の声。ぼくはすぐ行動に移す。コトリの手を取った。何度か握ったことがあるけど、その柔らかさに慣れることはなくて、やはりドキリとした。壊れちゃいそうな小さな手を持って、男湯のほうから仕切りの穴越しに見えない場所へ引っ張っていこうとする。

「コトリ、こっちへ」

「えっ、春はる男おくんなに？　あぁ、やん」

　コトリは拒むように嫌々をする。

　コトリの胸の先が握った手のうしろに見えた。これでもかと焦あせる。目眩めまいがしそうなほどとまどう。こんな時に限っていつかエリアスがいった下ネタを思いだした。「全ての道はローマに通ず。全ての皮ひ膚ふは乳首に通ずよ春男。わたしの手の甲の皮膚を見ながら、わたしの乳首を想像してみなさい」家に帰ったら、馬ば鹿かな下ネタドールにお説教だ。

　男達が露天風呂に入ってくるまであと少し。ぼくはエリアスの下ネタも頭から振り払い、コトリを女湯の塀の陰に引き込んだ。女性にした初めての強引な行為。ぼくは事故とはいえ、裸を見てしまったことをコトリに申し訳なく思う。でも、コトリの裸を別の男に見せるわけにはいかなかった。そんな恥ずかしい思いをコトリにさせるわけにはいかなかった。それになにより、ぼくが嫌だった。きみだって、自分の好きな子の裸を他の男が見るなんて堪えられないだろ。内科検診でじいさんの医師にだって、好きな子の裸は見てもらいたくないもんだよな。

　ぼくは強く引っ張りすぎた。コトリはバランスを崩して、ぼくの胸へ。割れもの注意の大切なものを抱き留めるように、ぼくは気がついたらコトリの身体からだを受け止めていた。ぼくの足下のバランスも崩れる。そして、そのままステップを踏むように、女湯側の壊れていない竹の塀にコトリの背中を押しつける。

「ごめんコトリ」

「ううんっ、だいじょぶですぅ」

　囁ささやくような声のぼくとコトリ。これなら男湯の露ろ天てん風ぶ呂ろからは完全に見えないはずだ。

「あっ!?　おい、やっぱり露天風呂壊れてるよ。うわー、湯が飛びだしていたっていう目撃談は本当だったな」

　慌あわただしい声がした。ぼくとコトリは抱き合ったまま動けずにいた。

　ぼくの手や腕、胸に腹に太ふと腿もも、膝ひざすらもコトリの柔らかな肌に密着していた。十一月の露天風呂。湯船で温まっていたぼくの身体はすっかり冷えていたが、温泉そのもののように温かいコトリの身体に熱をもらう。冬の始まりの匂においのする風がぼくの肩をそっと撫でても、少しも寒くなんてなかった。心臓がオーブントースターにぶち込まれたみたいに熱くて、それでいて温泉の匂いのその向こうに、優しくて控えめなコトリ自身の匂いを嗅いだ。

　露天風呂にきた男達は引き返していったようだ。声と足音が遠のいていく。

「えへへっ、春はる男おくぅんにいっぱいギュッてしてもらってる。体温すごく感じる。ドキドキしちゃうよぉ」

　コトリの柔らかい声を耳の側で聞いた。耳たぶにはコトリの息までかかる。ぼくの五感はフル稼働中。なかでも触覚は獅し子し奮ふん迅じんの活躍をみせてる。オカマ石せつ膏こうに切られた二の腕の擦り傷の痛みなどシャットアウトして。コトリの身体の熱や柔らかさしか脳みそに伝えられてこない。痛覚を除いて、大忙しの皮ひ膚ふ感覚だった。

「あっ、私、はだかですぅ」

　コトリは自分がタオルをまとっていないことに今気づいたようだった。コトリの唇がぼくの鎖骨に触れてしまいそうな距離から、見上げられる。上目づかいのコトリの瞳ひとみは、いつもと変わらず穏おだやかで優しげだった。

「どうしたの春男くぅん？　顔が怖い人になってるよぉ」

「ごめんコトリ。無理矢理抱きついたりなんかして。他の人が露天風呂にきそうだったから」

　コトリの裸を見られたくなかったから。それは口のなかだけで呟つぶやいて、声にはならなかった。コトリに向かって、「コトリの裸」という言葉をいうのが無性に恥ずかしかった。でも、ぼくもよほど混乱してたんだと思う。露天風呂に二人だけになっているのに、まだ抱きついたままで、コトリの身体を離すの忘れていたのだから。

「春男くぅん。気にしないで。私、男の人に裸見られるの恥ずかしいから、守ってくれてありがとぉ。あっ、でもでもね。春男くんに見られちゃったのも恥ずかしいよぉ。えへへ」

　どちらからともなくぼくとコトリは身体からだを離した。ぼくは慌あわてて目を逸そらす。ぼくは気づかなかった。ぼくの腰に巻いたタオルが今まさに落ちようとしていることに。この露ろ天てん風ぶ呂ろにはトラブルが立て続けに起こる別の地伝でもあるんじゃないだろうか。

　ぼくのタオルも落ちた。

「やっ、やだ。恥ずかしいっ」

　顔を真っ赤にして慌てるコトリ。

　このあとコトリの驚異の天然っぷりが発揮された。

　ぼくの下腹部のアレがコトリに見られてしまい。それを見たコトリは恥ずかしくなり、自分の視界からぼくのアレを外そうとしたのだろう。ここまでは正常なリアクション。ただ、コトリはぼくから目を背けるという思考がなかったらしい。両手をあわせてコトリの小さな手が伸びて、ほんの数瞬のうちにその手がどこに向かっているか気づいた。コトリはその手をぼくのアレにかざして、視界から外そうとしているのだ。コトリの足下のいたずらっ子の玉たま砂じや利りが、ジャリジャリと笑い声のように続けてなった。コトリが足を滑すべらせていた。小さな手がぼくのアレに一直線に向かってくる。それは飛びかかってきたオカマ石せつ膏こうの攻撃を避けるより困難だった。避けるにも距離が近すぎるのだ。それでもぼくは必死だった。手をだして前まえ屈かがみで倒れてくるコトリ。ぼくはやみくもにコトリに手を伸ばして、その身体を押さえようとする。

　コトリの手とぼくのアレが、ほんの数センチの距離まで近づいて止まった。ただ、新たな問題。ぼくがコトリをささえた両手が、ものすごく柔らかいなにかを掴つかんでいた。コトリの身体を支えるぼくの手のひらには、ぐいぐいと押しつけられても、ぷにぷにとした質感を失わないなにか。人生史上経験したことのないさわり心地のなにかについて皮ひ膚ふ感覚がある一つの答えをだした。それを頭で理解した時には、ぼくは悲ひ鳴めいを上げそうだった。

「コトリごめん、本当ごめん、すまん、すみません。一生を賭かけて償つぐないます。一生手を洗いません。あ、それは違ってて、すぐ手を洗います。あっと、それはなんか失礼というか。とにかくごめん。ごめんよ」

　パニックを起こしたぼくの情けなさがきみにバレてしまっただろう。もう知ってる人も多いだろうが、ぼくは女性に対して免めん疫えき力がなさ過ぎるのだ。予防接種を受けさせてくれ。特に女性のなかでもコトリに関しては、球団創立時の東とう北ほく楽らく天てんゴールデンイーグルスばりに弱いのだ。

　ぼくはコトリの胸を掴む両手を素早く両肩にあて、コトリの身体を立たせた。

「春はる男おくぅん。そんなに謝らないでぇ」

「ごめんなさい。ごめんよ」

　ぼくはまともにコトリの顔も見れず、男湯へと逃げだした。念のためこれだけはいっておく。

「コトリ、ここは混浴じゃないから。露天風呂からでて、女湯に戻って」

「はぁい、わかりましたぁ」



　そのあとのぼくは、露ろ天てん風ぶ呂ろの湯が噴き上がったと伝える有力な目撃者になっていた。ちなみに健康ランドの外でその様子を目撃した人もちらほらいたそうだけど。

　まあ、温泉ライオンが最後にお湯を噴き上げてくれたおかげで、地伝の元凶との戦いで露天風呂の塀を半壊させたことはバレずに済んだ。

　ぼくが健康ランドからでた時には、町中から巨きよ乳にゆう風か邪ぜの地伝の影響で胸が大きくなっている人がいなくなっていた。

　あやかし健康ランドの駐車場の隅で、貴重な目撃者になっていたぼくを待つかま子ことエリアスに合流した。

「ねえ、結局かま子は巨乳になれなかったね」

　まだぼくに怒ったままのライム抜きの帰り道、かま子の肩に座るエリアスがいう。

「ワン」

「乳にゆう宝ほう育いくの効能があるこの温泉にまたきたいな春はる男お」

「検討しよう」

「ふふ、気休め程度に発育促進が望めるかもしれないからね。でも、二度も原因不明の温泉噴出事件を起こしたんだから、今度こそ通常営業はできないかもね」

　おそらくエリアスのいう通りになるだろう。仕切りを壊すほどの勢いで湯が噴きでたと思っている健康ランドのオーナーは、入浴中にこんな目に遭遇したぼくに謝罪し、頭を抱えて、健康ランドの本日の営業を終了させていたから。原因は地伝だとよっぽど教えてあげたかったが、ぼくがそれを伝えるわけにもいかなかった。あやかし健康ランド関係者は、巨乳風邪の立派な被害者だ。

　家に辿たどりつくまでに、活動熱心な新聞部員からメールがきた。短い本文は「口を開けて巨乳風邪を流は行やらせているやつが見つからない」という少し苦悩が窺うかがいしれるもの。

　それで思いだした。巨乳風邪の地伝の元凶となるもののヒントは、四し六ろく時じ中ちゆう口を開けている誰だれかさんというものだったな。あのヒントでは、温泉ライオンには辿り着けないだろう。

「フネは大変ね」

　そう漏らしたエリアスが、ぼくの代わりに返信の文章を考える。

「『四六時中口を開けているのは、きっと鼻呼吸が苦手な人だよ』って送ってみて」

　それでぼく達三人は笑った。地伝を解決したばかりでテンションが高くなっている。ちょっとした悪ふざけでそれを送った。

　そのあと、巨乳風邪が沈静化したのに気づいたフネからもう一通メールがあった。内容は巨乳風邪が、真ま幌ぼろ市民に残した様々な爪つめ痕あと。短いドキュメントだ。フネは鋭いやつだった。一番被害を受けたのは、巨乳女性が増えたため、ブラジャー販売数が劇的に急上昇し、ＦやＧやＨのカップ数のブラジャーを大量入荷に踏み切った下着売り場の担当者だろうと予想していて、今から取材にいくそうだ。在庫を抱えて頭も抱えた店員に、今の心境はどうですか？　怖いモノ知らずのフネだ。当然市内の至るところの女性もの下着売り場では、沢山売れ残ることになるだろうな。



　翌日。

　朝のホームルームまえ。石せつ膏こう像が消えたままの美術室に向かった。掃除ロッカーに隠していた二本の腕は細かな灰になっていて、ロッカーを開けた拍子に舞った灰はあっという間に空気中に紛まぎれて、見えなくなった。

「田た中なかじゃないか」

　うしろから声をかけられて焦あせった。桑くわ島しまだ。

「どうしたんだよこんなところで？」

　桑島はぽつぽつと話しだした。どうやら、三十分もまえに登校してホームルームが始まる直前までここにいるつもりらしい。

「なんでそんなことしてるんだよ？」

　巨きよ乳にゆう風か邪ぜの地伝は終わったことをしらない桑島が、突然恋心を打ち明け始めた。

「俺おれさ、田中の親しん戚せきのエンジェルちゃんのことを忘れられないんだ。女の子はみんな好きだけど、エンジェルちゃんは特別好きなんだ。最近、女子のおっぱいがデカいだろ？　エンジェルちゃんもおっぱいは超デカかったから。学校の女子のおっぱいを見るとエンジェルちゃんのことを思いだすんだよ。だから辛つらくて、できるだけ一人になれるここにいるんだ」

　エンジェルちゃんとは、ついこの前ほんの少しの間大きくなったエリアスのことだ。それにしても草そう一いちが桑島になにか辛いことがあったかもしれないと心配していたが、こんなことだったのか。巨乳を見れば、エリアスを思いだす。本人に伝えてあげたら、喜ぶだろう。

「桑島、もう女子達の胸はもとのサイズに戻ったらしいぞ。安心して教室戻れよ」

「あ、そうなのか。そうか、じゃあ。俺は安心して、デマ地伝を考えるよ」

　話が急に横にそれた。ぼくはすでに美術室をでようとしている桑島の背中になんでデマ地伝が関係するのか聞いた。やつが振り返りざま笑顔で応えてくれる。

「田中、知ってるか？　図書カードって金券ショップで換金できるらしいんだ。俺はデマ地伝をいっぱい考えて、いっぱい図書カードもらって、それを換金して、エンジェルちゃんのいる異国にいくんだ。どうだ、いい考えだろ？」

　桑島は、ぼくの返事を聞かないでそのまま去っていった。

　わかりやすいほどツッコミどころがあるが、きみもぼくと同じ気持ちだろう。ツッコミはきみに任せるよ。朝っぱらから桑島と話すのは、体力をつかいすぎてしまうかもしれない。



　結局、教室には巨きよ乳にゆうが新しん藤どう先生だけに戻った。この場合男のフネは当然除外だ。

　ぼくは朝のホームルームを聞きながら、考えていた。噂そん長ちようの新しい情報について。胸にコンプレックスを持っている人。なんとか探そうと思う。これだけじゃ見つけられる気があまりしない。でもこの情報が本当なら、やっぱり噂長は女性なのだろう。

　個々で連絡事項はありますか？　と新藤先生がいうと、昨日まで巨乳だった女子の一人が手をあげていた。

「大きいブラジャーつかわなくなったので、よかったら、先生もらってくれませんか？　先生ってなにカップですか？」

　大きな胸を失ってやけくそになっているのかもしれない。巨乳の女教師への妬ねたみを持つ女子なのかもしれない。朝のホームルームで聞かなくてもいいんじゃないか、と思う男子一同。新藤先生の胸のサイズがわかるかもしれないと、気持ちがはやる男子一同。

　担任は、艶つやっぽい笑みを浮かべていた。

「うふふっ、先生のブラジャーのカップ数はね。携帯電話でいうところの４のボタンのところかな？」

　一瞬あとになって、意味がわかった男子達が一斉にケータイを取りだした。

　きみもよかったら、確認してくれ。

　携帯電話の４のボタンでは三種類のアルファベットを入力できるだろ。ブラのサイズはそのうちのどれかというきわどいヒント。

　Ｇ・Ｈ・Ｉ

　さらに詳しく知りたい人は、ボタンを三回押してみてくれ。それがぼくの目測だ。



    

  
    
      


　　　第二話　死神召喚パラパラ





　巨きよ乳にゆう風か邪ぜが終わった真ま幌ぼろ市には、いつもの平穏が戻っていた。ちょっとピンぼけした家族写真みたいな、のどかでどことなく間の抜けた感じの。

　コトリの裸を見てしまった挙げ句、抱き合い、胸まで直に触ってしまったぼくはある種罪悪感に囚われていた。コトリの両親の前で膝ひざをついて謝罪しにいかなければ、お小こ遣づかいを貯めてわずかばかりでも慰謝料を払わなくてはと一人勝手に悶もん々もんと悩んでいたが、間抜けなぼくの苦悩を余よ所そにコトリはいつも通り。まるで変わらない笑顔と共に二日間登校した。その通学路の最中で、ぼくの悩みを吹き飛ばすことをいってくれた。

「私ね。お母さんにね。春はる男おくんと混浴したんだっていったらっ、よかったわねっていってくれたのぉ。えへへっ。お母さんも一緒にいきたかったぁっていってたよぉ。ふふっ、春男くん今度いきたいねっ」

　誰だれか通学路の歩道をアスファルトから、柔らかい天然芝に変えてくれ。いつかぼくはコトリの爆弾発言の衝撃で頭から崩れ落ちそうだ。おそるべし小鳥遊たかなし家の母娘。

　そんなこんなで罪悪感（大げさな言葉だ）からも解放されて、今日は土曜日。

　あ、そうそう、ハナさんともメールのやりとりをしている。

　内容はもちろん小説について。

　毎晩少しずつ小説の続きを送ってきてくれるんだ。感想をいおうとすると、やっぱり全部読んでもらってから聞きたいと彼女がいうので、ぼくは楽しみながら、黙って続きを読んでいた。小説の内容は、最後まで読み終わったらきみにもお伝えするよ。

　メールのやりとりで知ったのだが、ハナさんは小説だけじゃなく夢のある甘い恋のデマ地伝をいろいろ考えているようだ。そっちも楽しみだ。

　本当の地伝を追っかけているフネだが、巨乳風邪が終わってから週末までの二日間は特にツラそうにしていた。

　フネは、巨乳風邪の地伝を解決したのはきっとＭＢだと、教室で声高に話していたのだが誰にも聞いてもらえなかったのだ。ＭＢ特集と銘打たれたマボ新も発行されたが、それも生徒達の関心は持ってもらえなかったようだ。ぼくはフネの味方だが、ＭＢの存在をわざわざ自分からみんなに広めるわけにもいかなかった。「ＭＢがいることをぼくも信じてるよ」と励ましてやるくらいしかできなかった。フネごめんな。

　そうそう、マボ新だけじゃなく、人気急上昇中の校内新聞デマ新も発行された。

　大好評の創作デマ地伝の第二回を発表。第一回では該当作なしだった栄はえある最優秀賞が選出され、巨乳風邪が終わって退屈していた生徒達の間では、盛り上がりを見せている。ただ、その最優秀賞を考えたのはハナさんではないようだったし、図書カードを狙ねらう桑くわ島しまでもなかった。

　誰だれが考えついてしまったのか、なんでデマ会がこれを選んだのか。

　最優秀賞「死神召喚パラパラ」



　土曜日。昼近くになって、やっと起きた。

　寝坊の理由は単純。巨きよ乳にゆうが総出演の恋愛シミュレーションゲームを貸してきた友人に早く感想を伝えてあげようと思って、夜遅くまでプレイし続けたのだ。メインヒロインのＧカップの少女の、攻略難易度はムチャクチャだった。だって、ちょっと気の強いそのヒロインに、「あんたはワタシに何をしてくれるっていうの？」と出会った瞬間に聞かれ、「君にあうヌーブラをぼくが作ってみせる」という選択肢を選ばないかぎりハッピーエンドには辿たどり着けないんだ。ぼくはそのことに直感的に気づいた。この序盤にでてくる選択肢を正しく選ばないと、バッドエンドまでの長い道のりを辿ることとなる。ちなみにヌーブラは日本のサイズでいうとＦカップまであるらしいよ。ワコールの新入社員より下着に詳しいセクシードールがそういってた。

　ぼくは起きがけに車庫に向かった。

　俊足の乙女と下ネタ好きの頭脳派が出迎えてくれると思っていたが、車庫の引き戸を開けて、驚いた。

　そこにはかま子この他にもう一人いたからだ。エリアスではない。

　ニンジン嫌いの幼女兼悪女が待っていた。

「ハル、このお口のきけないキレイなお姉さんは誰なの？　なんでうちの車庫にいるの？　まさか監禁してるの？」

　仁に王おう立だちの似合う八歳児ナナコが、呆ぼう然ぜんとするぼくを見上げる。かま子は申し訳なさそうにばあちゃんのバイクの横で立っている。

「あ、その、えーと。この方は、真ま魅みばあちゃんの唯一の弟子だった人なんだ。今日はばあちゃんの愛用していたハーレーを見せる約束をしていたんだよ」

　ライムの経歴をかま子にあわせてみる。強引と無茶以外にこの場を乗り切れる方法なんて浮かばない。ナナコの顔が曇っている。ぼくは八歳児を信用させるため、慌あわててヘタな芝しば居いを続けた。

「どうも、もうこられていたんですね。やっぱり地伝の影響でまだ声が」

　かま子に近づきながら、声がだせない事情を盛り込んでいく。ナナコは蛇へびのように賢かしこいが、それでもまだ小学二年生なんだ。この場をなんとか切り抜けたい。

「ふぅん。そうだったんだ。地方都市伝説の被害者なの」

　ナナコが素直な声をだす。ぼくは大きく頷うなずく。地伝についてはナナコはほとんど知らないはずだ。

「ああ、そうだよ。そうなんだよ」

「なんていう地伝の影響を受けちゃったの？」

　ナナコの視線から逃れるように、ぼそりという。

「『口裂けない女』だ」

　悪いがこれでも必死に頭を捻ひねった結果だ。車庫内の温度がぐっと下がった気がしたが、かまわず続けた。

「口がほとんど開かなくなり、声もでなくなってしまうんだ。口裂けない女に会ってしまうと」

　これほどエリアスに助け船をだしてほしかったことはない。頼れる頭脳担当者は、寝床にしている化粧ポーチのなかにでも隠れているのだろう。ナナコのまえには当然姿はだせない。

「そうだったんですか。それは大変です」

　ナナコは哀かなしそうな声をかま子こに投げかける。もしや八歳児の素直さがでたか。

「お名前はなんていうの？」

　ナナコは喋しやべれないかま子にではなく、ぼくに問いかけてくる。頭を捻って頭が首からもげるほど考えた。思考時間は二秒フラット。

「かま、えーと。かまたちい、さんだ」

　かまいたちともかま子とも、まさかキャンディとも紹介するわけにはいかず。とっさにでてきたのが、かまいたちを入れ替えただけのかまたちい。漢字に変換すると多分、鎌かま田たちい。

「ふぅん、それは本当なのかなー」

　ナナコがどきりとする一瞥をくれる。どうしてぼくのまわりの女性陣の瞳ひとみはこうも雄弁なのだろうか。男達の瞳は川底の石ころのように沈黙してるのに。

「本当なのかなってどういうこと？」

「ちいお姉ちゃんが今日きたっていうのはずばり嘘うそでしょ。だって、ハル最近しょっちゅう車庫にきているみたいだったし。しかも車庫に寝袋あるのもおかしいもん。あの寝袋でちいお姉ちゃんは寝てるのー？」

　目の前が真っ暗になった。ナナコ恐るべし。

　初めからかま子が車庫に寝泊まりしているのを気づいていながら、ナナコは素直そうな声をだして、いい訳するぼくを見ていたのだ。

　ぼくは今世紀が生んだ悪魔にすぐさま土ど下げ座ざする。

「ナナコ頼む。車庫に鎌田ちいさんがいることを黙っていてくれ。それと、鎌田さんが今日の夜以降も車庫にいることを見逃してくれ」

　視界の端でかま子も頭を下げている。ぼくが土下座から土下寝に移ろうとした時、悪魔の口から慈悲深い言葉。

「いいよハル。なんか深い事情がありそうだし、内緒にしておいてあげる。ナナコがいわなければママもパパも車庫なんかこないしね」

　話のわかるナナコ。その素直な反応を予想してなかったぼくが顔を上げると、ナナコは一枚の紙片を突きつけた。魔王が手下の悪魔に命令するようにいう。

「そのかわりお願いがあるの。死神召喚するの手伝って」



「ナナコこれ、デマ新だよな？」

　どっから持ってきたんだと聞くまでもないだろう。帰宅後、居間にリュックを置きっぱなしにしたことがある。その時だろうな。

「そうよ。そこに書いてあるやつ。死神召喚パラパラ。それが大事なの」

　面白ければなんでもありのデマ新。

　第二回創作デマ地伝最優秀賞受賞の『死神召喚パラパラ』の記事が、壁新聞の縮小版の約半分を占めてる。残りの半分は、死神召喚パラパラ以外は魅力的なデマ地伝の応募がなかったと伝える第二回創作デマ地伝の選評と、第三回創作デマ地伝募集の告知だ。ぼくは、発行日ぐらいしかノンフィクションがない新聞から顔を上げた。記事を指さして、聞く。

「確認するけどナナコのお願いって、これだよな」

「そうなの」

　真ま幌ぼろ市内の主にゲーセンなどで見かける「パラパラ☆パラレルヘヴン」という名のダンスゲーム。それの最高難易度の「デスダンシング」という曲を、二人プレイでノーミスで踊る。するとプレイ後の画面に３Ｄの死神が現れるというもの。

　そのＣＧの死神に名前を尋ねられるそうなので、死神と仲よくさせてあげたい誰だれかの名前を拝借して画面に入力すると、その誰かは、つぎの瞬間にも残りの寿命全てを奪われるというもの。あまり気持ちのいいデマ地伝ではない。完全な悪ふざけだ。パラパラ踊って死神を召喚。趣味が悪いよな。

「ハル。ナナコには死んでほしい人がいるの。その人の寿命を奪うの手伝って」

　暴君の口から、とんでもない言葉が飛びだした。

　かま子こは唖あ然ぜんとしている。ぼくはというと、少し泣けてきた。いくらうちの妹が平均的な八歳児の少女が持つ、純粋さや思いやりのある心とは無縁でも、まさか小学二年生で殺人願望があるなんて。

「ナナコいいか。生きていたら嫌いな人も苦手な人もいるさ。でも、それで人を殺そうとしては駄目だ。人の道を踏み外してはいけない」

　もっともらしいことしかいえない。

　それでもなにをいわずに黙っているよりは、ましなはずだ。

　ぼくの声が届いているのかいないのか、ナナコは蝋燭のように白くて細い手首につけたキャラクターものの腕時計を見る。

「そろそろ、ママがお買い物にいくためにメイクする時間ね。急がなきゃ。ハル、これ」

　母親のスケジュールを把握している妹は、ご機嫌なアロハ柄のパーカーのポケットから、なにかをさしだしてくる。

「まず、これを見て」

　それは透明なケースに入ったＤＶＤだった。ディスクの盤面は白無地。

「うん、なんだい？」

「死神に殺してもらいたいやつの情報が全部入ってるわ」

　盗撮したんですか？

　ナナコの有刺鉄線のような視線のまえでは、頭に浮かんだそんな疑問は、ぼくの喉のどからおずおずと退却していった。



　車庫にかま子こを残して、居間に向かった。

　母さんは買い物の準備で化粧中。父さんはあたりまえのように仕事だ。お疲れ様です。

　ソファにナナコと並んで、ＤＶＤを再生する。

　なにが映しだされるのか、心拍はすでに穏おだやかではない。映しだされるものによっては、妹がすでに盗撮犯になっていることがわかってしまうのだ。

　まえのめりになって見るテレビ画面。流れ始めた映像は、毎週土曜日に放映しているアニメのオープニングだった。右上には『10：‥30』の表示が瞬まばたきのように一度だけ点滅。『みらくるプリンセス・マリッサ』というタイトルが、アイドル声優のかわいらしい歌声のテンションが上がっていくタイミングで浮かび上がる。

　確か内容は悪いやつらから地球を守る変身ヒロインもの。草そう一いちがこのアニメについて、話していたのを思いだす。「『みらくるプリンセス・マリッサ』略して『みらプリ』のヒロインはかわいいだけじゃなくて、とっても感情移入できるんだよ」

　十四歳の草一がアニメのなかの、幼女と少女の中間みたいな女の子の気持ちを理解する。素敵なことだ。ぼくだって、シルベスター・スタローンが演じる老いたボクシングのチャンピオンの気持ちに共感することだってできるんだから。

「ナナコ、このアニメがなにか関係あるの？」

「いいから、見てて」

　それで、ぼくは一話分が終わるまで見続けた。

　ＤＶＤはどうやら、今朝のテレビ放送分を録画したもののようだった。ヒロインのマリッサの教育係であるミザ・ベリが、悪の組織の四天王の一人に捕まってしまう。それをマリッサが変身して、助けにいくというなんとも次週が気になるところで終わっていた。

「ハル、これでわかったでしょ」

「なにがだ」

「もう、お馬ば鹿かね。死神に寿命を奪ってほしいやつ」

　冗談ではないようだ。ナナコの目はぼくにニンジンを投げつける時と同じくらい鋭くなっている。

「ゴリラジを倒すわよ」

　悪の組織の四天王の一人の名がゴリラジである。ぼくが口を挟むまえにナナコが犯行動機を語り始める。

「一話だけ見たんじゃわからないかもしれないけど、教育係のミザ・ベリはほんと優しくて、マリッサの相談をなんでも聞いてくれて、素敵なアドヴァイスまでしてくれるの。あんな素晴らしい人を捕まえるなんて許せないわ。ミザ・ベリが可哀想かわいそう。ゴリラジ生かしちゃおけない」

　ぼくは、びっくりしていた。

　あのナナコが、アニメのキャラクターがピンチになったということでこれほどまでに純粋に心配をし、悪の組織に怒りを抱くなんて。

「だいじょぶだナナコ。きっとマリッサがミザ・ベリを無事救いだしてくれるよ。一週間後を楽しみに待ってようぜ」

　すると、どこからかナナコがマンガの単行本を持ってきて、ぼくに投げつけた。

「読んでみて」

　みらプリの三巻のようだった。ぼくは流すように目を通していく。どうやら今日放送していた内容の巻のようだ。ページを捲めくる手が止まった。

「ナナコこれ」

「そうよ。ミザ・ベリは死んじゃうの」

　三巻の最後。ミザ・ベリは自分を助けにきてくれたマリッサのピンチを救って、代わりにゴリラジの攻撃を受けてしまい、帰らぬ人になっているシーンが可愛らしい少女マンガの絵で描かれていた。

「ミザ・ベリがいなくなっちゃったことを後悔したマリッサはね、今まで悪の組織と戦う自分の運命から逃れようとしていたんだけど、悪の組織を自分が倒さなきゃいけないと気づくのよ」

　ナナコの声が湿っぽくなっていることに気づいて、ぼくはマンガから顔を上げた。

　信じられないものを見た。ナナコが大粒の涙で、小さな顔を濡ぬらしているのだ。泣いている妹の姿なんて、買ってもらったおもちゃをすぐ壊してしまい、一人で販売店に乗り込み不良品だとケチをつけたが、返品してもらえずに悔し泣きしながら帰ってきた姿を見て以来だ。

「ハル。だって、こんな話ってひどいじゃない」

「えっ」

「ミザ・ベリはマリッサが大人の女性に成長するのを見届けたいのよ。それを見れないで死んじゃうなんて。つぎの放送で死んじゃうなんてダメなの」

　手で拭ぬぐうことなく流れる妹の涙を、ぼくはティッシュで拭ってあげた。

　八歳児の日本の女の子が、テレビのなかのファンタジー世界の五十八歳の教育係に感情移入して、涙を流す。

　ぼくは手元のマンガ本と今見たばかりの一枚のＤＶＤを眺ながめた。

　ナナコの純粋な気持ちは、これらのなかに残っているようだ。



「で、春はる男おは手伝うっていったの？」

　再度車庫に。今度のメンバーは、かま子ことぼくとエリアス。

「だって、かま子のことを家族に内緒にしてもらうにはこうするしかなかったんだよ」

「それはわかるけど、でもその死神召喚パラパラってデマ地伝なんでしょ。どう頑張っても死神なんかでてこないし、アニメのストーリーも変わらないわよ。アニメーション制作会社が原作マンガを無視した黒歴史みたいなアニメをつくる気なら別だけど」

　エリアスは、腕を組んで思案顔。

　デマ地伝だからなにやっても無駄というのは、ぼくももちろんわかってる。

「ナナコは、デマ地伝でもいいから、少しでもゴリラジを倒せる可能性があるなら、やりたいといい始めたんだ」

「可能性なんてないわよ。春男は兄貴でしょ。無茶をいう妹を止めなさいよ」

「無理だよ。ナナコはぼくのいうことなんて聞いてくれない。まだナナコが赤ん坊の頃ころ、おむつ替えるのをやったことがあるんだけど、ぼくがおむつを外すと、ナナコは幸せそうな顔でぼくの顔面にオシッコを飛ばしたんだ。ぼくが外す時はそれがいつもだぜ。あの頃から今の力関係ができていた気がするよ」

「なによその情けないエピソード。しかも兄妹きようだい間のスカトロ話なんてやめてよね。わたしにそういう行為を求めちゃ駄目よ。わたしはセクシードールだから、排はい泄せつ物はでないし」

　ぼくは、過激な発言を続けるエリアスから顔を逸そらし、かま子を見た。恥ずかしそうに首を振っている。意味がわかった。トイレでジャージにおしっこなんてもう飛ばしませんというもの。

「だいじょぶだよ。かま子」

　ぼくはポケットに入っていた袋からグミを手のひらにだして、かま子に向ける。

「ワンッ」

　うれしそうな声と共に、かま子がぼくの手のひらのグミを食べる。

　よっぽどお腹をすかせていたのか、かま子はぼくの手のひらも美お味いしそうに舐なめる。人間の女性の姿のかま子にそんなふうに舐められるとドキッとした。袋からグミを急いでだしたので、ぼくの指のつけ根にもグミの欠片かけらがついているのが見えた。かま子はそのまま、ぼくの手のひらから、ぼくの指をくわえるように舐める。エリアスがクラクションみたいな叫さけび声を上げる。

「ちょっと！　おしっこで性的興奮を覚える輩やからはわたしとはいいパートナーになれないわって話している時に、春男とかま子はなんで堂々とわたしの目のまえで指フェ」

　危ないことをいうまえにぼくは親指で、エリアスの小さな顔を塞ふさいだ。そうすると、すかさずエリアスはぼくの親指を噛かんだ。

「いやんこんなぶっとくて固い指なんてわたしのお口には入らないわよ。でも春男がどうしてもっていうなら頑張るよ。指フェ」

　今度こそエリアスの口を、しっかりと塞ぐ。

　もっとグミを食べたいというように、ぼくの手のひらをミルクの入った小皿のように舐なめ続けるかま子こ。桃色の舌が見え隠れ。

「かま子、わかった。グミ持ってくるから、や、やめてくれ。アッハゥ」

　身み悶もだえるぼくの手から逃れたエリアスが怒った声を上げる。

「もう、わたしのまえでそんなラブラブな姿を見せつけてくれちゃって、死神召喚して、春はる男おなんて死刑よ！」



　居もしない死神を召喚するため、ひたすらパラパラに奮闘する日々が始まる予感のなか。

　相変わらず、ぼくとかま子とエリアスの賑にぎやかな夜は過ぎていった。

　ちなみにパラパラは今、真ま幌ぼろ市でかなりブームだ。早朝にラジオ体操をしている老人よりも、パラパラを踊っている老人のほうが多いくらい。それはいくらなんでもないかな。でも、近所のスーパーの店内放送にユーロビートやテクノやトランスが流れてくるんだ。ノリノリになって、財さい布ふのひもが緩ゆるむ主婦はいないだろうけどね。

　そんなことで真幌市のブームは、星の光みたいなものなんだ。

　今見てる夜空の星は、何千年も何万年もまえに輝いた光だという話。

　日本のどこかで流は行やった光が、大分遅れて真幌市に届くことがある。

　ビリーズブートキャンプのブームは、きっとまだまだ先だ。



　日曜日はパラパラの実技の練習ではなく、間抜けな話だが座学と精神論に費やされた。

「ハル、ちゃんとミザ・ベリのことを理解しないと、パラパラを踊る情熱が生まれないわ」

　その言葉のあとは、耐久レースだ。みらプリのマンガをまず読破。キャラクターグッズの魔法スティックを持って、みらプリごっこ。悪魔みたいな妹の顔色を窺うかがい、機嫌を損ねないようにする。たまらないサンデーだ。



　月曜日。帰りのホームルームが終わると、すぐさま帰宅の準備。

　家ではナナコがパラパラするのを待ちかまえているのだろう。気が重い。せいぜい一人の下校を楽しむとしよう。

　だが、その読みは外れた。

　下校する生徒がさざ波のように生徒用の玄関を抜けるなか、校門には小さな影。誰だれかを待っているかのように、校門に寄りかかっているランドセルの少女。

　少女の姿を見た生徒達は、なぜこんなところに小学生がと思う反面、その子のあまりにもかわいらしい姿に男子達は阿あ呆ほうのように口を半開きにして見とれ、女子達はあんな妹がいたらなと空想するかのように、遠い目をして校門にさしかかっていく。

　待ち人はまだかしらと小首をかしげている天使のような少女。当然のようにナナコだ。

　ナナコは、校門をでていく生徒と目があうと八はち分ぶ咲きの桜のような笑みを湛たたえて、小さな手を自信なさげに振るのだ。その仕し草ぐさの愛らしさに、校門をでた一部の男子が、十一月中旬に突入した真ま幌ぼろ市の冷えたアスファルトの帰り道でスキップしていく。残りの男子と女子もスキップしそうな弾はずむ声で、「かわいい！」と誰だれにともなくいいあって去っていく。恐ろしい光景だ。ぼくには、ナナコの愛らしい笑顔の下に打算的な悪魔が舌舐なめづりしているのが見えるんだ。軽く震ふるえを覚える。

　ナナコは、生徒用の昇降口で上履きから外履きに履き替えているぼくの存在には、まだ気づいていない。

　マボチューに幼女が好きな男子生徒もしくは男性教員がいれば、校門の我が妹を是非誘拐してほしいくらいだ。



「おー、田た中なかじゃないか」

「あ、ギャルゴくん」

　玄関で待機することほんの二分。勇気をだしていくしかないよなと思っていたら、桑くわ島しまと草そう一いちがきた。それで結局三人で校門に向かうことに。

「お兄ちゃん、待ってたよ」

　ぼくの隣に草一と桑島がいなかったら、おそらく、いつまで待たせているんだよと怒声から始まっただろう。待ってくれと頼んだ覚えはない。

「これはこれは、このリトルエンジェルちゃんは、田中家のご息女さんではないか」



    

  
    
      



    

  
    
      　桑くわ島しまはいきなりの挨あい拶さつ。馬ば鹿かの桑島がご息女なんて言葉を知っていることに感心した。ただ、つかいどころは外している。

「あっ、マサヤお兄ちゃんだあ。それとそちらは、一いち郎ろうお兄ちゃんお久しぶりですね」

　ナナコが、幼女の役を演じる人気声優のように完かん璧ぺきにつくられたかわいい声をだす。完璧すぎて、草そう一いちは早くも顔を赤くして、もじもじしながらナナコに挨拶を返す。そういえば、草一の下の名前を久しぶりに聞いた。

　このあと、パラパラを踊りにいくというのをナナコの口から聞いた桑島は、俄が然ぜん乗り気になって、同行を志願してきた。

「さあ、リトルちゃんと田た中なかと草くさ野のと俺おれでパラパラいくぜ。サタデーナイトフィーバーだ」

　桑島よ。また随分古い映画で気持ちを表現したな。ただ今はまだ午後三時まえだし。なにより今日はマンデーだ。

　ボケはセリフ一言につき、一カ所にしてくれないとツッコミのテンポが悪くなるじゃないかと一人ぼやきながら、いざみんなでパラパラへいくことになってしまった。



　一時間後。

「ゲーセンはどこも無理っぽいな」

　死神を召喚できるとされるダンスゲーム機が置いてあるゲーセンは、やはりナナコのような小学生は保護者同伴でないと入店禁止だった。

「大きなスーパーとかデパートにあるゲームコーナーにないかな？　パラヘヴン」

　草一が案をだす。パラヘヴンとはパラパラ☆パラレルヘヴンの略だ。

「よし、じゃあ、何軒かまわってみるか。そしてフィーバーだぜ」

　年末ジャンボ宝くじで一枚だけ買ったら、七等の三千円が当たった直後の人よりテンションの高い桑島を先頭に、ぼく達は真ま幌ぼろ市を歩き続ける。

　意外だなと思ったのはナナコだ。

　いくら好きなアニメの憎き敵を倒すためという目標があっても、これだけ歩いていたら不平の一つも漏らしそうだが、意志の強い目で黙々と歩いている。

　強制されているわけでもないのに、パラヘヴンを探してくれている桑島と草一も不平一ついわないのがすごい。

「リトルちゃんと、是非一緒にフィーバーしたいしな」

「ナナコさんのパラパラ見たいしね」

　二人はすでにナナコに籠ろう絡らくされているようだ。

　ところで桑島よ。リトルちゃんってひどいネーミングだな。

　ところで草一よ。八歳児をさん付けで呼ぶなんて、さすがだぜ。



　さらに一時間後。

「これは、ないっぽいかな」

　ショッピングセンターサミーなど、真ま幌ぼろ市にある大型商業施設を何軒かまわった。遠い場所の店てん舗ぽには草そう一いちが電話して、ゲーム機があるか確認した。だけど全滅だった。時間はもうすぐ午後五時をまわろうとしている。なにかいいにくそうにして、腕時計を見る草一の姿が目立ってきた。ぼくは、とても思いやりのある友人にいった。

「草一、今晩塾があるんだろ。今までつきあってくれてありがと。あとはナナコと二人でなんとかするから。桑くわ島しまもありがと」

「ごめんね。ギャルゴくん、ナナコさん。またパラヘヴンを探すの手伝わせて」

「すまねリトルちゃん。俺おれも塾があって。是非今度一緒にフィーバーしようぜ」

　そういえば桑島も塾に通っているんだったな。馬の耳に念仏。犬に論語。桑島に塾。似たような意味の言葉だ。

　ナナコは一歩まえにでて、小さな頭を下げた。

「マサヤお兄ちゃんも、一いち郎ろうお兄ちゃんも、こんなに一緒に探してくれてありがとうでしたぁ。とっても感謝してます」

　愛らしい八歳児の芝しば居いは結局、二時間歩きまわってもとかれることがなかった。

　二人は見えなくなるまで、ぼくとナナコに手を振って帰っていった。

　日中より大分気温が下がっているようだ。冷える手を上着のポケットに入れた。

　隣のナナコも背中を丸めて、手をポケットに入れているようだ。

「ねえ、ハル」

　ぼくは身構えた。勝手に草一と桑島を帰したことを怒っているのか。それとも、段取りよくパラヘヴンを置いてある店を調べていなかったことを怒り始めるのか。

「こんなにつきあわせて、ごめんなちゃい」

　耳を疑った。今ナナコはぼくに対して、謝った。

「もうまわりにぼくの友達はいないんだぞ。いつもの芝居はいいよ」

　笑いながらいうぼくの言葉にも、ナナコは淋さびしい声を漏らした。

「そんなんじゃないよ。ねえハル。どうしてもミザ・ベリを救いたいの。どこかにないかなナナコができるパラヘヴン」

　弱気な妹。サンタの存在を信じている少女に現実を教えるかのように、ぼくは嫌なことをいった。

「ナナコ。死神召喚パラパラはデマ地伝なんだ。本当に死神が現れるわけじゃないんだ」

「いいの、ナナコはゴリラジを倒すの。きっと倒せるの。ミザ・ベリのためになにかしてあげたいの！　最悪ゴリラジを倒せなくても、今度の土曜日にミザ・ベリが死ぬのを見るのはダメなの」

　降参だった。子供向けのアニメのなかにあるナナコのピュアな気持ちを尊重してあげたい。結果も大事だけど、過程も大事だ。

　ぼくとナナコは、夕食までのあと一時間。居もしない死神を呼べもしないゲーム機を探して、真ま幌ぼろ市を彷徨さまよった。

　ナナコが今度の土曜日にこだわっていたのに、鈍いぼくは気づいてなかった。

　今度の土曜日。ミザ・ベリが死んでしまう。みらプリの放送日。

　こだわりには、必ずなにか意味があるんだ。



「それでこの寒空の下、三時間も歩き続けたってわけ？」

　夕食後、自室にて。エリアスが机の上で顔を曇らせている。

「まあ、そんなとこだ。多分明日も探しまわるよ」

　机上に膝ひざをついて、段差のある雑誌の端に両手を添え、リンボーダンスのように背中を反そったままエリアスがいう。

「このままじゃ、みらプリのつぎの土曜日の放送まで、放課後連日遠足することになるわよ。春はる男おどーするの？」

「うーん、そうだな。まあ、せめてパラパラだけでもさせてあげたいけどな」

「なに、春男。随分妹思いじゃない。Ｓっ気たっぷりの幼女に振りまわされるのが楽しくなってきたの？　Ｍに目覚めたとか？」

　ぼくは苦笑して、返事もしなかった。

「あーあ、わたしもパラパラしてみたいな」

　海え老びぞりの背中をさらに反る柔らかいエリアス。ただ、その姿勢から身体からだを戻す時に雑誌に添えた手に力が入り過ぎたのだろう。適当に積んであった雑誌が崩れる。

「きゃあ」

「エリアスっ」

　崩れた雑誌からエリアスを守る。ひらひら。雑誌の上に置いてあったのだろうなにかが落ちてきた。あやかし健康ランドの施設案内図のパンフだった。このまえ、入店した際にもらってきたものだ。

「春男、それ」

　エリアスがパンフを覗のぞき込む。

「これよ！　あったわ」

　確かにあった。ぼくはパンフを食い入るように見つめた。

　あやかし健康ランドの二階遊戯室。卓球台や型の古い筐きよう体たいにならんで、ダンスゲームのパラヘヴンも置いてあるようだった。



　つぎの日の放課後。あやかし健康ランドの店てん舗ぽまえ。ぼくとナナコの二人。

　忘れていたわけじゃないが、やはり通常営業は再開していなかった。露ろ天てん風ぶ呂ろとは位置的に離れている建物内の食堂だけは営業しているようだ。

　だが、予想もしないことが起こった。

　ぼくとナナコが健康ランドの入口で、通常営業を再開する日程がどこかに書いてないかとぶらついていると、健康ランドの店長がちょうど入口からでてくるところだった。なぜぼくが店長だと気づいたかというと、世間的には原因不明の温泉噴出事件二件目の目撃証言を、ぼくはこの店長にしているのだ。地伝との戦闘をすっぱり抜いたそれっぽい話をね。

　駄目もとで、聞いてみた。

　遊戯室のゲーム機で遊ばせてくれないかと。

　営業していない遊戯室で、いきなり遊ばせろなんていうお願いをする客は当然断るだろうと思った。問題事に発展しそうなことから敬遠しない大人なんて限りなく少数派だ。

　だけど店長は驚きの反応をする。ぼくには温泉噴出で迷惑をかけたという負い目があったらしく、快く承諾してくれたのだ。

　さらに店長はもう一度ぼくに頭を下げてくる。実際はオカマ石せつ膏こうにつけられたぼくの二の腕の傷も、温泉の噴出で負わせてしまったと思っているのだ。事件当日は慰謝料のようなものを渡されそうになったが、ぼくはそれを拒んでいた。だってそうだろ。真相は話せないけど、地伝との元凶と戦ってできた傷なのだから。

　そして、さらにぼくの予想を超えたことが起こった。

　店長は遊戯室でパラヘヴンを遊ぶことを許可してくれただけでなく、ゲームのプレイ料金も無料にしてくれるというのだ。

　気のいい店長はよっぽど露ろ天てん風ぶ呂ろの噴出事件で、ぼくが怖い思いをしたと思っているようだ。罪滅ぼしのようなもの。ぼくとナナコが喜ぶ姿を見ると、店長は初めて笑顔を見せた。

　あやかし健康ランドの通常営業が早く再開することを、ぼくも祈るよ。



　いざパラパラ初うい陣じんへ。

　只ただ今いまの時刻三時五分過ぎ。店長の計らいで食堂が混みだす午後五時まで遊んでいていいとのこと。温泉客だけじゃなく、近所の一人暮らしの若者や老人もここの食堂で夕食を済ませることが多いとのことだ。見事な地域密着型。

「さあ、ハル。さっそく始めましょう」

　ナナコは新雪のような真っ白なファー付きのロングコートを脱いだ。まだ完全冬装備には早いだろうと思っていたが、理由はそのなかの格好だ。アクターズスタジオに通うキッズのように、ナイロン素材の黒のスパッツ。ピタッとしたＴシャツは南国のご機嫌な旅行客みたいにトロピカルな花が咲き乱れる総柄。ぼくはというと、リュックのなかに、学校の指定ジャージを持参してきただけだ。

　そして、ぼくが着替え終わったところでパラパラは始まった。



　午後五時まであと一曲踊れるだろうか。気がついたらそんな時間になっていた。

　電話ボックス（最近見ないよな）をひと回り広くしたくらいのダンススペースのパラパラ☆パラレルヘヴンのゲーム機。大きなスクリーンには、自分の分身のキャラクターがパラパラというより盆踊りのような舞を見せている。

　コナミの人気ダンスゲームに比べると残念な点の多いパラヘヴンは、手足の動きに反応するセンサーなどない。両りよう肘ひじと両手首には専用のバンドをつける必要がある。

　画面には、キャラクターのまわりにさまざまな色の球が浮かび上がる。その球のある場所に手をかざしていくのだ。色の違いで何拍ポーズを維持するか判断して、リズムよくテンポよく、手で弾はじいていく。手だけではなく足の２ステップも忘れちゃいけない。足下の専用ステップ台での左右への反復移動も当然得点に反映される。

　足の２ステップと手の形、腕の振りが決まれば、画面のなかのキャラクターも、実際踊っているプレイヤーも、見事なダンスができているというわけ。一曲大体三分。曲によっては、一回踊るごとにマボチューの一階から三階までの階段ダッシュの往復くらい疲れる。ゲームであってもダンスはちゃんとハードだ。それでも盆踊りのような舞になっただけでも進歩だった。ファーストプレイでは、画面のなかのキャラクターはどうみたって、水中でおぼれている人にしか見えなかったのだから。

「ハル、今日の最後に『デスダンシング』いくよ」

　ノーミスで踊ることができれば、死神が召喚されるというデマ地伝の渦中の曲。パラヘヴンでプレイ可能な全43曲中、最高難易度のパラパラだ。ぼくが呼吸を整えると、『デスダンシング high speed mix』の前奏。救急車とパトカーと消防車が一堂にきたようなサイレンのオーケストラ。その名の通り、高速の死のダンスが始まった。

　シューティングゲームの最終ステージのように、画面のなかのキャラクターのまわりには無数の球が浮かび上がる。それを駄々っ子のように手足をばたつかせる。ぼくは踊っているんだか、もがいているんだか、わからない動きを続ける。

　ゲーム機からは、『ヘイ！』『クール！』『イェイ』と、汗の滴したたる燃えるように熱い身体からだから一時的に体温を下げてくれる寒い合いの手のようなものが入ってくる。この合いの手も気にせず踊る集中力も必要というわけだろう。さすが最高難易度。

　曲の最後に、ゲーム機が桑くわ島しまみたいに『フィーバー！』と叫さけんで、地獄の三分間は終わった。

　画面には今のダンスのポイントが表示される。

　ナナコは43チョベリグポイント。

　ぼくは４チョベリグポイント。

「１００チョベリグポイントまでは、きびしいわ。ハル、なによ４って？　頑張りなさいよね」

　チョベリグポイントという、なんともダサイ点数表示の仕方に笑っていた一曲目の時が懐かしい。物もの干ほし竿ざおで戦うより冗談抜きで体力的にきつい。

　きみが最後にチョベリグという言葉を聞いたのはいつのことだい。



「それで、パラパラを二時間も踊り続けたってわけ？」

　昨日ゲーム機を求めて三時間歩き続けたと報告した時と、同じようなリアクションをしているエリアス。蓄積した疲労がデジャビュを見せているのかも。

「で、夕食食べてきたばかりの春はる男おが持ってるそのＤＶＤの束はなに？　まさかアダルト？」

「ぼくのパラパラがヘタなのは魂が入ってないからだそうだ。ナナコがみらプリの今日までの放送を録とり溜めたものを観て、ミザ・ベリに対する思いを強くしろとのことだ」

「へえー。面白そうじゃない」

「でも、今晩はライムが車庫にくるだろ」

　昨日と同じように雑誌の端に両手を置いて、背中を反そらせるエリアス。セクシーポーズなのか腹筋を伸ばしているのか微妙なとこだ。

「じゃあ、ライムも入れて四人で観ようよ。みらプリ」



　午後七時まえ。巨きよ乳にゆう風か邪ぜによるスランプから脱し、ソフト部で打撃練習と守備練習を一通りこなした少女が車庫にやってきた。

　本当に運動で汗をかいた女の子は、清涼飲料水のＣＭに登場するアイドルみたいに爽さわやかではない。かっこよくてしっかりと汗臭い少女だ。ぼくに怒ったままのライムは、ぼくを無視して、かま子ことエリアスに微笑ほほえみかける。見るに堪えないです問題が残した傷跡は深い。

「キャンディちゃん、エリエリ、こんばんわ」

　元ドーベルマンに向かって伸びたライムの手が、空中で止まる。エリアスもぼくも意味がわからなかった。かま子にはわかったようだ。お行儀よく、車庫の硬いアスファルトの上で中腰になる。小さな手には不釣り合いなたこが目立つライムの手が、かま子の頭を撫でる。

「あたしちっちゃいからヤダな。キャンディちゃんに屈かがんでもらえないと頭撫でられないんだもん」

　そうかもしれないけど。飼い犬が飼い主の行動に気づいて、すぐ屈む。それだっていい光景だった。

「ライム、かま子のことで重要な話が」

　ナナコにかま子の存在がバレて、今パラパラをしていると話をした。その内容にお嬢様は、険けわしい顔をしたまま中空を睨にらんでいる。門限過ぎるまえに、ライムが家にケータイで電話をして、門限を過ぎることの許可をもらっていた。無茶をするライム。

　テレビとＰＳ２を車庫に持ってきて、ぼく達四人はみらプリを視聴することになった。

　二時間後。先月の初めから始まったばかりのアニメの放送分をぼく達は見終えた。感想としては、充分おもしろかった。それと内容とは別にどこか懐かしい気持ちになった。なんでだろう。少女向けアニメを誰だれかと一緒に観た思い出はなかったと思うけどな。

　門限を強引に引き延ばしたライムが車庫をでていく時に、今日初めて、しっかりぼくに目をあわせていった。

「二十キロランニングしたことになってるから、今度うちにきた時は口裏あわせといてね」

「うん？　ライムなにをいってるんだ」

「あたしが門限に遅れるっていった理由。男性不信のあたしを心配している親に、田た中なか春はる男お君とばったり出会ったから、今から二人でランニングするっていったの。お母さんはあなたのことお気に入りみたいだから。オッケーもらえたの」

　男性不信の女子中学生が、唯一気の許せる男子中学生とランニングをする地方都市の夜。そんな理由で門限に遅れるのを許してくれるなんて、タニザキ家の人々は相変わらず、ぼくの理解の斜め上をいっているようだ。

「覚えておいて、あたしキャンディちゃんのためなら、なんだってするからね」

　その、なんだってのひとつが、親に嘘うそをついても門限を延ばすということだったのだろう。ライムの瞳ひとみの薄い膜には、太陽のコロナが見えた。決意と覚悟をした目だ。ドライアイに注意してくれ。



　翌水曜日も、放課後は午後五時まであやかし健康ランドでパラパラ。

　ナナコのパラパラはぼくより断然上う手まかった。ちょうちょのように舞う手のひらがリズミカルに揺れ、振り付け通りクルクルと正確に楽しげに振られる腕。いつのまにかナナコの手が一本増えたんじゃないかと思ってしまうほど、鮮やかなピンクの袖そでの残像だけを残して、踊り続ける。

　ぼく達の目標は二人とも完かん璧ぺきに踊ることである。すっかり足手まといになってしまいそうなぼく。こうなったら補習をするしかない。ゲーム機の映像を、勝手に借りた父さんのビデオカメラで撮影し、夜はそれを車庫でかま子ことエリアスと共に踊った。ダンスは全般得意そうだなと思っていたが、やはり予想通りだった。エリアスはむちゃくちゃ上手い。一度見ただけでそれっぽく踊ってみせられるんだ。だから、エリアスはぼくとかま子のパラパラのコーチに就任。かま子はかま子で、人並みに踊れるようで、おそらく生まれて初めてのダンスだが、楽しそうにリズムよく両手を交互にまえにかざして、胸のまえでハートマークを両手でつくる振り付けでは、少し照れたように微笑ほほえんでいた。

　普段から鍛きたえていないぼくの身体からだは、とっくに音を上げていたが、楽しそうなかま子やエリアスと踊るのは全然悪くない気分だ。

　そういえば、車庫での練習でぼくに発見が一つ。

　地伝の影響を受けているかま子の近くで踊ると、ぼくの身体能力が上がり、格段にダンスが上手くなっているのだ。パラパラのゲーム機自体はデマ地伝だから、当然ぼくのパワーアップはしないしね。かま子が近くにいれば、ぼくのチョベリグポイントが冗談抜きで三倍増しになるくらい踊れている気がした。今日までで最高難易度の「デスダンシング」の自己ベストは、10点代後半だった。



　翌日、木曜の朝。

　マボチューではフネが、空前のパラパラブームがきていることを教えてくれる。

　デマ地伝の最優秀賞に選ばれたから、マボチューの生徒間ではもともとのパラパラブームに拍車がかかり、なかでもかなりパラヘヴンはかなりの盛り上がりを見せている。市内のゲーセン各店てん舗ぽで、マボチュー生徒同士のパラパラ合戦。当然みんな死神を召喚したいわけでも、まして誰だれかの寿命を奪いたいわけでもない。ただ、試しに最高難易度のパラパラをノーミスで踊ってみたという検証結果がほしいのだ。それは名誉だ。おそらく今のマボチューでは、パラヘヴンのチョベリグポイントを、内申点より気にしている生徒がごろごろ。馬ば鹿か多し。もちろん妹につき合わされて、慢性的な筋肉痛になるまで踊っているぼくもそっちの馬鹿よりだ。

　なんでも真ま幌ぼろ市には、各曲の全国トップ１００位にランキングするパラヘヴンの実力者ダンサーが出現しているとのこと。

　ユーロビートが得意なのは、パラ王、イズミの踊り子、果実飴あめ。

　テクノが得意なのは、モーニングオブウォーター、＠リズム、ノンストップモンキー。

　トランスが得意なのは、姫ちゃん、シブヤ人、ＮＡＯＮＡＯ。

　ベストスコアをだせば、全国のスコア表にプレイした店てん舗ぽ名が残る。それで真幌市内だとわかったらしい。

　顔も知らないダンサー達の名前を調べて憶えているフネに感心。ちょっとした気まぐれで聞いてみた。

「フネがもしパラヘヴンをやって、スコアが残る時はなんて名前にするんだ？」

「そうだな。いやいや、親につけてもらった名前ってのは大切だからよ。おれは誠せい一いち郎ろうのままかな」

　パラパラのダンスゲーム機のハイスコア表に、ダンサー誠一郎が登場するのを期待したいところだ。



　放課後になるまえにマボチューの情報通のフネから、今度は無視できない情報を仕入れた。あやかし健康ランドが明日から通常営業再開するらしい。寝耳に水。店長、昨日はなにもいってなかったじゃないか。このことをエリアスに伝えると、眉み間けんに皺しわを寄せる。超小顔のエリアスの皺なんて、虫眼鏡で見ないとよくわからないけど。

「それ、やばいんじゃない」

　帰宅後の車庫。ナナコは先にあやかし健康ランドに向かっているようだ。

「ああ、確かにな」

「せっかく、今日からかま子こを一緒に連れていって、春はる男おの身体能力を上げて、ハイスコアを叩たたきだそうと思ったのに。でも、いくらなんでも今日一日で完璧に踊るのは無理よね」

　ナナコはかま子のことを、事情があってうちの車庫にいる鎌かま田たちいだと思っている。それ以上のことは詮せん索さくしてこないし、知らない。だから、かま子を連れていってもナナコだけならなんとかなるのだが。

「春はる男おの話じゃ、マボチューの生徒達はパラヘヴンにはまっているんでしょ。健康ランドの遊戯室が一般開放されちゃ、いつ誰だれがくるかわからないわ。そこに、かま子こと春男がいるのはまずいわ。かま子はマボチューの一部生徒に謎なぞの着物女と思われているし、コトリには衣装拝借魔だと思われたままだし」

　頭が痛くなることばかりだ。偏頭痛に悩まされる中二。

「かま子が側にいないけど、頑張ってくるよ。第一、身体能力を上げて、完かん璧ぺきに踊ったところで死神はどっちみち召喚されないんだし。土曜まであと二日。ナナコも諦あきらめるよ」

　それでぼくは、車庫にエリアスとかま子を残し、妹の待つあやかし健康ランドへ。



「やったーハル。ついに90点台でたよ」

　はしゃぐナナコ。あやかし健康ランドの遊戯室が貸し切りの最終日。三時半過ぎ。パラヘヴンの画面には、最高難易度曲「デスダンシング」のスコア表示。暗がりで光を当てたゴールドみたいに濡ぬれたように輝く91チョベリグポイントの文字。一方ぼくはヒビの入ったコンクリートみたいなくすんだグレーの文字で、32チョベリグポイント。ナナコに拍手。

「あっ、なんか新しい画面がでたよハル」

　どうやら今のナナコ単独のスコアが、デスダンシングの全国ハイスコアランキングのトップ１００に入ったらしい。画面には、日サロに通いすぎで４Ｂの鉛筆みたいに真っ黒になった女のＣＧ。ところどころに修正液をこぼしたみたいな白っぽいメイクをした顔に、笑みを浮かべてる。

「あなた超イケてる！　なんていうのー？」と、丸っこい文字が映しだされている。パラヘヴンのイケてない演出。

　ナナコはちょっと悩んだ顔をしたあと、なにか名案が思いついたように一つ大きく頷うなずくと、入力し始めた。えっ。思わず声が漏れた。入力されたネームはＭＢだった。

「ナナコそれって？」

「ＭＢ。えーとね。ナナコとハルが助けなきゃいけない人の名前。ミザ・ベリのローマ字読みかな」

　最近の八歳児は、ローマ字がすでにわかるのかと感心しながら、ぼくは内心ハラハラしていた。くしくもモノホシボーイと同じイニシャル。

「ねえ、ハル。もう一回。デスダンシングやろう。もう少しで完かん璧ぺきに踊れる気がするの」



　曲の二分過ぎ頃ごろ。ぼくのすぐ横で踊るナナコの身体からだがバネ仕掛けのおもちゃのように弾はずんでいるのわかる。ユーロビートがナナコの呼吸になっている。

　今のナナコはさっきよりいいスコアをだす。

　自分が踊るのに精一杯でも、それだけはわかった。ナナコは音を吸い込んで、踊る機械になったみたい。正確で熱い。機械だって、動力部分は激しく熱を持つ。あと十数秒。デスダンシングは曲の最後が一番振り付けが激しい。マラソンの最後に競技場のトラックコースがあるんじゃなくて、傾斜の厳しい坂があるようなものだ。ぼくは、息の上がる身体からだで必死に食らいつく。周辺視野になにか予想外の動き。ぼくの横で、ナナコの細い身体が揺れた。舞い続けていたちょうちょの手のひらが、蜘蛛の巣にかかったかのように止まる。振り向いた時には、ナナコが足首を抱えて、電飾によって鮮やかに照らされるダンススペースの上で倒れていた。



「これは捻ねん挫ざだな」

　ダンススペースから遊戯室の脇わきのソファにナナコを抱えて、移動した。自分もつい最近、変身トンネルで足を挫くじいたからわかる。ナナコの枝のように細い足が熱を持ち始めていた。

「なんか、すごいいい感じで踊れてたの。あー、このままいけばきっと完かん璧ぺきに近いって意識したら、急にリズムがちょっとだけずれちゃった気がして、ナナコ、戻そうとして慌あわてちゃったよハル」

　幼い声が苦しそうだった。足首が痛いのが苦しいのではなく、肝心の日まで踊れなくなってしまったことに気づいて苦しそうだった。この場合の肝心の日とは、当然つぎの土曜。みらプリの放送日だ。

「ハル、お願いがあるの」

　ブラックジャック先生を連れてこいとでもいうような気配。だが、今週のナナコは、らしくないことをよくいう。

「痛いの痛いの飛んでけーをして」

　子供っぽいことをいってくれるナナコ。精一杯気持ちを込めて、おまじないをした。妹にもかわいいところがあって、ほっとしたし、うれしかった。ただ、やっぱり田た中なか家の暴君は実の兄を忠実なしもべにしか見てないようだ。ぼくが撫でていたナナコの足が、膝ひざ下したから脚気かつけの患者のように、跳はね上がった。ぼくの顔面にヒット。

「っ、痛った。なにするんだ!?」

「そんな腑ふ抜ぬけなまじないで痛いのが治るかボケっ。ハルのバカ」

「おい、ナナコ。いくらなんでも蹴けりはないだろ？　っていうかナナコがしろっていったんだろ」

　ナナコの壊れそうに細い両足を押さえた。

「ハルのバカ、バカ、バァカッ……バカ」

　聞き分けのないナナコの叫さけび声が、最後は湿ったような響きになって止んだ。見上げた場所にあるナナコの顔は、ふざけて目薬を注さしすぎたみたいに、幾筋もの涙が一直線に頬ほおを降りていた。

　ナナコはケガしちゃったし、死神召喚するのは断念しようか。ナナコはもう充分頑張ったんだから。

　のど元まで、でかかった言葉は口から先にはでていかなった。



    

  
    
      



    

  
    
      　パラヘヴンの陽気なデモ画面が依い然ぜんとして流れていて、ぼくは気づいたら、本来いおうとしていたことの真逆のことをいっていた。

「ナナコ諦あきらめるなよ。なんとかする。ちょっと待ってろ」

　なんでこんなこといっちまうんだろ、ぼくは。

　妹のためになにかしてあげる兄。これじゃまるで仲のいい兄妹きようだいみたいじゃないか。

　やっぱりぼくはただの忠実なしもべなんだ。



　三十分後。

「よっしゃ。リトルちゃんのためならパラパラなんて軽いぜ」

「ゲームなら任せてください。ナナコさんの代役を見事務めてみせます」

　簡単に事情を話して、ケータイで呼びだした桑くわ島しまと草そう一いちが集合。

　二人ともジャージの上下持参だ。やる気満々。実にありがたい。フネは誘わないでおいた。デマ地伝に関わることで呼ぶと機嫌悪いだろうし。歩いただけで全身の脂肪が踊るように揺れだすフネがパラパラを踊れるようになるとは、やっぱり思えない。

「ナナコ、とにかく三人で交互にやって、上う手まいやつ二人でデスダンシングをノーミスで踊るからな」

「うんっ。わかった」

　笑顔のナナコに、草一と桑島の士気は俄が然ぜん上昇。二人とももしかしてロリコンなのかと軽い疑念を抱いた時、草そう一いちがぼくにだけ聞こえる耳打ち。

「僕も八歳の時は、サンタを信じてたんだ。ナナコちゃんがアニメのなかの悪い奴を倒したくて、死神を召喚しようとしてるなんて、なんかそういうのいいよね。大人は馬ば鹿かみたいだっていうかもしれないけど。せめてまわりの僕達は精一杯味方してあげようよ」

　相変わらずいいやつだ。

　草一のいうとおりかもしれない。いつのまにか、競争とか格差とかなんか暗い気持ちになってくる熟語ばかりがぼく達の日常を占めてきている。

　八歳児の世界には、サンタは当然いてほしいし、天使だっていてほしいんだ。死神がいるのだってありかもしれない。純粋な八歳児の気持ちを守ってあげたい。

　まず、先陣切って、草一とぼくの２Ｐでダンススペースに立った時、うしろから桑くわ島しまのご機嫌な声。

「リトルちゃんは、今八歳か。じゃあ、あと八年したら結婚できる年だね。えーと、その時俺おれは、二十二歳か。ちょうど成人式が終わって二年目。楽しみだな」

　純粋で馬鹿な十四歳児のロリコン発言を聞きながら、ぼくと草一は前奏の振り付けを踊り始めた。



　午後五時まで踊って、ぼくと草一と桑島のパラパラはどんぐりの背比べだった。

　デスダンシングのそれぞれの最高得点は、ぼくが自己ベストの38チョベリグ。ダンスは中学生の嗜たしなみだよと豪語していた桑島は30チョベリグ。どんなジャンルのビデオゲームもオールラウンダーの草一もダンスゲームは鬼門のようだった。23チョベリグ。

　ぼくがトップだったのは、先日までの練習の下地があるからというもの。

　明日明後日中にこのなかの二人が同時に１００チョベリグだすのは、絶望的に思えてくる。それはナナコにも伝わっていた。

　疲労感を湛たたえながら、帰っていく草一と桑島。心なしか肩が落ちてる。意気消沈。

　ナナコと二人。足を挫くじいた妹を背負って、あやかし健康ランドから自宅への道。

　いつまで経たっても大して上達しない兄に愛あい想そうがつきたのだろうか、口もきいてくれない。やっと口を開いた時は、怒ったような口調で無理したようなことをいう。

「ハル、もうほんとヘタっぴなんだから。もう、役立たずなんだから……パラパラやめちゃおっか」

　ナナコから諦あきらめ言葉がでてくる。

　ぼくは思いついちゃいけない計画が頭のなかで浮かんでしまった。策士のエリアスなら絶対ゴーサインはださない無謀なもの。

「なあ、ナナコ。聞いてくれ。明日あやかし健康ランドにぼくじゃない黒ずくめの男がくる。そして、今うちにいる鎌かま田たちいさんも一緒にだ。この二人が土曜日までに、デスダンシングで１００チョベリグをたたきだすから、ナナコは遠目から二人を応援していてくれ。決して、黒ずくめの男には声をかけないでくれ」

「なぁにハルそれ。なにいってんの。ナナコわかんない」

「きっと二人がなんとかするから」

　もう一度強い調子でそういうと、背中は静かになった。ナナコは納得しているようだった。そうだよ。小学二年生は素直じゃなきゃ。

　このことをエリアスに話したら、怒るよなと嘆息しながら、家に向かう。

　１００チョベリグをだすための作戦は、チョベリバを１００回いいたくなるくらい最低の作戦だ。

　ところできみは、チョベリバがなんの略か知っているだろうか？　死語を大切に。



　ぼくの側にかま子こがいれば、今よりずっと上う手まく踊れる。

　だから、かま子とぼくのペアでパラパラ。かま子と一緒にいるのをマボチューの生徒に見られてもいいように、ぼくはＭＢスタイル。リスクだけが高い作戦だった。エリアスは、ため息をつきながらもその話を全て聞き終え、一つだけ条件をだした。

「健康ランドの遊戯室に、口のきけないかま子と、ヘルメットで顔も隠した黒ずくめの春はる男おはまずいわ。スタッフに不審がられると思う。せめてコスプレーヤーですとスタッフに思わせて、話かけられてもまともに返せる人が一人は必要よ」

　ぼくがＭＢだという正体がバレるのをおそれなくていい相手は一人しか浮かばなかった。エリアスとぼくの声が重なる。

「ライム」



　金曜日。

　机に座っていると、授業中に不意に昨晩遅くまで車庫でおこなったパラパラの練習が頭をよぎる。そんな遅くまで車庫にいたら、母さんや父さんが不意にくることもあるんじゃないかと、きみは疑問に思うかもしれない。当然、その問題も解決してる。

　車庫でパラパラの練習をしているぼく達にはナナコのバックアップがあるんだ。田た中なか家の愛くるしい長女は父さんと母さんにべったり貼はりつき、間違っても車庫にいかせないようにしてくれていた。

　まあ、そんなことをしなくても、ぼくにあまり関心のない両親には気づかれなさそうだけど、一応ね。

　土曜日の午前十時半がタイムリミット。二十四時間を切っていた。



　学校では、明らかにパラヘヴンの話題をしている生徒が増えていた。

　何チョベリグポイントだした？　すげーそんなにチョベリグ。わたしは全然チョベリグ駄目。おれとチョベリグ競おうぜ。デスダンシングのチョベリグ終わってる。

　タイムスリップマボチュー。

　地伝がない時でも、必ずなにかにハマっていたい呆あきれたマボチュー生徒達。聞こえてきたデスダンシングのポイントのトップは、60台後半だった。足を捻ひねるまえのナナコの叩たたきだした91点はやっぱり驚異。

　今日はぼくとかま子こでその点数を超えるのが目標だ。



　放課後。ぼくの家の車庫に急遽編成されたパラパラメンバーの一人がぼやいた。

「あなたはヘルメットにライダースーツでしょ。あたしって、制服のままでいっていいの？」

　ぼくの肩に座るパラパラのコーチが声を上げた。

「ライム。そんなわけないじゃない。変装しなきゃ。だって、いくらあやかし健康ランドといっても、ライムの知り合いに偶然会うとも限らないしさ」

「え、変装するのあたし？　サングラスにニット帽とかそういうの？」

「ははっ、誰だれがそんなベタな変装させるものですか。ちゃんとパラパラを踊りにいくのにふさわしい格好よ」

　普段は工具などが並べられた壁際の棚には、なにやらメイク道具の数々が並べられていた。ぼくが母さんのドレッサーから拝借してきたものだ。エリアスに頼まれて、用意したもののなかには、明らかにメイク道具には見えないものまである。

「ギャルメイクでもいいけど、しっかり変装させるには足りないわよね。あれしかないわ」

　メイク道具を選びながら呟つぶやくエリアスに、ライムが不安の混じった声でいった。

「あれってなに？」

　エリアスの顔が嬉々として上げられる。

「一度生で見てみたかったんだ。それに誰かにメイクしてみたかったんだ。ヤマンバギャル」



　現代の地方都市に、ヤマンバギャルが現れたのはそれから三十分後のことだ。

　エリアスはどこで覚えたのか、手際よくライムの顔にガングロのベースメイクを施していく。ベースメイクなんて上等なものじゃないな。泥パックするかのように、濃いファンデーションを塗ったくっただけなんだから。それでライムの森永ビスケットのマリーのような色だった肌は、あっという間にチョコチップクッキーの色になっていた。まぶた全体と目の下を雪のように白く塗る。見事なパンダだった。ライムの唇も真っ白に塗りながら、エリアスの声が踊る。

「ライムかなりいいわよ。ご両親が見たって、ライムだとは気づかないわ」

「絶対お母さんにもお父さんにも会いたくないわ」

　ライムの声は沈んでいた。

「つぎは髪の毛ね」

　脱色しなくても済むようヘアカラースプレーを噴きつけ、ワックスで髪をシュレッダーにかけられた紙クズのようにゴワゴワにしていく。毛束には羽やケータイのストラップみたいな紐ひもをつけ、ピンクのエクステも顔まわりにつけていく。頭のてっぺんからインスタントラーメンを被かぶったみたいな髪型ができあがった。鏡を見ながら、変わりゆく自分の姿に悲ひ鳴めいすら上げず、「キャンディちゃんのため、キャンディのため」と呟つぶやいているライム。ぼくとかま子こはその様子を見て涙ぐみそうになった。ただ、別人のように容姿は変わったが、そこまで変なわけではなかった。きっと、全く見慣れてないことが理由なんだ。ぼくの顔が若干引きつっているのは。

「最後に、目元に星とか涙の形のシール貼はったほうがかわいいよね」

　メイク担当者は、一人ごとのように呟いて、黙々と作業を進める。ちなみにぼくがエリアスの身体からだをささえて、細かな指示通りにメイク道具を渡したり、スプレーを吹きかけるのを代わりにおこなったりしている。エリアスに頼まれて、開けた女性誌の付録。どうやらネイル用のシールを顔に貼ろうとしているようだ。ライムすまん。堪こらえてくれ。

「あれっ、このシールどっかで見たことあるような」

　付録のシールを取りだしたエリアスが、なにかを思いだそうと眉み間けんに皺しわを寄せる。

「その本買ってすぐ読んでた時に、見たんじゃないのか？」

「まあ、そうよね。あっ、忘れてた。まつげをラインで描いちゃおう」

　そして、エリアスはライムの目元にキラキラと輝く星や涙のシールを貼っていった。手書きのまつげもプラス。

　ぼくの変装も、ライムみたいな感じでなくてよかった。ギャルゴじゃなくて、ギャル男。

　まあ、肌を黒く焼いて髪を脱色したところであんまり変装にはならないよな。



「あたしの頭、カラフルなモップみたいになってない？」

　エリアスがメイク完成といったあと。ライムが針金の束に指を絡めるかのように、自分の髪に手櫛を入れる。

「だいじょぶ。ライム、ばっちりだよ」

　ガチャピンの相方ムックの頭よりは、サラサラに見えるとはいわないでおいた。

　甘口のソースみたいな肌をしたライムの顔がこっちに向けられる。

「あたし、もっと見るに堪えない女の子になっちゃったかな？」

「ライムそれは本当、誤解なんだよ。ライムは、かわいいじゃないか。みんなそう思ってるよ、なあ、かま子」

　冗談っぽくでも女の子にかわいいというのが恥ずかしくて、かま子に顔を逸そらしてしまう。

「ワン！」

「あなた、キャンディちゃん、ありがと。そっか、誤解だったんだもんね。ごめん、あたしってあんまかわいくないから、自分に自信がなくて。そっか、あなたはあたしをかわいいと思ってくれているんだ」

　この世の終わりみたいな土色の顔（実際は土より黒い）で、鏡を見ていたライムが笑顔になる。ぼくはもっと、ライムに笑顔になってほしくて、一仕事終えたメイクアップアーティストにも振ってしまった。

「エリアスも、ライムはかわいいと思うよな？」

「そうね。キスより先はなにも知りませんみたいな、そのあどけない顔で隠語の一つでも頬ほおを赤らめながらいってくれたら、最高にエロ可愛いよね」

　車庫には、その手の話題がとても苦手な即席ヤマンバギャルの悲ひ鳴めいが上がった。そのライムの顔が、こっちも悲鳴を上げたくなるほど怖かったのはいうまでもない。

「かなり、わたしのオリジナルも入っちゃったヤマンバになった感じかな。つぎもちゃんと変装さえできてれば、こんな感じでいいよね？」

「エリアス、つぎもってどういうこと？」

「なにいってるのよ春はる男お。とーぜん、かま子こもヤマンバにするよ。だって、着物は着てなくても、マボチューにかま子の顔を憶えている生徒いそうなんだし」

「キャンディちゃんにも、こんな泥の妖怪みたいなメイクをするの!?」

「あははっ、いいじゃん。ライムとかま子はおそろいで。でもさ、黒ずくめの春男に、黒い肌の女が二人になるわけでしょ。正体はバレないだろうけど、すごい三人組だよね」

「いやー、キャンディちゃん、こんな目に遭わせてゴメンね」

「ワン！」

　こうして、かま子もライムと同じようなメイクを施された。

　白のファンデが少し足りなくて、「仕方ない、あれをつかうかな」と、エリアスがホワイトの油性マジックを取りだした時は、たまらず三人同時にエリアスを取り押さえた。

　パラパラを踊りにいくまでが、大変だ。



　通常営業を再開しても、いきなり客足が戻るわけもなかった。もともと、一回目の原因不明の露ろ天てん風ぶ呂ろ源泉噴出事件後もガラガラだったのだ。

　ただ遊戯室は予想外に人がまばらにいた。

　お手玉のような速度で卓球をするご年配がいるが、それ以外は驚くことに中学生が十数人。マボチュー生徒のようだった。フルフェイスのヘルメットにライダースーツのＭＢスタイルのぼく。エリアスが大きくなった時に買ったスキニーデニムとニットを着たスタイルのいいかま子。天然記念物級の存在感を発揮するヤマンバギャル二人組の一人、ライムは泣き笑いの顔でぼくの背中に隠れている。ぼく達が遊戯室に入った時、自然とマボチュー生徒達の驚きに満ちた視線が飛んできた。そりゃそうだ。ここは前世紀末の渋谷じゃない。レギュラーガソリンが１リッターあたり百八十円オーバーしている今世紀の地方都市なんだ。

　スプレーで白くしてワックスでぼさぼさにした髪をいじりながらライムが声を上げる。何度見ても慣れない。サラサラのツインテールのおもかげは残念ながらなかった。

「どっかの中学生の男女が入口で話しているの聞いたんだけど。デスダンシングのチョベリグポイントの全国トップ１００のＭＢがここに現れるっていってるわよ」

　貸し切りの遊戯室で人知れずパラパラの腕を磨いていたのに。全国のスコア表には、どこの店てん舗ぽでハイスコアがだされたか表示される。そういえばフネがそんな話をしていたのを思いだして、頭を抱えたくなる。

　ギャラリー増。マボチューの生徒達が遠巻きにゲームをしながら、ダンサーＭＢを探している雰囲気。地伝を解決しているヒーローＭＢとは、全く結びついていない感じ。それは助かる。

　ぼくは、パラヘヴンのダンススペースから離れた柱の影で、小さな影が動くのをスモークの張られた色彩の乏とぼしい視界の端で見た。

　ナナコが友達と思おぼしき女の子数人とこっちを見ている。捻ねん挫ざはごくごく軽いものだったのはよかった。

　かま子こもナナコの存在に気づいたようだ。ぼくに微笑ほほえみ、バニラアイスのように白い唇を小さく動かした。ワン。頑張りますの意味だ。

　ぼく達はパラヘヴンのダンススペースに乗った。

　お金を入れる時には、マボチュー生徒達の視線が遠えん慮りよなくぼく達に集中した。あれＭＢか？　そうなのか？　うるさい外野。ライムが、「プレイボール」とコールする主審のように、遊戯室の中心で高らかに声を上げた。

「悪いけどコスプレダンサーユニット、ＭＢがパラヘヴンを今日貸し切らせてもらうわ」

　コスプレダンサーユニット。ぼくの肩書きに人にはいえないものがまた一つ加わった。ぼくの部屋で仕方なくお留守番をしているエリアスが聞いたら、「春はる男おダサイ」といって、笑うだろうな。



　三分間のダンスが終わった。ぼくはかま子こが側にいることで上昇する身体能力を感じていた。身体からだのなかにメトロノームがあるみたい。リズムの感度最良好。

　スコアはかま子が84チョベリグポイント。ぼくは89チョベリグポイント。

　画面に表示されるまえに会場は沸くような拍手。

　さあ、もう一度。踊ろうか。

　通常営業を再開した今日から、無料でプレイできなくなったのが厳しいけどね。



　一時間ほど踊って最高スコアは、かま子が92で、ぼくは93だった。二人仲よく全国トップ１００入り。ナナコが見ている。ネームは当然ＭＢ。ファンタジー世界の五十八歳の教育係の略。

　ギャラリーからは「すげー！」「おしい！」「もう少し！」の声。でも、かま子とぼくは決定的にわかっていた。完かん璧ぺきまでにはまだ足りない。今日はこれ以上やっても無理だろう。しかも、マボチュー生徒の数が増えている。遊戯室には、盛況に近いほどの人出。軽く一クラス分はいる。きっと、ゲーセンに場所を移しても同じだろう。ライムは叫さけぶように人の群れにいった。

「はいはい、どいてどいて。話してかけても駄目よ。ダンサーユニットＭＢは一切のプライバシーは秘密よ」

　ライムも功労者だった。ぼく達三人は健康ランドをあとにした。

　右手を額の下に、左手を肩の後ろにまっすぐ伸ばす。スピードスケートのスタートまえみたいな、お馴な染じみのポーズだ。

　無料パスをつかって、ひとっ風ぷ呂ろ浴びてから帰りたかったが、正体がバレるわけにはいかないよな。実にツライぜ。



　夜の遅くまで、車庫でビデオ映像にあわせてパラパラの練習。

　最終決戦は土曜日の朝一。

　あやかし健康ランドにマボチューの生徒や一般客の少ないと思われる午前九時からを狙ねらう。おそらくかま子とぼくの二人プレイで十回くらい踊ったら、タイムアップだろう。

　その夜はベッドに横になったあとも、耳にはサイレンのようなデスダンシングのユーロビートがぐるんぐるんリプレイ再生されていた。



　土曜日。やっぱり部屋に残ることに不平たらたらのエリアス。ぼくは、ナナコに午前九時あやかし健康ランドにいってくれと伝えた。ナナコはそれで素直に頷うなずき、一人で向かっていた。そして、ぼくとかま子ことライムで向かう。もちろん変装は昨日通りのね。いざパラヘヴンの聖地。健康ランドの遊戯室へ。



    

  
    
      



    

  
    
      　読みは外れた。土曜日の午前九時なのに健康ランドの遊戯室には、筐きよう体たいの古いパズルゲームのデモ画面の小気味いい連鎖音と人々のざわめきが響いている。ダンサーユニットＭＢの噂うわさが予想以上に広まっていたようだ。マボチューの生徒の姿が多い。柱のところに小さな影。ナナコは期待を込めた眼差しでこちらを見ていた。

　かま子とぼくは、ステージに立つまえの控え室のダンサーのように静かに身体からだをほぐし、ここ一週間何度となく立ったパラヘヴンのダンスステージへ。左側にぼく。右側にかま子。定位置だ。

　投入口に二百円。二人プレイエントリー完了。手首につける専用バンドは、愛用の腕時計を身につけるみたいに違和感なんてない。

　デスダンシング。何度となく聞いた。何度となくこの曲の振り付けを練習した。テンションが爆弾のように爆ぜる前奏が始まる。

　パラパラにすべての意識を集中させる三分間。



　一回踊っただけで、全身に汗をかいていることに気づいた。ライダースーツに通気性は期待できない。

　ぼく、かま子、ライム、ナナコ。そして、その他大勢。

　画面を見つめる。光り輝くゴールドのアラビア数字が、画面に表示された。

　かま子は97チョベリグポイント。ぼくは98チョベリグポイント。会場の人々が湧わく。デスダンシングの全国トップ10入りできるスコアだった。

「あ！　おしいぃ」

　柱のナナコがたまらず漏らした声が届いた。

　ぼくはかま子に視線を流した。ブラック無糖のコーヒーみたいな色の顔に、ミルクをたっぷり注そそいだような甘い笑みが広がる。まだ、今日の一回目だ。いけるぞ。確実に上う手まくなっている。それはぼく達四人に広がっていた確信だった。ただ、予想もしなかった声が二階遊戯室に通じる螺ら旋せん状の階段から飛んできた。

「お、おまえ。モノホシボーイだな。やっと見つけたぞ！」

　トランプのＪみたいな派は手でな柄のニットカーディガンに、グレーというよりねずみ色というほうが似合っているスラックス姿の巨漢の友人。誰だれがその服を選んだと問とい質ただしたくなるようなフネだった。

　ぼくは、ダンススペースから降りる。フネは今にも飛びかかってきそうな熊くまみたい。でも死んだふりなんて意味ないよな。ぼくはかま子とライムの顔をワイパーのように素早く交互に見た。二人の小さな頷き。意味はとにかくやばいってこと。柱の向こうのナナコは状況がわかっていない表情だった。ぼくは走って逃げた。

「おお、待てＭＢ！」

　ノズルが詰まった掃除機みたいなフネの唸うなり声。

「待つのは、あ、あんたなんだからね！」

　反対側の階段に向かっていたぼくの背中に聞こえてきたのは、極度の男性不信のライムの声。精一杯の声が早くも泣きそうになっている。

「おう、黒い姉ちゃん、どいてくれ」

「いやー！　でかい。太い。男！」

　見た目が変わっても男性恐怖症は、当然ちっとも軽減していないライム。横を通り抜けていこうとしたフネの頭に、ソフト部四番が擂すり粉こ木ぎより少し長めの木の棒を振り抜いた。フネは驚いただろう。なにせ、細い少女のスイングとはとても思えないバッティング速度なのだ。クリーンヒット。フネの頭がソフトボールだったら文句なしのホームランだろう。小気味いい音が遊戯室に響いた。

「ぐお、うううぅ。おお」

　フネが特撮ものの怪獣の最期の呻きみたいなものを漏らし、その場に頭を抱えてうずくまった。ライムは泣きそうな顔でぼくに、早くいって、というジェスチャー。ぼくはすぐ戻ってくると決めて、一時離脱した。

　ちなみに木の棒は「太たい鼓この達人」の専用のばちだった。みなさんはこんな使い方をしてはいけません。ナムコさん本当にすみません。



　状況は最悪の一歩手前だった。フネからなんとか逃げのびたが、それではなんの解決にもなっていない。とにかくあやかし健康ランドの遊戯室に戻る必要があった。でも、フネはまだいるだろう。ＭＢの衣装を脱いで、直後にいくのはあんまりいいタイミングとも思えなかった。

　衣装を隠す場所が見あたらず、結局自宅まで戻った。車庫の隅にとりあえず置いておく。なにやってんだろぼく。そこでちょうどいいタイミングでメール受信。草そう一いちから。内容は桑くわ島しまと一緒にあやかし健康ランドの噂うわさのダンサーユニットＭＢを、見にいかないかいというもの。どうやら、ＭＢの噂は草一にまで届いていたようだ。ぼくは了解と返信した。

　現地集合で向かう途中。草一からもう一通。

「ちょうど今、やってるみたいなんだ。すごいらしいよチョベリグポイント」

　どういうことだろう。かま子こが一人で踊っているのだろうか。

　ぼくはライダースーツを脱いで、軽くなった身体からだで駆け抜けた。



　あやかし健康ランドを退店して、三十分後。午前十時頃ごろ。再び入店。

　フネが呼んだのか、それとも昨日同様勝手に集まったのだろうか。

　遊戯室には、さらに人が増え、すっかり人気のゲーセンのような混み方だ。

　驚いたのは、人口密度ではない。柱の陰にはナナコがパラヘヴンのダンススペースを見つめている。ゲーム機のすぐ後ろ、Ｓ席に陣取るフネが見つめる先。この場にいた全員の視線を集める先に、今まさに踊り始めようとしている二人。

　右側のダンススペースにはヤマンバギャル・かま子こ。そして、先ほどまでぼくがいたダンススペースにはヤマンバギャル・ライムだった。パラヘヴンのデスダンシングを選択するチープな効果音を厳おごそかな気持ちで聞く姿勢の一同がパラパラに不釣り合いな緊張感だ。

　そしてデスダンシングが始まった。健康ランドの遊戯室ではなく、もはや副都心のクラブみたいな雰囲気を感じた気がした。のどかな日中の陽光が射し込む天然の照明なのにね。

　マボチュー生徒だけじゃなく、温泉に入りにきた老人だって足を止めてしまうくらい。こんなにリズムにぴったりあって、踊る人の姿を見るのは気持ちいいってことだよな。

　髪を振り乱して踊る二人の熱気が、ギャラリーにも感染して、健康ランドの浴衣ゆかたを着たじいさんとばあさんの身体からだも揺れる。

　曲は最後の一番激しい振り付け。かま子とライムが伸びやかに弾はずむように舞う。残像だって輝いている。二人の心臓の動どう悸きが、見ているぼくにも移ったみたい。身体が踊りだしそうになるのを必死に止める。決めポーズ。右手を頭の横にそえる。猫のあいさつ。ニャン。

　三分間はあっという間だった。

　スコアが表示されるまでのほんの十秒未満。新年までのカウントダウンをする人々のような興奮が、あやかし健康ランドの遊戯室に広まっている。画面を食い入るように見つめていたみんなはもう気づいていた。二人が一度もミスをしていないことに。

　空と地面を希望で繋つなぐような虹にじ色いろの数字が表示された時、新年を迎えたみたいに大騒ぎ。一人一人が自分がだせる一番うるさくて弾んだ声で喜びあってる。

　かま子、ライム。１００チョベリグポイントおめでと。



　死神はやはり召喚されてはこなかった。代わりにかま子とライムのまえには即席ファンの男女が召喚されたかのように、突然集まってきた。

　どうやらライムは、かま子の存在がナナコに知られてしまったとぼくから聞いて、三日まえから、ベイブ・ルースに通うのをやめて、町のゲーセンでひたすら踊っていたらしい。実はデスダンシングの全国トップスコアにもライムの名前はあった。気づかないのも無理はない。なにせその名前は果実飴あめ。果実はライム。飴はキャンディ。飼い犬想おもいの飼い主らしいネーミングの由来だった。ただそのセンスについてはノーコメントだけど。でも、プレイ初日で全国のトップスコアにランクインするライムのセンスは最強だ。いつかエリアスと勝負してほしい。

　まあ、なにはともあれ、飼い犬を絶対守ろうとする実行力と相変わらずの身体をつかうことに関しては万能少女のライムのおかげで助かった。最高の助っ人。こうして、デスダンシングの全国トップスコア10のほとんど全てを真ま幌ぼろ市のプレイヤーが塗り替えて、ぼく達の居もしない死神を召喚しようとするパラパラ通いの日々は終わった。

　フネはライムがＭＢと通じていると疑い、踊り終えたライムにしつこく迫ってきていた。男性嫌いのライムに、男臭いフネ。いい加減ライムがキレて、フネに金蹴けりを見舞って追い払ったってのは、あの土曜日のもう一つの見物だった。

　それで、みらプリのミザ・ベリを亡き者にしてしまう悪者ゴリラジの寿命はどうなったかというと、びっくりだが奇跡が起きた。

　大至急、健康ランドから戻ってきて見たみらプリの放送。ＣＭまでの前半パートは緊張感のある戦闘シーン。ゴリラジはＣＭに入る直前に、ヒロインのマリッサの攻撃のまえに倒れてしまう。でもこれは、ただの演出。死んだふりでマリッサを油断させ、俯うつぶせのゴリラジは懐ふところの得え物ものを掴つかんでいるのだ。狸たぬき寝ね入いりが得意なゴリラもどき。マリッサはそのことに気づかず、無警戒に近づいていく。近くで戦闘を見ていたミザ・ベリがゴリラジの思惑に気づき駆けつける。そして、マリッサを守り、不慮の死を遂げてしまうのだ。原作のマンガ通りだと、土曜の朝っぱらから重くて悲しいシーンが、ＣＭ明けのアニメ後半パートで放送されるはずだった。

　立て続けにおもちゃメーカーやみらプリを掲載している少女マンガ誌のＣＭのあと、画面には、不意打ちのようにスーツを着た男が映る。今までのみらプリの画面がテレビの明るさ調節をいじったみたいに一気に暗くなった。テンションのフリーフォール。

「番組の途中ですが」

　そうして、大真面目まじめなスーツは、真ま幌ぼろ市内のマボチューじゃない中学校で昨日部活動で校舎に残っていた生徒ら八名が、学校で目撃されていたのを最後に行方ゆくえ不明になっていたとのことだが、その生徒達が一晩たって、今朝校舎内で全員無事に発見されたというのだ。あまりに車庫でパラパラばかりしていて、ニュースはまるで見ていなかった。こんなことが起きていたとは。平和な真幌市で失踪事件なんてフィクションみたいだ。生徒達は病院で検査を受けるそうだ。ケガもしていないみたいだが。八名の生徒は、昨日の夜から今日の朝までの記憶がないらしい。どこにいたのかは謎なぞ。それ以外はしっかり質問にも答えられているようだが。

　ぼくがニュースをぼんやり眺ながめている横で、ナナコはサンタからのプレゼントを見つけたクリスマス翌朝の子供みたいな声を上げた。

「ハル、死神がきてくれたよ。死神がゴリラジの寿命を奪ってくれた」

　ナナコのびっくりするほどピュアな部分がぼくにはうれしかった。

　ゴリラジが奪われたのは寿命じゃなくて、アニメの出演時間だ。それは妹にわざわざいう必要はどこにもない。



　結局、真幌市だけミザ・ベリが死んでしまう回のアニメの後半は放送せず、特別に再放送をすることもなさそう、一週間後にはみらプリの放送が通常通りおこなわれるだろう。きっとその放送では死んだふりしていたゴリラジはまだぴんぴんしてるし、残念ながらミザ・ベリは帰らぬ人になっていることだろう。

　ナナコはそれでもいいのと笑っていた。なにがよかったかというと、あの土曜日にミザ・ベリが死んでしまうところを見なくて済んだからという。だったら、最初からあの話の回だけアニメを見なければいいと思うんだが。そうでもないらしい。

　そういえば、ぼくはナナコから手紙をもらった。冷や汗ものだが、あのかま子ことライムが１００チョベリグポイントをだした土曜日。慌あわてて車庫に置いておいたメットとライダースーツのうえに。

　ジャポニカの漢字練習帳をカッターかなにかで一枚綺き麗れいに破った紙に、蛍光色の立体感のある花びらのシールが舞っていた。



『　　ハルへ



　ナナコのわがまま聞いてくれてありがと

あの土曜日は真ま魅みばあちゃんが生きていたら、五十八歳の誕生日だったから。同い年の　ミザ・ベリがいなくなっちゃうとこは見たくなかったの。だって、優しいミザ・ベリは　ナナコの思い出のなかの真魅ばあちゃんに似てるから』

　

　そうか。ばあちゃんの誕生日だったんだよな。亡くなった人の命日は憶えているのに、その人の誕生日はつい忘れてしまうものだった。みらプリを観た時にぼくが感じた懐かしさはばあちゃんに似ていたからかもしれない。アニメのキャラクターと、現実の誰だれかが似ていると思うなんて変だよって、きみは言うかもしれない。でも、素敵なアドヴァイスをくれるところとか、とくに似てたんだ。

　そんなこんなでぼくは、ナナコの死神を召喚したかった本当の理由を知って、涙ぐみそうになった。

　手紙は終わりかと思いきや、紙の下には小さい文字で「口にだしていうのは恥ずかしいので手紙でいったんだからね。この手紙は読んだらすぐ捨ててよ」などと書いてあった。

　

　ナナコはダンサーユニットＭＢの黒ずくめの男が、ぼくだと当然気づいたのだろう。でもそれについて、なにかいってくることはない。

　きっと、ナナコにとっては、大好きなアニメの脇わき役やくほども実の兄には関心がないのだろう。まあ、それは気にしない。

　ぼくは、初めて妹に「ありがと」といってもらって照れてるんだ。

　妹に甘い兄だよな。ぼくは。



    

  
    
      


　　　第三話　愛されハルォ君





　ナナコの手紙を大切にポケットに仕舞って、車庫をでようとすると、引き戸の下に紙が挟まっているのが見えた。二つ折りのそれを拾って開くと、声を失った。

　噂そん長ちようからの手紙だった。



『ちでんを解決してぃるヒーローＳＡＮのハルォ君へ



　ぉひさ！　ぉそくなっちゃったケド　巨きよ乳にゆう風か邪ぜ解決してすごかったネ

　ぇらいよ　えらぃよ～　ぁたま撫で撫で☆

　つぎはモットすごぃ　ちでん用意したょん　とってもゃばいんだから

　にゅーすでもぅ見たカナ？？？

　８めぃの生徒が一晩だけ行方ゆくえふめぃになった事件

　ぁれ　ちでんだょ

　ハルォ君に今度解決されちゃうかもしれなぃし

　解決されないかもしれなぃ　ちでん

　ガンバッてＮＥ

　てかてか　そんちょ的にわ　ハルォ君を応援してるンだから

　ぅそじゃなぃょ　本当だからネ



　ねぇ……ねぇ……ぁのさ

　ハルォ君　もぅ気づいちゃってるかもしれなぃケド　いちお　ぃうね

　……コホン。。。

　ハルォ君わ　そんちょのコト

　ものほしザォで叩たたィて倒しちャぉうとしてるンでしょ？

　それすごく怖くて　ヤだなぁ

　本当はネ　そんちょわ　ぃますぐでもハルォ君に会いにイキタイんだょ

　デモ………好きなヒトに殴られたら　そんちょわ

　すっごく凹へこんじゃうから　まだゃめてぉくね



　…キャハ　好きなヒトって　ぃっちゃった☆

　だって　ハルォ君ってカッコィィんだもン

　ヒトリ淋さびしぃロンリーガールで

　一途がぅりのそんちょわ　ハルォ君にずっとハマリ中なの

　ハルォ君も　そんちょのコトだけを見てほしぃなーッテ

　最近わ　すぅごくぉもうんだあ

　ハルォ君に　もっとかまってほしぃよぉ………グスン



　デモ　ハルォ君は　小鳥やェリアスや釜かま子こやタニザキラィムと

　とっても仲良しこよしだもんね　イイなぁー

　そんちょ　だんだん気持ちに余裕がなくなってきちゃったょ　嫉妬しちゃってるの

　そんちょわ　ハルォ君のコト

　死ぬほど大好きだょ状態だから

　他の女の子わ　ぃなくなってくれたほうがぃぃなー

　他のぉんなわ　死んでもらおうかな

　ぁれれ　これって名案かも

　そんちょわ　基本　ハルォ君さぇぃれば　生きてぃける仔なンだょ

　初めてラブれたぁ書ぃたからドキドキしてぃるそんちょからでした♥』

　

　ぼくは人生で初めてもらったラブレターを見つめ、震ふるえていた。

　滴したたり落ちた直後の血のように、ぬめるようにふくれたハートのシール。その小さなシールのなか、噂そん長ちようの気持ちが入っていそうで、しばし目が離せなかった。ばあちゃんの予言が思い返される。

　多くの人外の女性に好かれるというぼくの運命。

　地伝を自在に創れる噂そん長ちようは当然人外の存在。

　今まで戦ってきた地伝の元凶となるもの達を思いだしていく。

　ひとりぼっちのダルマ様。おしゃべりな自販機。闘争本能の乏とぼしい温泉ライオン。ナルシストなオカマ石せつ膏こう。

　間抜けなやつらだった。でも、それらを創造している親玉が間抜けとは限らないのだ。

　親玉の噂長は、相当イカれているようだ。



―おわり―



    

  
    
      


■70行一本勝負『地ち井い武たけ男お尊敬大全』ボツサブタイトル弔とむらい合戦



　読者皆様お久しぶりでーす。比ひ嘉がです。

　ギャルゴ三巻手にとって頂いてありがとうございます！

　皆さんのおかげで、なんとか三巻がでました感謝感謝です。



　もう夏ですね。では、いきなりですが、ちょっと怖い話を一つ。

　北海道の熱い作家Ｍ先生の自宅にお招きして頂きまして、おいら（比嘉の一人称）は愛用のノートＰＣとおっぱいマウスパッドを持っていったところ、Ｍ先生の熱いまなざしがマウスパッドに向けられています。これはもしや、こんなふざけたものを持ってきたことをＭ先生は怒っているのでは！　と思い当たりました。なんてことだ。どう謝罪すればと、おいらが内心パニックになっているところで、Ｍ先生がおもむろにいいます。

「一万（円）でそれを置いてけ」

　なんて男前のＭ先生でしょう。こんなに真面目まじめな顔でおっぱいマウスパッドへの購入願望を剥むき出しにする男がいまだかつておりましたでしょうか？　ただ、Ｍ先生が怒っているわけではないとわかると、おいらもおっぱいマウスパッドをやすやす渡すわけにはいきません。ＰＣと電子辞書とおっぱいマウスパッドは、小説執筆の三種の神器です。

　結局、様々な角度からおっぱいマウスパッドを撮影するというＭ先生の奇行を目まの当たりにするなど、怖い思いをしましたが、おいらはおっぱいマウスパッドを死守することに成功しました。よかった。よかった。これで、巨きよ乳にゆう風か邪ぜという話を書くことができました。

　えっ、どこが怖い話だったのか？　ですか。

　いやいや、これは怖い話ですよ。おいらは、Ｍ先生に内緒でこのあとがきを書いてますから。Ｍ先生にこれを読まれた日には、おいらは寝台特急カシオペアに乗って、脱北（北海道を脱出すること）するしかありません。

　どうかＭ浦Ｉ雄先生。愚かな後輩をお許し下さい。

　おっぱいマウスパッドを売らなかった愚かな後輩をお許し下さい。



　それではこのあとは今回のサブタイトルの話をしまーす。

　ギャルゴのサブタイトルは、一巻だと『地方都市伝説大全』。二巻だと『地域限定焼餅大全』となっています！　お気づきの方もいらっしゃると思いますが、サブタイトルにあるルールがあります。一文字目は必ず漢字の『地』という字にして、全部で漢字八文字。終わりの二文字は『大全』と入れなくてはいけないのです。しまった！　こんなサブタイトル縛りにしなければよかった！　三巻で早くもサブタイトルに悩むぜー。

　それで今回三巻用に考えたサブタイトルの候補と、その選考の結果、それぞれの候補の落ちた理由をお伝えしたいと思います。



『地球滅亡寸前大全』

　地球が滅亡するというスケールとは無関係すぎるため、ボツです。

　三巻の最後の一頁で、誰だれかの「隕石が落ちてくるぞー！」というセリフをいれれば無理矢理ですがなんとかならないかと考えました。それで次の巻がでましたら、最初の一頁目で「あれは隕石ではない。流れ星だ！」といえば問題ない。その場合、四巻は『地球滅亡回避大全』にすればいいじゃないか。と思ったのですが、さすがに無理でした。



『地下組織暗躍大全』

　地下組織が急遽登場してきて暗躍していれば、このタイトルはいいぞー！　と思ったのですが、地下組織のアイディアが全くなくて無理でした。三巻の最後の一頁で、誰かが「マンホールから誰かでてくるぞー！」というセリフをいえばいいじゃないかと思ったのですが。それで次の巻がでましたら、そのマンホールからでてきた誰かのアイディアが全く浮かびそうにないので却下しました。そりゃそうです。



『地図記号暗記大全』

　ずばりテスト勉強の話を無理矢理盛り込みまして、本作の主人公ギャルゴが地図記号を覚えまくるという話です。いいですね。美しい努力の物語です。多分おそろしく地味な話になると思います。却下です。そりゃそうです。



　そんなこんなでサブタイトルが決まらないよーと悩んでいる時に、辿り着いた究極のタイトルが『地ち井い武たけ男お尊敬大全』です！

　演劇部の誰かが、俳優の地井武男さんを尊敬していまして、地井さんの出演作品を振り返ると共に、テレビ朝日系列『ちい散歩』について語ればいいじゃないかと思ったのですが、色々大人の事情で無理でした。地井さんすみません。



　最後に真面目まじめなご挨あい拶さつ。

　思わずパラパラをしたくなる超かわいい表紙を描いてくださった河かわ原はら恵けい様ありがとうございます！　自分の書くのが遅く、大変ご迷惑おかけしました。

　ギャルゴの読者の皆様ありがとうございます！　少しでも楽しんでもらえる話を書けるよう頑張ります！　二巻では、めちゃくちゃ誤字が多くてすみませんでした！

　次巻『クラスのかわいい子の検尿が次々と盗まれていく、検尿ドロボー』という話でお会いしましょう。えっ、担当様、検尿ドロボーダメですか？　あれですよ、検便ドロボーじゃないですよ。

　追伸・赤あか松まつ先生、うまい棒で戦う少女を登場させることができず、すみません。盗んだ検尿のストローには是非うま――

　　　　すみません不適切発言を控えたいと思います６月の比ひ嘉がでした。



    

  
    
      

　著者

　比嘉智康（ひが・ともやす）

　　１９８４年生まれ。北海道在住。

　　本シリーズの一作目『ギャルゴ！！！！！地方都市伝説大全』で、第３回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞＜∧優秀賞＞∨受賞。

　　あまりに暇だった夏の日。一食分のインスタントラーメンは一本に伸ばすと全長何メートルあるのかと思って、麺を茹でてから近所の堤防に持っていった日から十年が経ちました。

　　小麦価格が高騰してます。暇だからといって、決して食べ物を粗末にしてはいけないと気づいてから十年が経ちました。

　　チキンラーメンが何メートルあるのかは永遠の謎です。



　イラスト

　河原恵（かわはら・けい）
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